
取扱説明書



ごあいさつ

このたびは
シトロエン C4 SPACETOURER をお
買い上げいただき、誠にありがとうござ
います。
この 取 扱 説 明 書 は、 シト ロ エ ン C4 
SPACETOURER の取り扱いについて
記載してあります。
ご使用になる前に本書をよくお読みにな
り、ご理解を深めるようお願い申し上げ
ます。
本書は車内に保管し、いつでも読み返す
ことができるようにしてください。
車に添え付けられているメンテナンス
ノート（整備手帳）は、携行が義務付け
られています。この取扱説明書とともに
常時携行していただくようお願い申し上
げます。

おことわり

・	この取扱説明書は、発売時点の車両仕
様をもとに作成しております。

	 オートモビル・シトロエン社では絶えず
製品の改良を行っており、予告なく仕
様が変更されることがあります。お客
様の車両と装備品、仕様等が本書に掲
載されている写真、イラスト、仕様等
と細部が異なる場合がありますが、あ
らかじめご了承ください。

・本書は、オプション装備を含む当モデ
ルの全ての装備の説明を記載しており
ます。各装備の有無については車両の
仕様によって異なるため、お求めいた
だいた車両に装備されていない物が記
載されていることがありますのであら
かじめご了承ください。
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はじめに

重要安全情報
この取扱説明書には、車を安全に取り扱うために必要な情報が
記載されています。
また、車を取り扱う上での危険性や注意点などについても説明
されており、それに伴う事故を避けるためのアドバイスも含まれ
ています。これらの警告や注意を守らない場合には、死亡を含
む人的な傷害や車の破損などにつながる可能性があります。
危険に関する警告や注意は、車体各部に貼り付けた 3 種類の警
告ラベルで表示されています。さらに、本書は注意に関する記載
を、人身と物損に分けています。

指示に従わなかった場合、乗員や第三者が死亡または重度の
傷害を負うおそれがあることを示しています。

指示に従わなかった場合、乗員や第三者が傷害を負うおそれ
があることを示しています。

指示に従わなかった場合、車を破損させるおそれがあることを
示しています。

取り扱い上で、重要な点や注意点、アドバイスなどを示してい
ます。

このマークが付いた指示に従わなかった場合、人身に関わ
る ( 死亡や傷害の ) おそれがあることを示しています。
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はじめに

車をご使用いただく前に

●消耗品、アクセサリーについて
シトロエン C4 SPACETOURER に使用する消耗品やアクセサ
リー類は、シトロエンの純正部品をご使用ください。市販されて
いる汎用の消耗品やアクセサリー類のなかには、車の機器に適
合しなかったり正常な作動を妨げる可能性がある製品が含まれ
ていることがあります。シトロエン車本来の安全性や耐久性を損
わないためにも、純正の部品やアクセサリー類のご使用をお勧め
します。

●改造について
シトロエン C4 SPACETOURER の非合法な改造は、法に触れ
るだけでなく車の安全性や耐久性を著しく損なうおそれがありま
す。また、車の保証修理が受けられなくなることがありますので、
むやみな改造を行わないでください。本書に記載のない整備や
修理については、シトロエン指定サービス工場にご用命くださ
い。
この車の電気配線には、多重通信システムの制御信号が流れて
います。シトロエン純正以外のナビゲーションシステムやラジオ
などのアクセサリー類の取り付けのために車の配線に加工や接続
をすると、エンジンやブレーキの制御に障害を与え、その結果、
機器の故障や事故にいたるおそれがあります。これらの取り付け
にあたっては、シトロエン指定サービス工場にご相談ください。
また、シトロエンが供給していないアクセサリー類の取り付けや、
あるいはシトロエンの指示に従わない装着方法によって発生し
た、車または機器の不具合もしくは事故等に関わる損害の補償
をいたしません。

●エコノミーモード
エンジンが停止してからも、オーディオ機器などへの電源供給を
走行直後は最大 40 分間行います。電源が切れると、メッセージ
が表示されます。
エンジンを再始動すると、電源の供給が再開されます。
すぐにアクセサリーを使用したいときは、エンジンを始動して数
分間まわしてください。
エンジンをかけていた時間の倍の間、アクセサリーを使用でき
ます。ただし、この時間は 5 ～ 30 分に限られます。

●ディーゼル車について
AdBlue® の残量がなくなった場合、エンジンを始動できなくな
ります。AdBlue® の補充は早めにシトロエン指定サービス工場
にお申し付けください。
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はじめに

環境・リサイクルへの取り組み

●自動車リサイクル法
自動車リサイクル法は、使用済自動車（廃車）を適正に処理して、
資源の再利用を促進することでゴミを減らすことを目的に作られ
た法律です。
具体的には、廃車することで発生する再利用できないシュレッ
ダーダストの削減、環境に有害な物質（フロン等）の適正処理
などを行い、環境保護に役立てるものです。そのため、車の所
有者、自動車会社（輸入事業者を含む）、自動車関連事業者それ
ぞれに役割が定められています。

●リサイクルへの取り組み
シトロエンでは、自動車リサイクル法が制定される以前から環境
保護を行うためのリサイクルに関して対応してきております。
シトロエン C4 SPACETOURER は、リサイクル可能な素材を
車体の多くの部分や部品に採用しています。
車の総重量のうち、90% は何らかの形でリサイクルすることが
可能です。
すべてのプラスチック部品には、素材を表す記号がつけられてお
り、簡単に取りはずしや分解ができるように考慮されています。
そのほとんどは熱可塑型を使用していますので、熔解したり粉砕
して別の自動車部品として蘇らせることができます。
金属部品も同様に、100% の再利用が可能です。この中にはア
ルミニウムを始め、プラチナやロジウムといった貴重な金属も含
まれます。
なお、アスベストやカドミウムといった有害物質は、設計の段階
から使用を除外しています。

●環境への配慮
シトロエン指定サービス工場での定期点検整備をきちんと行う
ことは、環境保護と公害発散の防止につながります。
シトロエン指定サービス工場では、交換済みのオイルや油脂類、
損耗部品などを正しく処理することによって環境保護のために貢
献しています。
特にエアコンに使用されている冷媒ガス（フロン：HFC134a）
は、地球温暖化につながるため大気に放出してはなりません。
回収や破壊などの適正な処置をとるためにも、車を廃車にすると
きはシトロエン指定サービス工場にご相談ください。
環境保護は、たとえキーレスエントリーのリモコンの電池1 個で
あっても、お客様のご協力によって実践することができます。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

本書のイラストは日本仕様ではないため、実車と異なることがあります。

①：ヘッドランプ照射角度調整 *
②：チケットホルダー
③：ライトコントロールスイッチ、方向

指示器レバー、フォグランプスイッ
チ

④：パドルスイッチ
⑤：スピードリミッター／クルーズコント

ロール *／アクティブクルーズコント
ロール *／アクティブクルーズコント
ロール（ブレーキサポート付）*

⑥：ブラックパネルモードボタン、モー
ドダイヤル

⑦：タッチスクリーンコントロールス
イッチ

⑧：シフトモードセレクター
⑨：START／ STOPスイッチ
⑩：ワイパーコントロールレバー、ドラ

イブコンピュータースイッチ
⑪：スマートキー挿入スロット
⑫：インストルメントパネル
⑬：ハザードスイッチ
⑭：タッチスクリーン
⑮：パークアシストスイッチ
⑯：エレクトリックパーキングブレーキ

スイッチ
⑰：集中ドアロックボタン

* 仕様により異なります。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

本書のイラストは日本仕様ではないため、実車と異なることがあります。

①：ボンネット解除レバー
②：ヒューズボックス
③：チルト・テレスコピックステアリン

グレバー
④：パワーウィンドウスイッチ、チャイ

ルドセーフティスイッチ
⑤：ダッシュボード左右吹き出し口
⑥：サイドウィンドウ吹き出し口
⑦：運転席エアバッグ
⑧：ルームランプ、マップランプ
⑨：パノラミックガラスルーフブライン

ドスイッチ *
⑩：アシスタンスコールスイッチ *
⑪：フロントウィンドウ吹き出し口
⑫：パルファムエアフレッシュナー *
⑬：ダッシュボード中央吹き出し口
⑭：助手席エアバッグ
⑮：グローブボックス
⑯：センターコンソール、12V 電源ソ

ケット、USB ポート
⑰：ブックホルダー
⑱：カップホルダー
⑲：脱着式センターコンソール
⑳：12V 電源ソケット
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●スマートキー（→P.2-2）

車の解錠
車両周辺の検知エリアA 内でスマート
キーを携帯してフロントドアハンドルに
手を通す、またはテールゲートのスイッ
チを押すと、すべてのドアおよびテール
ゲートが解錠されます。ドアハンドルを
そのまま引くとドアを開けることができ
ます（運転席側、助手席側とも）。
テールゲートのスイッチを押したとき、エ
レクトリックテールゲート * の設定がオ
ンになっているとテールゲートが開きま
す。

車の施錠
車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、フロントドアハンドルの
スイッチまたはテールゲートのスイッチ
を押します。すべてのドアおよびテール
ゲートが施錠されます。

●フュエルリッド（給油口）	
（→ P.2-22）

1.	 車の解錠後フュエルリッドフラップ
の後部を押して開きます。

2.	 給油口には、金属製のバルブ Aが付
いています。このバルブに給油ノズ
ルをそのまま差し込みます。

燃料タンクの容量は、ガソリン車が約
57 リットル、ディーゼル車が約 55 リッ
トルです。



7

C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●フロントシートの調整（運転席）（→P.1-2、P.1-4）

電動
①：シートの角度／高さ／前後の調整
②：バックレストの角度調整

手動
①：バックレストの角度調整
②：シートの高さ調整
③：シートの前後調整

* 仕様により異なります。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●フロントヘッドレストの調整
（→P.1-3）

ヘッドレストの上端と乗員の頭の上が揃
うように、ヘッドレストを上下および前
後 * に動かして調整します。
下げるときは、ボタンAを押しながらヘッ
ドレストを押します。

●チルト・テレスコピックステアリ
ング（→P.3-5）

ロックレバーを手前に引くと、ステアリ
ングのロックが解除されます。
ステアリングホイールの高さや奥行きを
調整し、ロックレバーを押し下げてロッ
クしてください。ステアリングがしっかり
固定されていることを確かめてください。

ステアリングの調整は、車を停止して
行ってください。

シート位置を調整してからステアリン
グ位置を調整してください。

●バックミラーの調整（→P.1-11）

昼と夜で自動的にミラーの明るさを調整
します。ミラーは後方がよく見える位置
に調整してください。

* 仕様により異なります。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●電動ドアミラー（→P.1-10）

ドアミラーの調整
1.	 スイッチ Aを、調整するドアミラー

側に動かします。
2.	 スイッチ Bで角度を調整します。

ドアミラーの格納
スイッチAを中央位置にして後方へ引く
と、ミラーが格納できます。

シフトモードセレクターを Rに入れる
と、ドアミラーの角度が下向きになり、
駐車時などの後退時に下方が見えやす
くなります。

●フロントシートベルト（→P.1-19）

1.	 シートベルトのプレートをバックル
①に差し込みます。

2.	 アンカー②の突起をつまみながらア
ンカーを上下にスライドさせて高さ
を調整します。

●シートベルト警告灯（→P.1-21）

イグニッションをオンにしたとき、シート
ベルトを着用していない、または着用し
ていたシートベルトをはずしたときに、
インストルメントパネルのシートベルト
警告灯および該当する座席位置の警告
灯が点灯または点滅します。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●助手席エアバッグキャンセルス
イッチ（→P.1-34）

1.	 緊急用キーをスイッチに差し込みま
す。

2.	 助手席に大人が乗車しているとき、
もしくは前向きチャイルドシートを
取り付けた場合、ONにします。
後ろ向きにチャイルドシートを取り
付けた場合には必ず OFFにします。

3.	 そのままキーを抜きます。

●パワーウィンドウ（→P.2-11）

①：助手席側ウィンドウ開閉スイッチ
②：運転席側ウィンドウ開閉スイッチ
③：後席右側ウィンドウ開閉スイッチ
④：後席左側ウィンドウ開閉スイッチ
⑤：チャイルドセーフティスイッチ

●チャイルドセーフティスイッチ
（→P.2-13）

チャイルドセーフティスイッチ⑤を押す
と、後席のパワーウィンドウスイッチに
よる操作ができなくなります。
運転席のパワーウィンドウスイッチによ
る操作はいつでも可能です。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●タッチスクリーン（→P.5-12）

①：	エアコンの設定画面を表示
します。

②：	ナビゲーションを表示しま
す。（装着車のみ）

③：	オーディオやラジオの再生・
設定画面を表示します。

④：	ハ ン ズ フ リ ー 通 話 の 通
話・ 設 定 画 面 を 表 示 し ま
す。Apple CarPlay ™ や
Android Auto の画面を表
示します。（使用中のみ）

⑤：	画像ファイルの表示など、
その他の設定画面を表示し
ます。

⑥：	車の機能の設定を表示しま
す。

⑦：	ツマミを回して音量を調節
できます。ツマミを押すと、
ミュート（消音／停止）に
なります。

⑧：	タッチスクリーンの設定画
面を表示します。

ページの移動

前のページに戻ります。

タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアをタッチすると前のページに
戻ります。

設定の変更

設定項目の変更後、変更画面に
ある OKボタンにタッチして設
定を有効にします。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●エンジンの始動（→P.3-2）

スマートキーが車内の検知エリアにある
ときに、エンジンを始動および停止する
ことができます。

エンジンの始動
1.	 スマートキーを携帯して乗車します。
2.	 シフトモードセレクターを Pまたは
Nの位置にします。

3.	 パーキングブレーキがかかっている
ことを確認します。

4.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル①を 踏 み な が ら
START/STOPスイッチ②を押しま
す。

5.	 スターターが回り、エンジンが始動
します。

ディーゼル車は、予熱表示灯
が点灯後消灯したらエンジン
が始動します。

START/STOPスイッチの役割
スイッチの状況 運転者の操作内容 車両の動作内容
アクセサリー	
ポジション

ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 ま ず に、
START/STOPスイッチを押しま
す。スイッチを押すたびに、イグニッ
ションのオン／オフが切り替わり
ます。

イグニッションがオンとなり、警
告灯類が点灯します。しばらくの
間、ラジオやパワーウィンドウな
どのアクセサリー装備が使用でき
ます。

スタート	
ポジション

ブレ ー キ ペダル を 踏 みな がら、
START/STOPスイッチを押しま
す。

エンジンが始動します。ラジオや
パワーウィンドウなどのアクセサ
リー装備が使用できます。

エンジンの停止
1.	 車を完全に停止します。

シフトモードセレクターを Pまたは
Nの位置にします。

2.	 START/STOPスイッチを押しま
す。

3.	 エンジンが停止し、ステアリングが
ロック * されます。

* 仕様により異なります。
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●ライトスイッチ（→P.4-25）

リングＡ

すべてのランプが消灯します。

オートライトが機能します。

ポジションランプが点灯します。

ロービームが点灯します。
ハイビームに切り替える場合は
スイッチレバーを手前に引きま
す。

リング B
フロントフォグランプ、リアフォグラン
プが点灯 / 消灯します。

●ワイパー/ウォッシャー	
（→ P.4-35）

レバーA　フロントワイパー

2 高速作動
1 通常作動
Int 間欠作動
0 停止

AUTO↓ 自動作動（雨滴感知式）／ 
1回作動

ウィンドウウォッシャー
レバーAを手前に引きます

AUTOモードにする
レバーAを押し下げます。

AUTOモードを解除する
もう一度レバー Aを押し下げるか、0以
外のポジションにすると AUTO モード
が解除されます。

リング B　リアワイパー

停止

間欠動作

ウォッシャー作動
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C4 SPACETOURER 操作・使用方法早わかり

●エレクトリックパーキングブレー
キ（→P.3-11）

手動操作
エンジンの作動状態に関わらず、停車中
にパーキングブレーキスイッチを手前に
引くと、パーキングブレーキがかかりま
す。
イグニッションがオンのとき、またはエ
ンジン作動中にブレーキペダルを踏みな
がらパーキングブレーキスイッチを押す
と、パーキングブレーキが解除されます。

エンジンをかけたまま車を離れるとき
は、手動でパーキングブレーキをかけ
てください。

自動作動
エンジンが停止すると自動的にパーキン
グブレーキがかかり、アクセルペダルを
踏んで発進すると自動的にパーキングブ
レーキが解除されます。

この表示灯が点灯していると
きは、パーキングブレーキの
操作をすべて手動で行う必要
があります。

エレクトリックパーキングブレーキは、
お子さまでも簡単に解除できます。イ
グニッションをオンにしたままの状態
で、お子さまを車内に残して車を離れ
ないでください。

●エフィシェント・オートマチック・
トランスミッション（→P.3-6）

①：シフトモードセレクター：
P. パーキング
R. リバース
N. ニュートラル
D. オートマチックモード
M. マニュアルモード

②：パドルスイッチ：シフトアップ
③：パドルスイッチ：シフトダウン

* 仕様により異なります。
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●クルーズコントロール *／	
スピードリミッター（→P.3-57、
P.3-59）

①：スピードリミッター / クルーズコン
トロール切り替えスイッチ

②：速度設定 / 設定速度の減少
③：速度設定 / 設定速度の増加
④：システムの一時停止 / 復帰
⑤：スピードリミットインフォメーショ

ンの表示速度受付

クルーズコントロール * の速度の設定お
よびシステムの作動は、シフトモードセ
レクターが DまたはMのときは 2 速以
上で、時速40km以上のときに可能です。
スピードリミッターは、エンジン運転時
に設定してください。

●パークアシスト（→P.3-67）

パークアシストの開始

1.	 駐車できそうな場所の手前でスイッ
チを押します。

2.	 タッチスクリーンで、駐車の種類を
選択します。

垂直に駐車する場合

前進の表示が消えチャイムが鳴るまで前
進を続け、後退が表示されたところで車
を止めてシフトモードセレクターを Rに
入れます。

アクセルペダルを踏み、ゆっくり後退し
ます。ステアリング操作が自動的に行わ
れます。
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i

安　全　な　ド　ラ　イ　ブ　に　つ　い　て

安全のために
重大な事故や車両火災に及ぶおそれのある内容と回避
方法、一般的な注意事項などについて記載してあります。
重要な内容ですので、必ずお読みください。

点検整備のお願い

点検整備を必ず実施してください
・	 車を安全に使用していただくため、お客様の責任において日常

点検と法定定期点検の実施が法律で義務づけられています。
点検内容については、別冊の「メンテナンスノート」をお読みく
ださい。

・	 日常点検を行い異常があるときは、シトロエン指定サービス工
場で点検を受けてください。（音、振動、におい、水・油漏れなど）

走行する前の注意

燃えやすいものは積まないでください
・	 燃料が入った容器や可燃性のガスが入ったスプレー缶などは積

まないでください。炎天下の駐車で室内が高温になったときや
万一のとき、引火や爆発するおそれがあります。

i
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運転席足元・運転席下にはものを置かないでください
・	 空き缶などを置くと、ブレーキペダルやアクセルペダルにはさ

まり、走行中にペダル操作ができなくなるおそれがあります。
思わぬ事故につながりますので、絶対に行わないでください。

フロアマットはしっかりと固定して使用してください
・	 運転前にフロアマットが正しく取り付けられていることを点検

してください。また、フロアマットを重ねて敷くことはしない
でください。フロアマットがペダル操作の妨げになり、重大な
事故につながるおそれがあります。

スピードメーターの速度の単位は必ず km/h 表示を使用してくだ
さい
・	 誤って mph 表示（マイル）にすると、正確な速度を認識できず、

思わぬ事故につながるおそれがあります。

ダッシュボードなどにものを取り付けたり、置かないでください
・	 ダッシュボードなどにものを置いたまま運転すると、視界の妨

げや移動して安全運転の妨げになり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

・	 また、アクセサリー品を取り付けたり、シールを貼り付けると、
エアバッグ作動の妨げやエアバッグ作動時にアクセサリー品が
飛ばされて、思わぬケガや事故につながるおそれがあります。

荷物は確実に固定してください
・	 助手席や後席に荷物を積むと、急ブレーキのときなど荷物が放

り出されて乗員に当たり、思わぬケガをするおそれがあります。
荷物はできるだけラゲッジルームに積み、アクセサリー品（オ
プション）のネットやベルトを使用して固定してください。

・	 荷物の積み重ねによる後方視界の妨げがないようにしてくださ
い。
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燃料補給時の注意

指定以外の燃料を使用しないでください
・	 燃料は、ガソリン車には無鉛プレミアム（無鉛ハイオク）ガソ

リン、ディーゼル車には超低硫黄軽油（サルファ―フリー／
S10ppm 以下）を給油してください。

・	 ガソリン車に有鉛ガソリンや粗悪なガソリン、指定以外の燃料
（軽油、高濃度アルコール含有燃料など）を給油したり、ディー
ゼル車にガソリンや灯油を給油すると、エンジンなどに悪影響
を与えますので使用しないでください。

・	 ディーゼル車に指定以外の軽油を補給すると、白煙が発生し続
けることがあります。また、DPF（ディーゼルパティキュレー
トフィルター）の故障につながるおそれがあります。

燃料補給時には次のことをお守りください
セルフ式のガソリンスタンドで給油するときは、十分に注意して
給油してください。

1.	 エンジンは必ず止めて、ドアやウィンドウを閉めます。
タバコなどの火気は近付けないでください。

2.	 フュエルリッドを開けるなどの給油作業を行う前に、車体や
給油機などの金属部分に触れて身体の静電気を除去してくだ
さい。
身体に静電気が帯電していると、放電による火花で燃料に引
火し、やけどをするおそれがあります。また給油口には、身
体の静電気を除去した方以外の人を近付けないでください。

3.	 給油ノズルは奥まで確実に差し込んで、丸い金属製のバルブ
が開いていることを確認してから給油を始めてください。ま
た、給油中はノズルをしっかりと押さえていてください。ノ
ズルが動くと、バルブが閉じて燃料が吹き返すおそれがあり
ます。

4.	 給油作業中は、車内に戻ったり、帯電している人やものに触
れないでください。再び帯電するおそれがあります。

5.	 燃料を車体にこぼさないように注意してください。塗装面を
傷めるおそれがあります。

6.	 給油時に気化した燃料を吸いこまないように注意してくださ
い。燃料の成分には、有害物質を含んでいるものがあります。

7.	 給油後は、フュエルリッドが確実に閉まっていることを確認
してください。

8.	 その他、ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項を
守ってください。
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走行するときの注意

走行中はSTART/STOPスイッチを押さないでください
・	 走行中に START/STOPスイッチを押し続けるとエンジンが

停止して、ブレーキ倍力装置が働きません。
そのためにブレーキの効きが悪くなり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。非常に危険なので、絶対に行わないでくだ
さい。

長い下り坂ではエンジンブレーキ *を併用してください
・	 ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキが過熱して効きが悪

くなるおそれがあります。坂の勾配に応じて、適切なギアを選
択し、エンジンブレーキを併用してください。

* エンジンブレーキ
走行中にアクセルペダルから足を離したときにかかるブレーキ
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車を移動するときはエンジンをかけてください
・	 エンジンがかかっていないときは、ブレーキの効きが悪くなり

ます。ハンドルがロックされて操作ができなくなることもあり
ます。
車を少し移動させるときでも、必ずエンジンをかけてください。
車を押したり傾斜を利用して車を移動させると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

ブレーキペダルに足を乗せたまま走行しないでください
・	 ブレーキパッドが早く摩耗したり、ブレーキが過熱して効きが

悪くなり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

運転中にハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を使用しない
でください
・	 ハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を、運転中に操作す

ることは法律で禁止されています。
・	 ハンズフリーであっても注意力が散漫になり、事故の原因につ

ながるおそれがありますので、車を安全な場所に停車して使用
することをお勧めします。

カーナビゲーションシステム等の操作は停車時に行ってください
・	 運転中にカーナビゲーションシステム等を操作しないでくださ

い。操作は安全な場所に停車して行ってください。
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雨天の走行は次のことに注意してください
・	 濡れた路面では、タイヤのグリップが低下して滑りやすくなり

ます。通常より注意して安全運転に心がけ、急加速、急ブレー
キ、急激なエンジンブレーキ、急ハンドルを避けてください。

・	 わだちなどにできた水たまりに高速で進入すると、ハイドロプ
レーニング現象 * を起こしてハンドル操作やブレーキが効かな
くなります。特に摩耗したタイヤは、ハイドロプレーニング現
象が起きやすいので注意してください。

* ハイドロプレーニング現象
水たまりを高速で走行しているときに、タイヤと路面の間に水の膜
ができ、タイヤが浮いた状態になり、車がコントロールできなくなる
現象。

・	 水たまり走行後や洗車後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブ
レーキの効き具合を確認してください。ブレーキの効きが悪い
ときは、周囲の車に十分注意しながら低速で走行し、ブレーキ
の効きが回復するまで繰り返しブレーキペダルを軽く踏んでく
ださい。

冠水した道路の走行は避けてください
・	 冠水した道路を走行すると、エンストするだけでなく、水を吸

い込んでのエンジン破損などの車両故障につながるおそれがあ
ります。

やむを得ず冠水した道路を走行するときは次のことをお守りくだ
さい。ただし、冠水した道路の水面が15cm を超えるような場
合は走行しないでください
・	 ストップ＆スタートを解除する
・	 エンストしない程度に速度を落とし、時速 10km 以上で走行

しない
・	 車を停止したり、エンジンを停止したりしない

冠水した道路から脱出したら、できるだけ早く安全な場所で、ブ
レーキペダルを軽く数回踏み、ブレーキの湿りを乾かしてくださ
い。お車の状態に不安がある場合は、シトロエン指定サービス
工場で点検を受けてください。
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霧で見えにくいときはフォグランプを併用してください
・	 霧で視界が悪いときは、昼間でもヘッドランプ（下向き）とフォ

グランプを点灯して、周囲の車や歩行者に車の存在を知らせて
ください。走行は、センターライン、ガードレール、前の車の
テールランプを目安にして十分な車間距離をとってください。

・	 オートライトシステムは、周囲が明るい昼間はヘッドランプが
点灯しません。手動で点灯してください。

雪が降っているときの滑りやすい路面に注意してください
・	 雪道や路面が凍結しているときは、非常に滑りやすくなり思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。冬用タイヤまたはタイヤ
チェーン／ネットを使用していても急加速、急ブレーキ、急激
なエンジンブレーキ、急ハンドルを避け、十分な車間距離をと
り低速で走行してください。

横風が強いときに走行が乱れないように注意してください
・	 横風を受け、車が横に流されるようなときは、ハンドルをしっ

かり握り、速度を徐々に下げてください。
・	 特にトンネルの出口、橋や土手の上、大型車の追い越しや追い

越されたときなどには、横風の影響を受けやすいので注意して
ください。

高速道路に入る前には燃料などの確認をしてください
・	 燃料は十分に給油してあるかを確認してください。
・	 タイヤの空気圧を確認してください。空気圧不足で高速走行す

ると、タイヤがバースト（破裂）するおそれがあります。
・	 万一のために、停止表示板（停止表示灯）を車に用意しておい

てください。（法律で義務づけられています。）
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段差ではフロントスポイラーのこすれに注意してください
・	 段差のある場所は、速度を落としてゆっくりと進んでください。

路面の状態によっては、フロントスポイラーがこすれることが
あります。

・	 フロント側から進入すると車止めにこすれたり当たることがあ
りますので注意してください。

車を後退させるときは周囲に注意してください
・	 バックミラーやバックカメラには確認できない死角がありま

す。車を後退させるときは、前もって車から降りて後方の人や
障害物を確認してください。
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お子さまを乗せるときの注意

お子さまは後席に座らせてください
・	 お子さまを助手席に乗せないでください。走行中にお子さまの

動作が気になったり、運転装置のいたずらなど事故につながる
おそれがあります。

・	 また、万一の事故などで助手席の SRS エアバッグが作動した
ときに、ケガをするおそれがあります。

お子さまにもシートベルトを着用させてください
・	 お子さまにも必ずシートベルトを着用させてください。お子さ

まを膝の上に抱いての乗車は、絶対にしないでください。急ブ
レーキをかけたときや衝突したときにお子さまを支えることが
できず、ケガをするおそれがあります。
シートベルトが首や顔に当たったり、腰骨にかからないなどで
正しく着用できない小さなお子さまには、ベビーシートやチャ
イルドシートを使用してください。
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チャイルドシートは後席に正しく取り付けてください
（→ P.1-24）
・	 チャイルドシートの使用は 6 歳未満のお子さまに法律で義務

付けられています。6 歳以上のお子さまでもシートベルトが正
しく着用できないときは、チャイルドシートを使用してくださ
い。
お子さまの安全のため、短時間の走行でも身体に合ったシト
ロエン純正品のベビーシートやチャイルドシートを使用してく
ださい。

・	 取り付け方法は、シートに付属している取扱説明書に従って後
席に正しく取り付けてください。乳幼児用のベビーシートは進
行方向に対して後ろ向きに、チャイルドシートは前向きに取り
付けてください。

・	 やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付けるときは、助
手席の位置を中間部に移動して前向きに取り付けてください。
ベビーシートタイプで後ろ向きに装着するときは、助手席エア
バッグキャンセルスイッチを OFFにしてください。衝撃でケ
ガをしたり、最悪の場合死亡するおそれがあります。キャンセ
ルスイッチがない車では、進行方向に対して後ろ向きに装着し
ないでください。

・	 シトロエン純正のベビーシート、チャイルドシートの詳細につ
いては、シトロエン販売店にお問い合わせください。

ドア、ウィンドウなどの開閉は大人が操作してください
・	 ドアやウィンドウなどの開閉は、お子さまに操作させないでく

ださい。開閉時に手や首、足などをはさみ、思わぬケガをする
おそれがあります。また、同乗者が操作するときも十分に注意
してください。

・	 後席にいるお子さまが操作できないように、リアドアのパワー
ウィンドウが作動しなくなり、室内からリアドアを開けられな
くするチャイルドセーフティ機能を必ずご利用ください。

ウィンドウから手や顔を出さないでください
・	 急ブレーキ時に窓枠にぶつけたり、車外の障害物に当たったり

して、思わぬケガをするおそれがあります。

シートの可動部分に気をつけてください
・	 お子さまが、リアシートやフロントシートの隙間に手を入れた

り、可動部分に触れたりして思わぬケガにつながるおそれがあ
ります。同乗者の方が十分に注意をしてください。

・	 走行中は必ずベビーシートやチャイルドシートに座らせるか、
シートベルトをさせてください。
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お子さまだけを車内に残さないでください
・	 車から離れるときは、エンジンを止め、キーを携行して必ずお

子さまも一緒に降ろしてください。
・	 お子さまのいたずらにより、車の発進、火災などの思わぬ事故

につながるおそれがあります。
・	 炎天下の車内は 50℃以上の高温になり、脱水症状、熱射病な

どの生命の危険に関わるおそれがあります。

駐停車するときの注意

燃えやすいものや植え込みに注意してください
・	 紙や枯草、木材などの燃えやすいものの上や近くには駐停車し

ないでください。特に走行後の排気管や排気ガスは高温になる
ため引火するおそれがあります。

・	 車両後方に燃えやすいものや植え込みがあるときは、車両後端
から十分に距離を取って駐車してください。すき間が少ないと、
排気ガスによる変色や着火、生育への悪影響につながるおそれ
がありますので、車の向きも配慮してください。

ハンドルをいっぱいに回した状態を続けないでください
・	 車庫入れなどで、エンジンをかけたままハンドルをいっぱいに

切った状態を長く続けると、ハンドル操作力が重くなることが
ありますが異常ではありません。
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車から離れるときはエンジンを止め、施錠してください
・	 シフトモードセレクターを P( パーキング ) にし、エンジンを

止めてパーキングブレーキがかかっていることを確認してから
ドアを施錠してください。無人で車が動き出して、思わぬ事故
につながるおそれがあります。坂道では、状況に応じてタイヤ
に輪止めをしてください。

・	 貴重品を車内に残さないでください。施錠しても盗難につなが
るおそれがあります。

・	 お子さまや介護の必要な方だけを車内に残さないでください。
車の発進や車内の高温／低温による思わぬ傷害などが発生する
おそれがあります。

炎天下での駐車時は、ライター、スプレー缶、炭酸飲料などを車
内に放置しないでください
・	 車体やシート、ステアリングなどが高温となり、やけどをする

おそれがあります。駐車後に乗車されるときは注意してくださ
い。

・	 車内にお子さまやペットなどを乗せたまま車から離れること
は、絶対におやめください。車内の温度が 50℃を超えること
もあり、大変危険な状態になります。

・	 ライターやスプレー缶、炭酸飲料などは、自然発火や破裂を起
こすおそれがあります。車内に放置しないでください。

・	 ガスライターを床やシートのすき間に落としたままにすると、
シートを動かしたときに着火して火災につながるおそれがあり
ます。

・	 メガネをダッシュボードなどに置いたままにすると、変形やひ
び割れのおそれがあります。また、レンズにより火災を起こす
ことがあり危険です。

仮眠するときは必ずエンジンを止めてください
・	 無意識にシフトモードセレクターを動かしたり、アクセルペダ

ルを踏み込んだりして車が発進するおそれがあります。
・	 エンジンや排気管の異常過熱による火災が発生するなどの思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。
・	 車内で仮眠するときは、エンジンを止め、助手席または後席で

してください。
・	 排気管が損傷していたり、風向きや風通しの悪い場所では、排

気ガスが車内に侵入し一酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。

エンジンルーム内に可燃物を放置しないでください
・	 エンジンルーム内に燃えやすい物を置き忘れないように注意し

てください。引火のおそれがあります。
・	 車両を長時間使用しなかった場合は、小動物や鳥類に持ち込ま

れた小枝等がないことを確認してください。もし走行中に焦げ
た臭いを感じたときは、直ちに停車して確認してください。
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走行中に異常を感じたとき

警告灯が点灯・点滅したときは、直ちに停車して適切な処置をし
てください
・	 走行中に警告灯が点灯や点滅したときは、直ちに安全な場所に

停車し、適切な処置をしてください。（「第 4 章　メーター・ラ 
イト・ワイパー装置の使いかた」を参照）
そのまま走行すると故障の原因になるだけでなく、重大な事故
につながるおそれがあります。

・	 走行中は車の状態に気を配り、いつもと異なる音や臭い、振動
などを感じたときは、直ちにシトロエン指定サービス工場で点
検を受けてください。

・	 故障等でやむを得ず路上に停車するときは、ハザードランプの
他に停止表示板を使用して、他の車両に停止している事を知ら
せてください。

走行中にタイヤがパンクやバーストしたときは、あわてずに安全
な場所に停車してください
・	 走行中、タイヤに異常があったときは、あわてずにハンドルを

しっかり握り、徐々に速度を下げて安全な場所に停車してくだ
さい。
急ブレーキや急ハンドルは、車のコントロールができなくなる
おそれがあります。

走行中に床下やタイヤなどに大きな音や衝撃を感じたときは車の
下部を点検してください
・	 直ちに安全な場所に停車し、車の下部を点検してください。

ブレーキ液や燃料の漏れ、サスペンション部品、タイヤ関係、
駆動系部品などの変形や損傷は、そのまま使用すると思わぬ
事故につながるおそれがあります。漏れや損傷を見つけたとき
は、運転を中止してシトロエン指定サービス工場にご連絡くだ
さい。
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排気ガスについての注意

換気が悪い場所や屋内ではエンジンをかけたままにしないでくだ
さい
・	 車庫や屋内などの換気が悪い場所では、排気ガスが充満しやす

いのでエンジンをかけたままにしないでください。排気ガスに
は無色無臭の有害な一酸化炭素が含まれており、吸い込むと排
気ガスによる一酸化炭素中毒になり重大な障害におよぶか死亡
につながるおそれがあります。

・	 排気管に腐食などによる穴や亀裂がないかをときどき点検して
ください。走行中に排気ガスが車内に侵入するおそれがありま
す。

・	 降雪時や雪が積もった場所では、エンジンをかけたままにしな
いでください。まわりに積もった雪で排気ガスが滞留して、車
内に侵入する恐れがあります。

車内で排気ガスの臭いがしたら次のことをしてください
・	 直ちにすべてのウィンドウを全開にする。
・	 エアコンの内外気の切り替えを外気にして風量を最大にする。
・	 すみやかにシトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ

い。
放置すると、排気ガスによる一酸化炭素中毒になり重大な傷
害におよぶか死亡につながるおそれがあります。
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シート位置についての注意

正しい運転（乗車）姿勢がとれるシート位置に設定してください
・	 運転操作を誤り思わぬ事故につながるおそれがあります。
・	 万一衝突したときにシートベルトや SRS エアバッグ、ヘッド

レストなどの乗員保護装置の効果が軽減されて、重大な傷害を
受けるおそれがあります。

・	 前後位置は、各ペダルが楽に踏めるシート位置に調節し、腿は
シートクッションに乗るようにします。運転中は右足をアクセ
ルペダルに、左足をフットレストに置きます。

・	 バックレストの角度は、楽に支えられるよう調節します。シー
トベルトの効果を発揮させるため、バックレストを倒しすぎな
いようにしてください。

・	 ヘッドレストが安全装置としての役割を果たせるよう、上面の
高さが乗員の頭頂部と同じ高さかそれ以上になるように調節し
ます。これができない場合、ヘッドレストを一番高い位置に上
げて使用してください。

走行中はバックレストを倒しすぎないようにしてください
・	 急ブレーキをかけたときや万一衝突したときにシートベルトな

どの乗員保護装置の効果が十分に発揮されず、身体がシートベ
ルトの下に潜り込んだり、シートベルトが首にかかり傷害を受
けるおそれがあります。
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シートベルトについての注意

シートベルトは正しく着用してください
・	 乗車した全員が正しくシートベルトを着用してください。シー

トベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、万一
衝突したときにプリテンショナー *、フォースリミッター ** 付
きシートベルト、エアバッグなどの乗員保護装置の機能が適切
に発揮されず、重大な傷害を受けるおそれがあります。

* プリテンショナー
前方からの強い衝撃を受けたときに、瞬間的にシートベルトを引き
込み身体を固定して乗員保護装置の効果を高める装置。

** フォースリミッター
シートベルトに一定以上の衝撃を受けたときに、身体にかかる衝撃
を減少させる装置。

妊娠中の方や疾患のある方も必ずシートベルトを正しく着用して
ください
・	 医師に注意事項をご確認ください。
・	 腰部ベルトが腹部にかからないように、腰骨のできるだけ低い

位置にしてください。また、肩部ベルトは腹部を避けて胸部に
かかるように着用してください。

損傷のあるシートベルトは直ちに交換してください
・	 損傷したシートベルトを使用すると、衝突したときなどに十分

な効果を発揮できず、重大な傷害を受けるおそれがあります。
シートベルトやプレートを、シートやドアに挟まないでくださ
い。傷が付くおそれがあります。

・	 万一重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見受けられな
くても、シート、シートベルトを交換してください。

・	 プリテンショナー付きシートベルトの取りはずしや交換・廃棄
はシトロエン指定サービス工場以外では行わないでください。
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SRSエアバッグについての注意

・	 SRS エ ア バ ッ グ シ ス テ ム は（SRS ＝ Supplemental 
Restraint System）補助拘束の事です。

・	 SRS エアバッグは、センサーが一定以上の衝撃を感知したと
きにのみ作動します。衝突などで車が大きく変形しても、衝
撃吸収ボディ構造により衝撃が段階的に吸収されたときは、
SRS エアバッグが作動しないことがあります。

フロントエアバッグの効果は正しい姿勢とシートベルトとで発揮
します
・	 SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助するシステム

で、シートベルトに代わるものではありません。このシステム
はシートベルトを必ず着用してください。

・	 シートに正しく座りシートベルトを正しく着用していないと、
衝突などで身体が前方に放り出されたときに SRS エアバッグ
システムがふくらみ、強い衝撃を受け重大な傷害につながるお
それがあります。

・	 運転者とステアリングホイールとの間には、適当な距離を確保
してください。あまり近すぎると、エアバッグの効果が低下し
たり、エアバッグそのものでケガを負うおそれがあります。

・	 ステアリングホイールは、9 時と 3 時の位置を外側から両手
で持ってください。他の位置（12 時の位置や真ん中、内側）
を持つと思わぬケガにつながったり、エアバッグが作動した際
に重大なケガを負うおそれがあります。
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フロントエアバッグは車両前方からの衝撃を緩和します
・	 SRS フロントエアバッグは、イグニッションがオンのときに

車両前方から乗員に重大な危害が及ぶような強い衝撃を受けた
ときに瞬時にふくらみ、乗員の頭や胸にかかる衝撃を緩和する
システムです。

フロントエアバッグの保護性能が発揮されるために次の点に注意
してください
・	 運転者が顔や胸をステアリングに近付けすぎると、SRS エア

バッグがふくらんだときに強い衝撃を受け非常に危険です。常
に正しい運転姿勢で座り、ステアリングに近付きすぎないよう
にしてください。

・	 助手席に乗車する人は、シート前端に座ったり、ダッシュボー
ドに足を乗せていたりすると、SRS エアバッグがふくらんだ
ときに強い衝撃を受け非常に危険です。常に正しい乗車姿勢で
座り、ダッシュボードに近付きすぎないようにしてください。

エアバッグの近くにものを置いたり、ステッカーなどを貼り付け
ないでください
・	 ステアリングを交換したり、ステアリ

ングのパット部にステッカーなどを貼
り付けないでください。

・	 助手席側エアバッグの周辺（ダッシュ
ボード）にカー用品や芳香剤を置いた
り、傘などを立てかけないでください。
エアバッグが正常に作動しなかった
り、エアバッグがふくらんだときに飛
ばされて、ケガをするおそれがありま
す。
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SRSサイドエアバッグ／カーテンエアバッグについて
の注意

・	 SRS サイドエアバッグ／カーテンエアバッグは、車両側面か
ら乗員に重大な危害が及ぶような強い衝撃を受けたときに瞬時
にふくらみ、乗員の頭や胸にかかる衝撃を分散、緩和させる乗
員保護装置です。

サイドエアバッグ／カーテンエアバッグは車両側面からの衝撃を
緩和します
・	 サイドエアバッグは、前席のバックレスト側面（ドア側）に収

納されています。カーテンエアバッグは、ドアピラー部から天
井にかけて収納されています。

・	 シートの側面周囲には、ものを置かないでください。
・	 シートにシートカバーや上着をかけたり、ベルトを巻きつけな

いでください。

ドアやウィンドウにもたれかからないでください
・	 SRS サイドエアバッグ収納部に手、足、顔を近付けたり、ド

アやウィンドウにもたれかかるような姿勢でシートに座らない
でください。エアバッグがふくらむときに強い衝撃を受け、非
常に危険です。

ドアやサイドエアバッグの近くにカップホルダーなどのカー用品を
取り付けないでください
・	 SRS サイドエアバッグ収納部の近くにカップホルダーなどの

カー用品を取り付けたり、ステッカーなどを貼らないでくださ
い。エアバッグが正常に作動しなかったり、エアバッグがふく
らんだときに飛ばされてケガをするおそれがあります。
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ABSとESC／ASRについての注意

ABS（アンチロックブレーキシステム）を過信しないでください
・	 ABS は Antilock Brake System の略で、急ブレーキをかけ

たときに車輪がロックするのを防ぎ車の操縦性を確保しようと
する装置で、制動距離を短くするための装置ではありません。

・	 次のような路面では、ABS なしの車よりも制動距離が長くな
ることがあります。速度は控えめにして車間距離を十分にとっ
てください。
・	 砂利道や雪道、凍結路などを走行しているとき
・	 タイヤチェーン／ネットを装着しているとき
・	 道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき
・	 石だたみなどの悪路を走行しているとき

ESC／ASR（エレクトロニックスタビリティコントロール／アン
チスケーティングレギュレーション）を過信しないでください
・	 ESC システムは、滑りやすい道路での旋回時などに、車の動

きと運転者が意図するコースとに著しい差が発生したとき、自
動的にブレーキやエンジンの出力を制御して車の走行安定性を
確保しようとするシステムです。

・	 ASR は滑りやすい道路での発進や急加速時に生じる空転を防
ぎ、車の走行安定性を向上させようとするシステムです。

・	 ESC ／ ASR が作動した状態でも、車の走行安定性には限界
があります。ESC ／ ASR を過信せずに速度を下げて、車間
距離を十分にとって安全運転を心がけてください。

スマートキーについての注意

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を使
用されている方は、スマートキー検知用の車室内発信器・車室外
発信器から約22cm以内に近付かないようにしてください
・	 電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。
・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。
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アンテナ位置

車室外発信器車室内発信器

車室外発信器

車室外発信器

車室内発信器
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エフィシェント・オートマチック・トランスミッション
システム車についての注意

クリープ現象に注意してください
・	 クリープ現象とは、エンジンがかかっているときにシフトモー

ドセレクターを Pまたは N以外にすると、アクセルペダルを
踏まなくても車が動き出すことです。

・	 停車中はブレーキペダルをしっかりと踏んでください。思わぬ
事故につながるおそれがあります。

・	 特にエンジンの始動直後やエアコン作動時のエンジン回転が上
がっているときは、ブレーキペダルをしっかりと踏んでくださ
い。

ブレーキとアクセルのペダル位置に注意してください
・	 ペダルの踏み違いは、思わぬ事故につながります。エンジンを

かける前にペダルの位置を確認してください。
・	 また、アクセルペダルとブレーキペダルは右足で操作してくだ

さい。

発進前／停車後のシフトモードセレクターの操作はブレーキを踏
んでください
・	 エンジンをかけるときはシフトモードセレクターが Pにある

ことを確認し、ブレーキペダルをしっかり踏み込んでください。
・	 シフトモードセレクターの操作は、エンジン始動直後やエアコ

ン作動時などはエンジン回転数が高くなるので、特にしっかり
とブレーキペダルを踏んで行ってください。

・	 発進時のシフトモードセレクターの操作は、ブレーキペダルを
しっかり踏み込んで行ってください。急発進して、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

アクセルペダルはゆっくり踏んでください
・	 アクセルペダルを急激に踏み込むと、急発進して思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

走行中はギアをNに入れないでください
・	 走行中にシフトモードセレクターを Nにすると、エンジンブ

レーキが効かなくなり思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

・	 オートマチックトランスミッション内のオイルの潤滑が悪くな
り、故障するおそれがあります。
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後退した後はギアをNに戻してください
・	 後退した後は、すぐシフトモードセレクターを Rから Nに戻

す習慣をつけてください。

シフトモードセレクター位置は目で確認してください
・	 エンジンをかけるときは P、前進するときは D、後退するとき

は Rにあることを目で確認してください。

追い越しにはキックダウンを利用してください
・	Dまたは 2速以上（マニュアルシフトポジション）で走行中に、

アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと自動的に低速ギアに切
り替わり、急加速が得られます。

・	 滑りやすい路面や急カーブなどでは使用しないでください。タ
イヤがスリップして思わぬ事故につながるおそれがあります。

駐車はシフトモードセレクターをPに入れてください
・駐車するときはシフトモードセレクターを Pにしてパーキング

ブレーキをしっかりかけてください。クリープ現象などで無人
で車が動き出したり、誤ってアクセルを踏み、急発進したりし、
思わぬ事故につながるおそれがあります。

無用な空ぶかしはしないでください
・ 万一、シフトモードセレクターが P、N以外に入っていると、急

発進し、思わぬ事故につながるおそれがあります。

クルーズコントロールについての注意

クルーズコントロールを使用しないときはメインスイッチをオフに
してください
誤ってクルーズコントロールを作動させると、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

ストップ＆スタートについての注意

車から離れるときは、必ずイグニッションをオフにしてキーを携
行してください。ストップ＆スタート機能が作動していると、シー
トベルトをはずしたりドアを開けたときに自動的にエンジンが始
動して、思わぬ事故につながるおそれがあります。

ドライビングサポート機能についての注意

アクティブセーフティブレーキなどのドライビングサポート各機能
は、ドライバーの運転支援を目的としているため、機能には限界
があり、路面や天候などの条件によっては作動しない場合があり
ます。機能を過信せずに常に安全運転をお願いします。
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オーバーヒートについての注意

オーバーヒートの症状について
・	 次のような症状が現れるとともに、インストルメントパネルの
STOP警告灯が点灯します。
・	 冷却水温警告灯が点灯したり、エンジンの出力が急に低下す

る。
・	 ボンネット（エンジンルーム）から蒸気が出てくる。

オーバーヒートの対応について
・	 ボンネットから蒸気が出ているときは、蒸気が出なくなるまで

ボンネットを開けないでください。エンジンルーム内が高温に
なっているため、やけどなどをするおそれがあります。

・	 冷却水温度が下がるまで、冷却水タンクのキャップを開けない
でください。蒸気や熱湯が噴き出して、やけどをするおそれが
あります。

・	 オーバーヒートを起こしたまま走行を続けると、エンジンなど
に重大な損傷を起こすおそれがあります。安全な場所に停車し、
シトロエン指定サービス工場にご連絡ください。
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故障したとき／事故が起きたときの注意

走行中に路上で故障したとき
・	 一般道では、車を路肩などの安全な場所へ移動させ、非常点滅

灯を点滅させます。必要に応じて、車の後方に停止表示板を置
いてください。

・	 高速道路や自動車専用道路では、車を路肩などの安全な場所へ
移動させ、車内の乗員を安全な場所に避難させてください。次
に非常点滅灯を点滅させ、車の後方に停止表示板を置いて（法
律で義務付けられています）ください。

路上で動けなくなったとき
・	 車を移動するときは、シフトモードセレクターを Nにしてパー

キングブレーキを解除し、安全な場所へ移動させてください。

踏切内で動けなくなったとき
・	 同乗者や付近の人に協力してもらい安全な場所まで押しても

らってください。車を移動するときは、イグニッションをオン
にして、シフトモードセレクターを Nにしてパーキングブレー
キは解除します。

・	 車を移動できないときは、乗員を安全な場所へ避難させ、直ち
に踏切警報機に設置してある非常ボタンを押します。緊急を要
するときは、保安炎筒を使用して列車に車が踏切内に停車して
いることを知らせます。

事故が起きたとき
・	 事故が起きてしまったときは、あわてずに次の処置をとります。
1.	 続発事故を防ぐために、他の交通の妨げにならない安全な場

所へ車を移動し、エンジンを止めます。
2.	 負傷者がいるときは、救急車の出動を要請すると共に負傷者

に応急手当を行います。
ただし、頭部を負傷しているときは動かさないようにします
が、続発事故のおそれがあるときは安全な場所へ避難させ
ます。

3.	 警察に連絡します。
事故が発生した場所、事故状況、負傷者の有無、負傷の程
度を報告し、指示を受けてください。

4.	 事故の相手があるときは、相手側の氏名や住所、電話番号、
自動車保険の番号などを確認してください。

5.	 車をご購入された販売店と保険会社に事故状況をご連絡くだ
さい。
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盗難についての注意

キーは必ず携行してください
・	 車から離れるときは、必ずエンジンを停止し、キーを携行して

ください。
・	 また、スペアキーを車内に置いたり、バンパーや車体の一部に

貼り付けておくことは、盗難のおそれがありますので絶対にお
やめください。

ドア、ウィンドウを確認してください
・	 車から離れるときは、すべてのドアが正しくロックされている

ことを確認してください。また、ウィンドウもきちんと閉じて
いるかを確認してください。

路上駐車は絶対におやめください
・	 短時間の駐車でも、いたずらや盗難を防ぐために違法な路上駐

車を避け、明るく管理の行き届いた駐車場に入ることを心がけ
てください。

車内に現金や貴重品は絶対に置いたままにしないでください
・	 現金や貴重品、携帯電話、バッグ、上着などを車内に置いたま

ま車を離れないでください。

こんなことにもご注意を

車の改造は禁止されています
・	 車の改造やシトロエン純正部品以外の使用は、車の性能が十分

に発揮できないだけでなく、思わぬ事故の原因につながるおそ
れがあります。また、保証の適用外になるだけでなく、故障の
原因になることがあります。

・	 電装品や無線機などの取り付け、取りはずしは、シトロエン指
定サービス工場にご相談ください。
取り付け、取りはずしが適切でないと、電子機器部品に悪影
響を及ぼすだけでなく、故障や火災などの思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

・	 ハンドルの取りはずしや交換は、絶対に行わないでください。
ハンドルには SRS エアバッグが内蔵されていますので、正常
に作動しなかったり不意に作動して思わぬ事故になるおそれが
あります。

タイヤ、ホイールは指定サイズを使用してください
・	 タイヤ、ホイールは指定された規格の製品を使用してください。

指定以外の製品を装着すると、ブレーキシステムに悪影響をお
よぼしたり、走行安定性を損なうおそれがあります。

・	 交換はシトロエン指定サービス工場で行ってください。
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ウィンドウにアクセサリーを取り付けないでください
・	 ガラス面にアクセサリーなどを取り付けると、視界の妨げに

なったり、走行中に飛んでケガをするなど思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

・	 アクセサリーの吸盤がレンズの働きをして、火災を起こすこと
があり危険です。

夏季はバッテリーあがりが起きやすくなります
・	 電装品の使いすぎは、バッテリーあがりにつながります。特に

夏季は、エアコンなどの電装品の使用が増えますのでバッテ
リーにも負担がかかります。渋滞時の走行では充電量が不足し
てバッテリーあがりを起こしやすくなりますのでこまめな点検
と早めの交換を心がけてください。

冬季はタイヤの滑り止めや解凍剤などをご用意ください
・	 冬季のトラブルを軽減するために、冬用タイヤチェーン／ネッ

トや解凍剤などの準備およびバッテリーの点検を行っておくこ
とをお勧めします。詳しくはシトロエン指定サービス工場にご
相談ください。

・	 積雪や凍結した道路を走行するときは、安全のため冬用タイヤ
を装着してください。
冬用タイヤに交換するときは、必ず指定サイズで同じメーカー
の同じ銘柄のものを 4 輪に装着してください。

・	 タイヤチェーン／ネットは、タイヤサイズに合ったものを前輪
に取り付けてください。

・	 タイヤチェーン／ネットの装着は、安全な場所に停車し、各取
扱説明書に従って確実に取り付けてください。
装着後は100m くらい走行して、緩みや車体に当たっていな
いかを再度確認してください。

・	 バッテリーは、気温が低くなると性能も低下します。バッテリー
液や比重、充電状態を点検してください。

・	 ウォッシャー液の凍結を防ぐために、夏季よりも混合割合を高
くしてください。

タバコの吸殻の火は消して灰皿へ入れてください
・	 タバコやマッチなどの火は、確実に消して灰皿へ入れてフタを

閉めてください。
・	 灰皿の中に吸殻を入れすぎたり、燃えやすいものを入れたりし

ないでください。思わぬ火災につながるおそれがあります。
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オーディオについての注意

このオーディオはBluetooth® の機能を備えています。植え込み
型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を使用されてい
る方は、オーディオから約22cm以内に近付かないようにしてく
ださい
・	 電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。
・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。
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１
フロントシート

	●運転席のシート調整は、安全のため停車中に行ってください。
	●シートを調整するときには、身体の一部や障害物が妨げにならないように注意し、
正しい位置に固定してください。

●フロントシートの調整（手動）

シートの前後調整
レバーを引き上げたままシートを前後に
動かします。レバーを離すとその位置で
固定されます。

シートの高さ調整
レバーを上下に動かして高さを調整しま
す。

運転席バックレストの角度調整
ダイヤルを回して背もたれの角度を調整
します。

* 仕様により異なります。
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１
助手席バックレストの角度調整
レバーを引き上げたままバックレストの
位置を調整します。レバーを離すとその
位置で固定されます。
または、ダイヤルを回して背もたれの角
度を調整します。

●ヘッドレストの高さと角度調整
調整は、ヘッドレストの上端と前席乗員
の頭の上が揃うようにします。

高さ調整
ヘッドレストを引き上げると上がります。
ラグAを押しながらヘッドレストを押す
と下がります。

角度調整 *
ヘッドレストの下部を前後させます。

ヘッドレストの脱着
1.	 ヘッドレストを最上の位置に移動し

ます。
2.	 根元のラグ Aを押しながら引き上げ

ます。
3.	 ヘッドレストを戻すには、ヘッドレ

ストの支柱をシートの穴に合わせて
押し込みます。

	●ヘッドレストは衝突の際にはずれな
いように、支柱によって支えられて
います。
	●高さはヘッドレストの上端と前席乗
員の頭の上が揃うように調整してく
ださい。
	●ヘッドレストをはずして運転しない
でください。事故などのときにケガ
をする危険性があります。
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１
●フロントシートの調整（電動）

フロントドアを開けてから約1分間、シートの調整ができます。イグニッションをオフ
にしてから約1分後、およびエコノミーモードに入るとシート調整ができなくなります。
さらに調整したいときは、イグニッションをオンにしてください。

シートの前後調整 *
スイッチを前後にスライドしてシートの
位置を調整します。

シートの高さと角度調整
高さ調整：スイッチの後端を上下して調
整します。
角度調整：スイッチの前端を上下して調
整します。

バックレストの角度調整
スイッチを前後に倒して調整します。

* 仕様により異なります。
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１
●ランバーサポート*

スイッチを押して調整します。

●アクティブランバーサポート*

機能をオンにするには
エンジン作動中またはストップ
& スタートのストップモード中
にスイッチを押すと、インジケー

ターが点灯し、運転席背部のランバーサ
ポートがオン／オフを繰り返します。
10 分１サイクル（6 分作動、4 分休止）
で１時間（6 回）作動します。

機能をオフにするには
１時間経 過するとインジケー
ターが消灯し、アクティブラン
バーサポートが停止します。

途中で停止したいときは、スイッチを押
します。

サポート量を調整するには
ボタンを押すとアクティブラン
バーサポートのサポート量を 2
段階で調整できます。
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１
●アームレストの高さ調整

1.	 アームレストを高位置より少し高く
まで引き上げ、低位置まで戻します。

2.	 アームレストをお好みの高さ ( 低 /
中 / 高 ) まで引き上げます。

●コンフォートヘッドレスト*

ヘッドレストの両端を動かしてお好みの
位置に調整します。

●フロントシートヒーター*

シートヒーターは運転席と助手席に装備
され、別々に作動させることができます。
シート横にあるダイヤルを回すとヒー
ター温度が調整できます。
設定した温度は自動的に保たれます。

0	：	オフ
1	：	低
2	：	中
3	：	高

シートヒーターはエンジンが作動して
いるときのみ使用できます。

* 仕様により異なります。
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１
●シートポジションメモリー*

お好みのシートポジション（運転席の位
置、ドアミラーの角度）を登録し、ワン
タッチで呼び出すことができます。シー
トポジションは運転席シートにあるボタ
ンに 2 人分まで登録できます。

シートポジションを登録する
1.	 イグニッションをオンにします。
2.	 運転席の位置およびドアミラーの角

度を調整します。
3.	 ボタンMを押して４秒以内に、登録

したいボタン１または２を押します。 
登録が完了すると、チャイムが鳴り
ます。

新しいシートポジションを登録すると、
前の登録に上書きされます。

登録ポジションを呼び出す
車が停止状態で、イグニッションがオン
またはエンジンが作動中のときにボタン
１または２を短く押します。
呼び出しが完了すると、チャイムが鳴り
ます。

	●エンジンが停止しているときに数回
連続してシートポジションの変更を
すると、バッテリー上がり防止のた
め、エンジンを始動するまでシート
ポジションの呼び出しができなくな
ります。
	●イグニッションをオフにした後、しば
らくするとシートポジションの呼び
出しができなくなります。

シートポジションメモリーの操作は、
安全のため停車中に行ってください。
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●助手席バックレストの折りたたみ*

長い物を載せるときなどに、助手席を折
りたたむと荷室を広く使用できます。
事前にアームレストを一番上まで引き上
げ、フロントシートバックテーブルを元
に戻します。

折りたたみかた
1.	 ヘッドレストを一番低い位置にしま

す。シートが一番前にあるときは、
ヘッドレストを取りはずします。

2.	 レバーを引き上げてバックレストを
前方に倒します。

シートのまわりに障害物がないか確認
してください。また、体がはさまれな
いように十分注意してください。

戻しかた
バックレストを持ち上げて固定します。
戻した後は、バックレストをゆすって確
実に固定されているか確認してくださ
い。

* 仕様により異なります。

	●シートを操作するときは、車を安全
な場所に停車させてから行ってくだ
さい。
	●助手席を折りたたむときは、助手席
のすぐ後ろの2列目シートおよび中
央の 2列目シートに乗員を乗せな
いでください。

30kg 以上の物を載せないでくださ
い。シートが破損するおそれがありま
す。
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１

電動シート

スイッチを前後にスライドしてカーフレス
トの位置を調整します。

スイッチを離すとその位置でカーフレス
トが停止します。

シートのまわりに障害物がないか確認
してください。

●助手席電動カーフレスト*

手動シート

スイッチの前後を押してカーフレストの位
置を調整します。
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１
ミラー

●電動ドアミラー

調整するミラーに合わせて、スイッチA
を左側または右側に動かします。
ミラーは上下左右に角度が変えられま
す。スイッチ Bの動かしたい側のボタン
を押します。
調整が終わったら、スイッチAを中央の
位置に戻します。

ミラーで見た距離感覚と実際の車との
距離が異なります。車との感覚を判断
する際には、この点に十分ご注意くだ
さい。

●ドアミラーの格納
スイッチAを中央位置にして後方へ引く
と、ミラーを格納できます。
手などを挟まないように、安全を確認し
てから操作してください。
スマートキー機能、リモコン、または緊
急用キーで施錠すると、ミラーが自動的
に格納されます。

電動ドアミラーを手で倒したり、戻し
たりしないでください。

	●スイッチAを使用してドアミラーを
格納した場合は、車を解錠してもド
アミラーは復帰しません。スイッチ
Aを使用してドアミラーを復帰して
ください。
	●エアコンコントロールパネルのリア
ウィンドウデフォッガーボタンは、
ドアミラーの曇り取りも兼用してい
ます。

	●スマートキー機能、リモコン、また
は緊急用キーで施錠または解錠する
と、ミラーが自動的に格納または展
開されます。この機能をオン／オフ
するには、タッチスクリーンで設定
します。

* 仕様により異なります。
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安全に運転するために

１
●後退時のミラー位置自動調整*
シフトモードセレクターを Rに入れると、
ドアミラーの角度が変化し、後方側面が
見やすくなります。
ドアミラーは以下のときに、元の位置に
戻ります。
・	 シフトモードセレクターを R以外にし

て数秒間経過する。
・	 時速 10km 以上で走行する。
・	 エンジンを停止する。

●自動防眩バックミラー

昼と夜で自動的にミラーの明るさを調整
します。また、夜間に後続車のヘッドラ
ンプがミラーに反射した場合も、自動的
に暗くなって後方の視界を確保します。
なお、シフトモードセレクターを Rの位
置にすると、後方視界を確保するために
一時的に明るくなります。

安全のため、ミラーは後方がよく見え
る位置に調整してください。
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安全に運転するために

１
●コンフォートヘッドレスト*

ヘッドレストの両端を動かしてお好みの
位置に調整します。

* 仕様により異なります。

リアシートに乗るときは、ヘッドレス
トを通常位置に調整してください。ま
た、ヘッドレストを取りはずしたまま
走行しないでください。事故などのと
きにケガをする危険性があります。

●下げるとき
ラグAを押しながら、ヘッドレストを押
します。

●上げるとき
ヘッドレストをロックするところまで引き
上げます。

●取りはずし
ラグAを押しながらヘッドレストを引き
上げます。

リアヘッドレスト

ヘッドレストは２つの高さを選択できま
す。

●収納位置
シートを使用していないときは、低い位
置にします。

●通常位置
乗員が乗るときは、安全のためヘッドレ
ストをロックするまで引き上げます。
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安全に運転するために

１
2列目シート

	●シートを操作するときは、車を安全
な場所に停車させてから行ってくだ
さい。
	●シートを元に戻すときには、身体の
一部や障害物が妨げにならないよう
に注意し、正しい位置に固定してく
ださい。

お子さまがシートを調整する場合は、
常に大人がいっしょに確認してくださ
い。

●前後調整

シートの前にあるレバー Aを引き上げた
ままシートを前後に動かします。レバー
Aを離すとその位置で固定されます。

●コンフォートポジション

コンフォートポジションにする
つまみ Bを引き上げます。
バックレストがリクライニングし、シート
が若干沈みます。

元の位置に戻す
つまみ Bを引き上げ、シートを前方へ動
かします。
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安全に運転するために

１
●バックレストの折りたたみ
後席ドア側から折りたたむ

1.	 シートを一番後ろまで下げます。
2.	 黒いストラップ Cを真上に引き上げ

てバックレストのロックを解除しま
す。

3.	 バックレストを静かに前方に倒して
シートクッションの上に折りたたみ
ます。

ラゲッジルーム側から折りたたむ（荷物
を積むときなど）（7シーター)

1.	 シートを一番後ろまで下げます。
2.	 3 列目シートを折りたたみます。
3.	 ストラップ Dを上に引いてバックレ

ストのロックを解除します。
4.	 バックレストを静かに前方に倒して

シートクッションの上に折りたたみ
ます。

●バックレストの戻しかた

1.	 2 列目シートのリジッドボード * が
開いているときは元の位置に戻し、
ロックします。

2.	 バックレストを持ち上げ、後方へ押
してロックします。

シートのまわりに障害物がないか確認
してください。また、体がはさまれな
いように十分注意してください。

* 仕様により異なります。
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安全に運転するために

１
●リジッドボード*

各シートにはリジッドボードが装備され
ています。
リジッドボードがシートとフロア間のす
き間をなくし、荷物が 2 列目シートの下
に入り込むのを防ぎます。

リジッドボードのロックとロック解除
リジッドボードのラッチ Eを前方にスラ
イドさせるとロックが解除され、パネル
が開きます。
リジッドボードを閉じ、ラッチ Eを後方
にスライドさせるとボードがロックされ
ます。

	●2 列目シートを一番後ろまで下げて
から、リジッドボードを開いてくだ
さい。
	●リジッドボードの耐荷重は1枚あた
り30kgです。

●3列目シートへの乗り降り	
(7シーター)

1.	 レバー Fを引き上げます。シートの
ロックが解除され、シートクッショ
ンがバックレスト側へはね上がりま
す。

2.	 レバー Fを引き上げたままシート全
体を前方へいっぱいまでスライドさ
せます。

フロントシートバックテーブルを開い
ているときは、テーブルを収納してか
らこの操作を行ってください。
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安全に運転するために

１
レバー Fを引き上げてもシートのロッ
クが解除されない場合は、2列目シー
トのバックレスト背面下側にあるスト
ラップを引いてバックレストを倒して
ください。

●シートの戻しかた
1.	 シートをできるだけ後方へスライド

させます。
2.	 シートクッションを下ろしてロック

します。
3.	 バックレストを持ち上げ、後方へ押

してロックします。

シートのまわりに障害物がないか確認
してください。また、体がはさまれな
いように十分注意してください。

3列目シート(7シーター)

●ラゲッジルームボード

収納スペースを広くするときは、3 列目
シートを格納してラゲッジルームボード
を展開します。
3 列目シートを使用するときは、ラゲッ
ジルームボードを手前に折りたたみます。

	●ラゲッジルームボードは取りはずす
ことはできません。
	●ラゲッジルームボードの耐荷重は1
枚で100kgです。

●シートの取り出し

1.	 ラゲッジルームボードのストラップ
を引いて、手前に折りたたみます。

2.	 バックレストのストラップ Gを引き
上げます。

3.	 バックレストを後方に起こし、ロッ
クします。

* 仕様により異なります。
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安全に運転するために

１3 列目シートを格納する際は、指を挟
むおそれがあるので、ストラップ Hか
ら手を離してください。

	●3 列目シートの操作は、2列目シー
トのリジッドボード * を元の位置に
戻し、ロックしてから行ってくださ
い。
	●バックレストが完全にロックされず
に起きている状態から、3列目シー
トを折りたたまないでください。
シートが破損するおそれがありま
す。
	●3 列目シートを折りたたむ際には、
3 列目シートのシートクッションの
上または下に物を放置しないでくだ
さい。

●シートの格納

1.	 ヘッドレストを一番下まで下ろしま
す。

2.	 ラゲッジルームボードを折りたたん
だまま手前に起こします。

3.	 バックレストの底面にある赤いスト
ラップ Hを引いて、シートのロック
を解除します。

4.	 バックレストを静かに前方へ押しま
す。バックレストがシートクッショ
ン側に倒れると、シート全体がラゲッ
ジルーム下のスペースに格納されま
す。

5.	 ラゲッジルームボードを格納した
シートの上に展開します。
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安全に運転するために

１
シートアレンジ
後部座席は、各シートを別々に折りたた
むことができ、さまざまなシートアレン
ジに対応できます。
2 列目シートは、フロアの上に折りたた
むことができ、3 列目シートは、フロア
の下に折りたたんで収納することができ
ます。後部座席をすべて折りたたむと、
テールゲート開口部からフロントシート
のバックレストまでを荷室にすることが
できます。

	●2 列目を折りたたんでいるときは、
3 列目に乗員を乗せないでくださ
い。
	●シートの配置の変更は、車両が停止
しているときに行ってください。

●5シーター

5シート 4シート 3シート 2シート + 荷物

●7シーター

7シート 6シート 5シート 4シート 2シート + 荷物
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安全に運転するために

１
シートベルト

●フォースリミッター付シートベル
トプリテンションシステム

車体が強い衝撃を受けたとき、瞬間的に
シートベルトを引き込み、身体を拘束す
る効果を高める装置です。
この機構は、イグニッションがオンのと
きに作動します。
フォースリミッターは、事故の際に身体
にかかるシートベルトの衝撃を和らげる
働きをします。

●フロントシートベルト

フロントシートベルトの着用

フォースリミッター付シートベルトプリテ
ンションシステムが装備されています。
水平方向にあるベルトを、腹部でなく腰
骨に当たるようにしてプレートをカチッ
と音がするまでバックルに差し込みます。
バックルの赤いボタンを押すとはずれま
す。

シートベルトの高さ調整

アンカーの突起をつまみながらアンカー
を上下にスライドさせて、ベルトが肩先
と首との間に当たるように合わせます。
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安全に運転するために

１
●リアシートベルト

3 点式のシートベルトが装備されていま
す。両サイドはフォースリミッター付きで
す。

2列目左右シートベルトの着用

シートベルトのストラップを引き出し、
バックルに差し込みます。ストラップを
引っ張って、正常に装着されたかを確認
します。バックルの赤いボタンを押すと
はずれます。ストラップを巻き戻して、
プレートをアンカーのマグネットで固定
します。

2列目中央シートベルトの着用

・	 着用するときは
1.	 ストラップを引いてプレート Aを

シート右側のバックルに差し込みま
す。

2.	 プレート Bをシート左側のバックル
に差し込みます。

3.	 ストラップを引っ張ってプレートが
バックルに確実に差し込まれている
ことを確認します。

・	 取りはずすときは
1.	 バックル Bのボタンを押します。
2.	 バックル Aのボタンを押します。
3.	 ストラップを巻き戻して、プレート
B、プレート Aの順でルーフのアン
カーにマグネットで固定します。
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安全に運転するために

１
3 列目シートベルトの着用(7シーター)

1.	 ラゲッジルームのサイドトリムから
シートベルトのストラップをはずし
ます。

2.	 ストラップを引き出し、バックルに
差し込みます。

ストラップを引っ張って、正常に装着さ
れたかを確認します。
取りはずすときは、バックルの赤いボタ
ンを押すとはずれます。ストラップを巻
き戻して、サイドトリムの格納位置にね
じれないように収納します。

シートベルトが傷んだり、絡まったり
しないように、シートベルトを使用し
ないときは、必ず正しい位置に収納し
てください。

●シートベルト警告灯

イグニッションをオンにしたとき、シート
ベルトを着用していない、または着用し
ていたシートベルトをはずしたときに、
インストルメントパネルのシートベルト
警告灯および該当する座席位置の警告
灯が点灯または点滅します。

運転席／助手席シートベルト警告灯
イグニッションがオンのとき、運転席／
助手席シートベルトが着用されていない
とシートベルト警告灯および該当する座
席位置の警告灯が点灯します。
この状態で時速 20km を超えると、約
2 分間警告音とともに警告灯が点滅しま
す。
2 分経過後は警告灯のみが点灯します。
シートベルトを着用すると警告が止まり
ます。
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安全に運転するために

１
リアシートベルト警告灯
イグニッションがオンのとき、エンジン
を始動したとき、または時速 20km を
超えたとき、シートベルトが着用されて
いないと、約 30 秒間シートベルト警告
灯および該当する座席位置の警告灯が点
灯します。
シートベルトを着用すると警告が止まり
ます。

走行中にシートベルトをはずした場合
時速 20km 以上で走行しているときに
シートベルトをはずした場合は、約 2 分
間、警告音とともにシートベルト警告灯
およびシートベルトをはずした位置の警
告灯が点滅し、メッセージが表示されま
す。
2 分経過後は警告灯のみが点灯します。
シートベルトを着用すると警告が止まり
ます。

	●降車時には、シートベルトを確実に
収納させてください。
	●シートベルトがロックして引き出せ
ないときは、ベルトを強く引いてか
ら、ゆるめてください。
	●シートベルトが汚れた場合は、せっ
けん水や洗剤で洗ってください。

●着座検知
助手席の座面に圧力センサーがあり、約
35kg 以上の重量が加わった状態でシー
トベルトを着用していないと警告灯は赤
く点灯します。

シートに重い荷物を置いて走行する場
合は、シートベルトのストラップを引
き出してバックルを差し込むと警告灯
が点灯しなくなります。
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安全に運転するために

１	●乗車中、短時間のドライブといえど
もシートベルトを必ず着用してくだ
さい。
	●妊娠中の女性も必ずシートベルトを
着用してください。ただし、医師に
注意事項をご確認願います。
	●シートベルトは、正しい姿勢で身体
に密着させなければ効果がありませ
ん。
	●バックルを逆にしてバックプレート
を差し込まないでください。また、
差し込むときには、ねじらないでく
ださい。
	●シートベルトは、上部を肩にしっか
りとかけ、下部は腰骨のできるだけ
低い位置にかけてください。
	●シートベルトを2 人以上で共有しな
いでください。
	●お子さまをひざの上に抱いて走行し
ないでください。

	●シートベルトの部品をむやみにはず
したり改造しないでください。衝突
の際に作動しなくなるおそれがあり
ます。また、誤ってプリテンション
システムを作動させると、ケガをす
るおそれがあります。
	●シートベルトにほつれや傷跡がある
ようなときは、シトロエン指定サー
ビス工場にご相談ください。部品交
換が必要になることがあります。
	●シートベルトを修理、交換する場合
はシトロエン指定サービス工場にご
相談ください。
	●シートベルトプリテンションシステ
ムは、一度しか作動しません。作動
後はかならず部品交換が必要になり
ますので、シトロエン指定サービス
工場で整備を受けてください。
	●シートベルトプリテンションシステ
ムは、エアバッグとは関係なく作動
します。大きな衝撃を受けたときは、
シトロエン指定サービス工場でシス
テムの点検を受けてください。
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安全に運転するために

１
チャイルドシート
シトロエンでは、お子さまが乗る場合の
安全を十分配慮して車の設計と製造を
行っておりますが、お子さまが同乗する
ときの安全対策については、常に大人の
方が十分ご注意いただくようお願いしま
す。

・	 後ろ向きチャイルドシートは 3 歳まで
のお子さまにご使用ください。

・	 前向きチャイルドシートは 3 歳以上の
お子さまにご使用ください。

	●短時間の乗車でも、チャイルドシー
トとシートベルトを着用してくださ
い。また、思わぬ事故を防ぐために
も、リアドアのパワーウィンドウが
作動しなくなり、室内からリアドア
を開けられなくするチャイルドセー
フティ機能をご利用ください。
	●後席のウィンドウは3分の1以上開
けないようにしてください。
	●お子さまの体格に合った正式に認可
されたチャイルドシートを使用して
ください。適切なチャイルドシート
により、お子さまが守られます。
	●お子さまを膝に乗せての運転はしな
いでください。大ケガや致命傷を負
うおそれがあります。
	●お子さまが正しい着座位置に座って
いないと、急ブレーキや事故の際に
大けがや致命傷を負うおそれがあり
ます。また、エアバッグが作動した
場合にも、思わぬケガを負うおそれ
があります。

●3点式シートベルトを使用した
チャイルドシート

新生児から体重13kg まで
このタイプのシートは、
体重 13kg 位までのお
子さまに適しています。
減速時に首に負担がか
からないように、進行
方向とは反対向きに取
り付けてください。

体重15kg から36kg まで
体 重 15kg 〜 36kg
位までのお子さまにお
勧めするタイプです。
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安全に運転するために

１
●チャイルドシートの推奨取り付け位置(5シーター)
以下の表は、お子さまの体重と車のシート形状により、シートベルトを使用してどの位置
に一般的なチャイルドシートを取り付けるかを示しています。取り付けは、後ろ向き、前
向きともに可能です。

シート

体重

13kgまで
（グループ0、0＋）

9〜18kg
（グループ1）

15〜25kg
（グループ2）

22〜36kg
（グループ3）

助手席 ○ ○ ○ ○

2列目（左右) ○ ○ ○ ○

2列目（中央） ○ ○ ○ ○

※	10kg 以下では、乳児用チャイルドシートおよびキャリコットは助手席に取り付けられ
ません。

※	助手席に取り付ける場合、シートの高さを一番低い位置に調整してから、レバーを11
回引いた高さにし、前後調整機能が装備されている場合は、シートを中間位置まで下
げてください。

※	後ろ向きまたは前向きの大型チャイルドシートを、リアシートに設置する際、前のシー
トに接触しないように注意してください。2列目シートは、バックレストを元に戻し、
座席を後方へスライドさせて位置を調整してください。前後調整機能が装備されていな
い場合は、バックレストを元に戻し、フロントシートを前方へスライドさせて位置を調
整してください。

※	チャイルドシートを取り付ける際には、車のシートバックに確実に固定されているか確
認してください。ヘッドレストを取りはずし、チャイルドシートを確実に固定してください。

※	シトロエンでは可能なかぎり、すべてのチャイルドシートにおいてリアシートに設置す
ることを奨励しています。

	●助手席に後ろ向きチャイルドシート
を取り付ける際には、必ず助手席エ
アバッグの機能をキャンセルしてく
ださい。お子さまが大けがを負った
り、場合によっては致命傷を受ける
おそれがあります。
	●チャイルドシートを取りはずしたら、
必ずヘッドレストを取り付けてくだ
さい。事故などのときにケガをする
危険性があります。

チャイルドシートは、メーカーの取扱
説明書に従って正しく取り扱ってくだ
さい。
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安全に運転するために

１
●チャイルドシートの推奨取り付け位置(7シーター)
右の表は、お子さまの体重と車のシート形状により、シートベルトを使用してどの位置に
一般的なチャイルドシートを取り付けるかを示しています。取り付けは、後ろ向き、前向
きともに可能です。

シート

体重

13kgまで
（グループ0、0＋）

9〜18kg
（グループ1）

15〜25kg
（グループ2）

22〜36kg
（グループ3）

助手席 ○ ○ ○ ○

2列目（左右) ○ ○ ○ ○

2列目（中央） ○ ○ ○ ○

3列目 ○ ○ ○ ○

※	10kg以下では、乳児用チャイルドシー
トおよびキャリコットは助手席および
3列目シートに取り付けられません。

※	助手席に取り付ける場合、シートの高
さを一番低い位置に調整してから、レ
バーを11回引いた高さにし、前後調
整機能が装備されている場合は、シー
トを中間位置まで下げてください。

※	後ろ向きまたは前向きの大型チャイル
ドシートを、リアシートに設置する際、
前のシートに接触しないように注意し
てください。2列目シートは、バック
レストを元に戻し、座席を後方へスラ
イドさせて位置を調整してください。
前後調整機能が装備されていない場
合は、バックレストを元に戻し、フロ
ントシートを前方へスライドさせて位
置を調整してください。

※	3 列目シートに取り付ける場合、2列
目シートを前方へスライドさせて、バッ
クレストを元の位置に戻してください。

※	レッグサポート付のチャイルドシート
は3列目シートには取り付けられませ
ん。

※	チャイルドシートを取り付ける際には、
車のシートバックに確実に固定されて
いるか確認してください。ヘッドレスト
を取りはずし、チャイルドシートを確
実に固定してください。

※	シトロエンでは可能なかぎり、すべて
のチャイルドシートにおいてリアシー
トに設置することを奨励しています。
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１	●助手席に後ろ向きチャイルドシート
を取り付ける際には、必ず助手席エ
アバッグの機能をキャンセルしてく
ださい。お子さまが大けがを負った
り、場合によっては致命傷を受ける
おそれがあります。
	●チャイルドシートを取りはずしたら、
必ずヘッドレストを取り付けてくだ
さい。事故などのときにケガをする
危険性があります。

チャイルドシートは、メーカーの取扱
説明書に従って正しく取り扱ってくだ
さい。

後ろ向きチャイルドシートを取り付け
る際には、必ず助手席エアバッグの機
能をキャンセルしてください。お子さ
まが大けがを負ったり、場合によって
は致命傷を受けるおそれがあります。

●助手席へのチャイルドシートの取
り付け

後ろ向きチャイルドシート
後ろ向きチャイルドシートを助手席に取
り付けた際、助手席エアバッグの機能を
キャンセルすることが必要です。
前後調整機能が装備されている場合は、
助手席の前後スライド量は中間にしてく
ださい。
また、助手席のバックレストを元の位置
に戻してください。
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１

前向きチャイルドシート
前向きチャイルドシートを助手席に取り
付けた際、前後調整機能が装備されて
いる場合は、助手席の前後スライド量は
中間にしてください。エアバッグが膨ら
んだ際の影響を少なくします。
また、助手席のバックレストを元の位置
に戻してください。

●2列目シートへのチャイルドシー
トの取り付け（3点式シートベル
トを使用）

後ろ向きチャイルドシート
後ろ向きチャイルドシートをリアシート
に取り付けた際、チャイルドシートが前
席に接触しないように、前席の前後位置
およびバックレストの角度を調整してく
ださい。前席の前後調整機能が装備さ
れていない場合は、リアシートのバック
レストを元に戻し、座席を後方へスライ
ドさせて位置を調整してください。

シート高さは一番低い位置に調整してか
ら、レバーを 11 回引いた高さです。前
後調整機能が装備されている場合は、
シート位置は中間にしてください。

	●シートベルトがしっかりと締まって
いることを確認してください。
	●レッグサポート付のチャイルドシー
トは、レッグサポートをしっかりと
フロアに接地させてください。必要
に応じて、助手席シート位置を調節
してください。
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安全に運転するために

１

前向きチャイルドシート
前向きチャイルドシートをリアシートに
取り付けた際、お子さまの足が前席に接
触しないように、前席の前後位置および
バックレストの角度を調整してください。
前席の前後調整機能が装備されていな
い場合は、リアシートのバックレストを
元に戻し、座席を後方へスライドさせて
位置を調整してください。

	●シートベルトがしっかりと締まって
いることを確認してください。
	●レッグサポート付のチャイルドシー
トは、レッグサポートをしっかりと
フロアに接地させてください。
	●レッグサポート付のチャイルドシー
トは後席中央に取り付けないでくだ
さい。

●3列目シートへのチャイルドシー
トの取り付け（7シーター）

3 列目シートに取り付けた際、チャイル
ドシートまたはお子様の足が前席に接触
しないように、2 列目シートの前後位置
およびバックレストの角度を調整してく
ださい。

レッグサポート付のチャイルドシート
は3列目シートに取り付けないでくだ
さい。
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１
●ISOFIXチャイルドシート
　（シトロエン推奨）

新生児から体重13kg まで

後ろ向きチャイルドシート。高さ調整が
可能なバーを備えています。
3 点式のシートベルトで取り付けること
も可能です。その場合シェルのみ使用し
てください。

後ろ向きチャイルドシート。高さ調整が
可能なバーを備えています。
3 点式のシートベルトで取り付けること
も可能です。その場合シェルのみ使用し
てください。

体重 9kg から18kg まで

後ろ向きチャイルドシート。高さ調整が
可能なバーを備えています。
前向きに取り付けることができますが、
3 歳までのお子様には、後ろ向きに取り
付けることをお勧めします。
シートベルトでの取り付けはできませ
ん。
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１
IUF :	 ISOFIXユニバーサルチャイル

ドシート（トップベルトを備える
ISOFIX「前向き」チャイルドシー
ト）の取り付けに適しているシー
ト位置。

IL-SU :	 ISOFIXセミユニバーサルチャ
イルドシート（トップベルトまた
はバーを備える ISOFIX「後ろ
向き」チャイルドシート、バー
を備える ISOFIX「前向き」チャ
イルドシート、およびトップベル
トまたはバーを備える ISOFIX

「シェル型」シート）の取り付け
に適しているシート位置。

※チャイルドシートを取り付ける際には、
車のシートバックに確実に固定されて
いるか確認してください。必要に応じ
て、ヘッドレストを取りはずし、チャイ
ルドシートを確実に固定してください。

*1 ISOFIXシェル型は、リアシート全座
席分のスペースを利用して、ボトムリ
ングへ固定します。

*2 前後調整機能が装備されていない場
合、サイズコードがAの ISOFIXチャ
イルドシートの取り付けはできません。
前後調整機能が装備されている場合、
リアシートを最も前から 3 段階目の位
置に調整してから ISOFIXチャイルド
シートを取り付けてください。

●ISOFIXチャイルドシートの推奨取り付け位置
下の表は、ISOFIXチャイルドシートに関し、車内シート位置と一般的に認可された体重
グループの関係を示しています（欧州安全規格に基づいています）。ISOFIXユニバーサ
ルチャイルドシートまたはセミユニバーサルチャイルドシートでは、A～ Gのアルファベッ
トによる ISOFIXサイズコードがチャイルドシートの“ISOFIXロゴ”の横に表示されて
います。

体重／年齢

10kgまで
（グループ0）
約6ヶ月まで

10kgまで、13kgまで
（グループ0、0+）

約1歳まで

9～18kg
（グループ1）
約1歳～3歳

ISOFIXチャイルド	
シートのタイプ シェル型*1 後ろ向き 後ろ向き 前向き

ISOFIXサイズコード F G C D E C D A B B1

2列目シート左右 IL-SU IL-SU IL-SU IUF*2
IL-SU*2

2列目シート中央 X IL-SU IL-SU IUF
IL-SU

チャイルドシートを取りはずしたら、必ずヘッドレストを取り付けてください。事故など
のときにケガをする危険性があります。

	●助手席および3列目シートは ISOFIXチャイルドシートに対応していません。
	●チャイルドシートは、メーカーの取扱説明書に従って正しく取り扱ってください。
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１
●ISOFIXチャイルドシートの取り
付け方

取り付け可能シート位置

ISOFIX 規格のチャイルドシートを取り
付けることができるシートを表していま
す。
取り付け可能なシート位置にはそれぞれ
3 つの金具が装備されています。
取り付け方法については、チャイルドシー
トの説明書に従ってください。

	●チャイルドシートは正しく取り付け
てください。事故などの場合に十分
な保護ができなくなるおそれがあり
ます。
	●チャイルドシートは製造メーカー
の指定に従って正しくご使用くだ
さい。チャイルドシートに指定され
た適正な年齢や体格を無視すると、
シートベルトにより傷害を受けるお
それがあります。
	●チャイルドシートを取りはずしたら、
必ずヘッドレストを取り付けてくだ
さい。事故などのときにケガをする
危険性があります。

取り付け金具

シートのバックレストとシートクッション
の間に２つの金具 Aがあります。

トップテザー対応のシートは、ストラッ
プをバックレスト裏側のトップテザーア
ンカー Bに装着してください。
このとき、2 列目シートのヘッドレスト
を取りはずし、ストラップをヘッドレスト
の支柱の穴の間を通してからアンカー B
に固定してしっかり張ります。
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１
エアバッグ
エアバッグはイグニッションがオンのとき
だけ作動します。
エアバッグは致命的な事故の際にフォー
スリミッター付シートベルトを補助して
乗員を最大限守るように設計されていま
す。
万一の際、エアバッグシステムが急激な
減速を感知してそれがある到達点にまで
達していたら即座にシステムが起動して
乗員の保護を行います。
その直後エアバッグはしぼんで乗員が脱
出しやすい空間を確保します。
エアバッグはシートベルトが十分フォ
ローできる範囲内の衝撃では開きませ
ん。

展開後のエアバッグ構成部品は熱く
なっておりますので、やけどを負う可
能性があります。

展開後のエアバッグはガスが抜けてす
ぐしぼむようにできています。このガ
スには若干の刺激性があります。

●フロントエアバッグ

運転席エアバッグはステアリング中央部
に収納されています。
助手席エアバッグはダッシュボード内に
収納されています。助手席エアバッグキャ
ンセルスイッチが OFF のときは展開し
ません。

	●ステアリングのスポーク部を握って
運転したり、センターパッド部に手
をおいて運転しないでください。
	●助手席に座る人は、ダッシュボード
に足を乗せないでください。
	●ステアリングをはずしたり、物を突
き刺したり、激しく物を当てないで
ください。
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１
●サイドエアバッグ

運転席および助手席のバックレスト側面
（ドア側）に収納されており横からの衝
撃に対してのみ、左右が独立して展開し
ます。

	●シートカバーはシトロエンが推奨す
るものだけを使ってください。
	●シートバック部にアクセサリー等を
つけたり貼ったりしないでください。
	●ドア側に近付きすぎた座り方をしな
いでください。

●カーテンエアバッグ
ドアピラー部から天井にかけて収納され
ており、横からの衝撃に対し前席と後席
の乗員を保護するために左右が独立して
展開します。

	●天井やピラーにアクセサリー等を取
り付けたり貼ったりしないでくださ
い。
	●天井に取り付けられているグリップ
ハンドルをはずさないでください。
カーテンエアバッグが機能するため
の一部になっています。

●故障しているときは
インストルメントパネルのエア
バッグ警告灯が点灯します。
シトロエン指定サービス工場で

システムの点検を受けてください。

●助手席エアバッグキャンセル	
スイッチ

チャイルドシートを進行方向に対して後
ろ向きに助手席へ取り付けるときは、助
手席のエアバッグが作動しないようにし
ます。
これはエアバッグが作動して膨らんだと
きの衝撃からお子さまを守るためです。
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１
ON
助手席に大人が着席しているときは、必
ず助手席エアバッグキャンセルスイッチ
を ONにします。助手席エアバッグが作
動します。チャイルドシートを進行方向
に対して後ろ向きに取り付けないでくだ
さい。

作動中は、イグニッションをオ
ンにすると、インストルメント
パネルの警告灯が約1分間点灯

します。

OFF
チャイルドシートを進行方向に対して後
ろ向きに取り付けたときは、必ず助手席
エアバッグキャンセルスイッチを OFFに
します。助手席エアバッグは作動しませ
ん。

1.	 イグニッションをオフにします。
2.	 助手席エアバッグキャンセルスイッ

チにキーを差し込み、OFFの位置に
します。

3.	 そのままキーを抜きます。

キャンセル中は、イグニッショ
ンをオンにすると、インストル
メントパネルの警告灯が点灯し

ます。

助手席サンバイザーに警告ラベルが貼り
付けられています。
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１ 	●安全のためチャイルドシートはなる
べく後席に取り付けてください。
	●作動停止設定をしていない前側エア
バッグで保護されている座席には、
絶対にチャイルドシートを後向きに
装着しないでください。お子様の死
亡または重症の原因になることがあ
ります。
	●助手席エアバッグ OFF 機能は、助
手席にチャイルドシートを装着する
ときのみ使用し通常助手席エアバッ
グは ONの状態にしてください。車
両に装着された助手席エアバッグス
イッチを OFF の位置にして、チャ
イルドシートを使用する場合は、助
手席エアバッグ OFFの警告灯が点
灯していることを確認してください。
この場合助手席エアバッグは作動し
ません。

●エアバッグの作動条件

A．フロント衝撃ゾーン
B．サイド衝撃ゾーン

フロントエアバッグの作動条件
フロント衝撃ゾーンAに、車両前方から
後方へ縦方向の強い衝撃を水平に受け
たときに、運転席エアバッグと助手席エ
アバッグが連動して作動します。
助手席エアバッグの作動を解除している
ときは、助手席エアバッグは連動して作
動しません。

サイドエアバッグの作動条件
サイド衝撃ゾーン Bに、車両外側から内
側へ横方向の強い衝撃を水平に受けた
ときに、衝撃を受けた側が作動します。

カーテンエアバッグの作動条件
サイド衝撃ゾーン Bに、車両外側から内
側へ横方向の強い衝撃を水平に受けた
ときに、サイドエアバッグと連動して作
動します。
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１	●車両側面への衝撃や衝突が弱いと
き、および横転、転覆したときは、
エアバッグが作動しないことがあり
ます。
	●正面衝突したとき、または、追突さ
れたときは、サイドエアバッグやカー
テンエアバッグは作動しません。
	●エアバッグ単独では衝撃を吸収する
効果が十分ではありません。必ず、
シートベルトを正しく着用してくだ
さい。
	●エアバッグ警告灯および助手席エア
バッグ警告灯の２つとも点灯してい
るときは、後ろ向きチャイルドシー
トを助手席に取り付けないで下さ
い。シトロエン指定サービス工場で
システムの点検を受けてください。
	●エアバッグシステムの改造は絶対に
行わないでください。

	●ステアリングホイールと助手席ダッ
シュボードには、エアバッグが組み
込まれています。正しく作動させる
ために次のことをお守りください。
・	エアバッグの組み込まれた箇所に
カバーをかけたり、ステッカーな
どを貼らないでください。

・	助手席側のダッシュボードの上に
足や物を置いたり、立てかけたり
しないでください。エアバッグが
ふくらむときに置いた物が飛び、
ケガをするおそれがあります。

・	エアバッグや近くにある部品をむ
やみにはずさないでください。衝
突の際に作動しなくなるおそれが
あります。また、誤ってエアバッ
グを作動させるとケガをするおそ
れがあります。

・	喫煙中にエアバッグが作動すると
ケガややけどをするおそれがあり
ます。

	●ステアリングホイールやダッシュ
ボードに近付きすぎる乗車姿勢で
は、作動したエアバッグによりケガ
をするおそれがあります。

エアバッグは一度しか作動しません。
フロントエアバッグ、サイドエアバッグ
やカーテンエアバッグが作動した場合
は、シートや内装部材、コントロール
ユニットなどの交換が必要になります。
事故の後は、必ずシトロエン指定サー
ビス工場で点検や部品の交換を行って
ください。
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１
走行する前に

●タイヤの点検

空気圧の確認
タイヤの空気圧は、毎月一回ないし長距離を走行する前に点検し
てください。
適正値は、運転席側のドアピラー部に表示されています。表示
されている値は、タイヤの温度が低いときの値です。空気圧は
走行してタイヤの温度が上昇すると増加しますので、暖まってい
る状態で空気圧が高いからといって空気を抜かないでください。

外観の点検
タイヤの接地面や両サイドに、著しい損傷や亀裂、釘や針金など
の異物が刺さっていないかを点検してください。
また、タイヤの接地面に部分的な異常摩耗がないかも点検してく
ださい。

スリップサイン
タイヤには、摩耗の限度を示すスリップサインが設けられていま
す。タイヤの表面とスリップサインが同じ高さになったら、新品
と交換してください。

使用燃料について
ガソリン車には、オクタン価が 95 オクタン（リサーチ法）以上
の無鉛ガソリンを使用してください。
ガソリンスタンドにおける公称オクタン価は安定していないの
で、無鉛プレミアム（ハイオク）ガソリンの使用をお勧めします。
ディーゼル車には超低硫黄軽油（サルファーフリー／ S10ppm 以
下）を使用してください。

ガソリン車に粗悪ガソリンや有鉛ガソリン、有鉛プレミアムガ
ソリン、アルコール含有燃料を使用したり、ディーゼル車にガ
ソリンや灯油を使用しますと、エンジン・触媒装置などに悪影
響を与えるので、絶対に使用しないでください。
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１
●ディーゼル車の燃料について
軽油は外気温が低温になると凍結してしまい、燃料配管の詰ま
りなどの故障の原因となります。寒冷地へ行くときは、現地へ到
着するまでに燃料残量を半分以下にし、現地でできるだけ早く寒
冷地用の燃料を補給してください。

使用燃料 使用限界温度の目安
JIS 特 1 号軽油 -
JIS 1 号軽油 -1℃
JIS 2 号軽油 -5℃
JIS 3 号軽油 -12℃

JIS 特 3 号軽油 -19℃

冬季の取り扱い

●冬季用タイヤ
積雪や凍結した道路を走行するときは、安全のため冬季用タイ
ヤを装着することをお勧めします。
冬季用タイヤに交換するときは、必ず納車時に装着されていたタ
イヤと同じサイズのものをご使用ください。
シトロエン販売店では、車に適した性能の冬季用スタッドレスタ
イヤも用意しております。
スタッドレスタイヤは、車のバランスを保つために 4 輪全部に装
着してください。
雪道や凍結した道路では、スタッドレスタイヤでも万全ではあり
ません。運転には十分ご注意ください。
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１
●スノーチェーン、スノーネット
スノーチェーン、スノーネットは、タイヤサイズに合ったものを前
輪に装着してください。
取り付けは、平坦な安全な場所で、それぞれの取扱説明書に従っ
て確実に行ってください。
チェーンやネットの装着後は、100m 程度走行して緩みや車体へ
の当たりがないかを確認してください。
シトロエン販売店では、それぞれのタイヤに合わせた専用チェー
ンやネットを用意しております。

市販されているタイヤチェーンの中には、サイズが合っていて
も装着できないものがあります。

スタッドレスタイヤやスノーチェーンは、シトロエン販売店でお
求めください。

●その他
・	 冬季には、バッテリーに高い負荷がかかります。バッテリーは

常にフル充電にしてください。
・	 非常に冷え込んだ天候のときは、パーキングブレーキが凍結す

ることがあります。温度が非常に低い日は、パーキングブレー
キを解除し、シフトモードセレクターを Pの位置に入れて輪
止めをかけてください。

・	 ライト類や方向指示器などは、冬季は非常に汚れやすくなりま
す。定期的に清掃するように心がけてください。

・	 キーシリンダーには、潤滑剤を使用して注油しておいてくださ
い。

・	 ドアのゴム製シールには、凍結を防ぐためにシリコン潤滑油を
塗付します。

・	 空気取り入れ口は、いつもきれいに保つようにしてください。
・	 雪隔け時には特に車が汚れます。また、融雪剤には塩分を含ん

でいるものがあります。こまめに車全体を洗浄し、車体の下や
ホイールアーチ部もよく洗ってください。
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１
保安炎筒

助手席足元に備えつけてあります。
踏み切りや高速道路などの危険な場所で故障したときに使用し
ます。
使用方法は、保安炎筒に記載してあります。あらかじめよく読ん
でおいてください。
発炎時間は約 5 分間です。
保安炎筒に表示してある有効期間が切れる前に、新品をお求め
になり交換してください。

	●お子さまにさわらせないでください。いたずらなどによる発
火で、思わぬ事故になるおそれがあります。
	●ガソリンなどの可燃物の近くでの使用は危険です。また、炎
を顔や体に向けるとやけどの危険があります。

	●非常用信号としてのみご使用ください。
	●トンネル内ではハザードランプを使用してください。トンネ
ル内で使用すると、煙により視界が悪くなり危険です。
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１
触媒コンバーター
シトロエン C4 SPACETOURER には、日本の排気ガス基準に
適合させるために触媒コンバーターが装着されています。

●触媒コンバーター装着車についてのご注意
・	 燃料は、ガソリン車には必ず無鉛ガソリンを使用し、ディーゼ

ル車には指定の軽油を使用してください。指定以外の燃料は触
媒をいためます。

・	 燃料は早めに補給してください。
・	 ミスファイヤ等のエンジン不調のときは、運転を避け、故障箇

所を直ちに修理してください。

長時間のエンジンの空ぶかしはしないでください。触媒コン
バーターが過熱して発火、火災にいたることがあります。
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２

スマートキー

スマートキーを携帯しているだけで、ド
アやテールゲートの施錠・解錠やエンジ
ンの始動をすることができます。
リモコンとしてボタンを使って施錠・解
錠することもできます。
スマートキーには緊急用キーが付いてい
ます。

●スマートキー機能の作動範囲

スマートキー機能で施錠または解錠する
ときの検知エリアの範囲は、車両から周
囲約 1m 以内です。
車両周辺の検知エリアにスマートキーが
あれば、スマートキーを携帯していない
人でもドアを操作して解錠することがで
きます。

検知エリアにスマートキーがある場合
は盗難に注意してください。

	●スマートキーが車両に近付きすぎて
いるときは作動しないことがありま
す。
	●スマートキーは微弱な電波を使用し
ています。以下のようなときは、正
常に作動しなかったり、不安定な動
作になったりすることがあります。
・	近くに強い電波を発する設備があ
るとき

・	携帯電話、無線機、パソコンなど
の製品と一緒にスマートキーを携
帯しているとき

・	スマートキーが金属に接していた
り、覆われたりしているとき
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２

●解錠
解錠の仕様を、以下の 2 つから選択す
ることができます。
1.	 通常解錠モード

すべてのドア、テールゲートを同時
に解錠する

2.	 選択解錠モード
最初に運転席ドアのみ、2 回目でそ
の他のドアおよびテールゲートを解
錠する

設定の変更はタッチスクリーンで行いま
す。

初期設定は通常解錠モードになってい
ます。

●通常解錠モード

リモコンを使用する
車に向けてリモコンの解錠ボタ
ンを押します。すべてのドアお
よびテールゲートが解錠されま
す。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアA 内でスマート
キーを携帯してドアハンドルに手を通す
と、すべてのドアおよびテールゲートが
解錠されます。ドアハンドルをそのまま
引くとドアを開けることができます（運
転席側、助手席側とも）。

	●解錠するとハザードランプが数秒間
点滅し、同時にドアミラーが展開し
ます。
	●解錠した後、30 秒以内にドアまた
はテールゲートを開かないと、自動
的に再度施錠されます。
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２

	●解錠の仕様が選択解錠モードに設
定されているときは、スマートキー
が解錠操作するドア側（運転席ドア
または助手席ドア）の検知エリアに
ないと、スマートキー機能を使用し
た解錠はできません。

●テールゲートの解錠

リモコンを使用する
テールゲートオープナーボタン
を長 押しします。ドアおよび
テールゲートが解錠されます。

エレクトリックテールゲート * の設定が
オンになっているとテールゲートが開き
ます。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、テールゲートのスイッチ
を押します。ドアおよびテールゲートが
解錠されます。
エレクトリックテールゲート * の設定が
オンになっているとテールゲートが開き
ます。

●選択解錠モード

リモコンを使用する
車に向けてリモコンの解錠ボタ
ンを 1 回押します。運転席ドア
のみが解錠されます。

もう1 度解錠ボタンを押すと、その他
のドアおよびテールゲートが解錠されま
す。

スマートキー機能を使用する
スマートキーを携帯して運転席のドアハ
ンドルに手を通すと、運転席ドアのみが
解錠されます。また、助手席ドアのドア
ハンドルに手を通すと、すべてのドアお
よびテールゲートが解錠されます。
ドアハンドルをそのまま引くとドアを開
けることができます。

	●解錠するとハザードランプが数秒間
点滅します。ドアミラーは最初の解
錠と同時に展開します。
	●解錠した後、30 秒以内にドアまた
はテールゲートを開かないと、自動
的に再度施錠されます。
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２

選択解錠モードに変更する
テールゲートの解錠の仕様を選択解錠
モードに変更することができます。
テールゲートのみ解錠します。
設定の変更はタッチスクリーンで行いま
す。

	●テールゲートの解錠モードが選択
解錠モードのときは、スマートキー
がテールゲート周辺の検知エリアに
ないとスマートキー機能を使用した
テールゲートの解錠はできません。
	●テールゲートを解錠した後は、必ず
テールゲートを閉じて施錠してくだ
さい。

* 仕様により異なります。

●施錠

リモコンを使用する
車に向けてリモコンの施錠ボタ
ンを押すと、すべてのドアおよ
びテールゲートが施錠されま
す。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、ドアハンドルのスイッチ
またはテールゲートのスイッチを押しま
す。すべてのドアおよびテールゲートが
施錠されます。

	●スマートキーを携帯して車両から離
れても自動的に施錠されることはあ
りません。
	●施錠操作するリモコンのボタン、ド
アハンドルのスイッチまたはテール
ゲートのスイッチを押し続けると、
パワーウィンドウが自動的に閉まり
ます。
	●施錠するとハザードランプが数秒間
点灯し、同時にドアミラーが格納し
ます。
	●長期間（3週間以上）車両を使用し
ないと、バッテリー消費を抑えるた
めに、スタンバイモードとなってス
マートキー機能が自動的に停止しま
す。スマートキー機能を復帰させる
には、リモコンのボタンを押すか、
スマートキーをスマートキー挿入ス
ロットに入れてエンジンを始動して
ください。これは車外に保管してお
いた予備キーでも同様です。
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	●スマートキーが家電製品の近くに
あると電磁波の影響を受けて反応
し、電池を著しく消耗します。こ
れを防止するため自動的にスタン
バイモードになることがあります。･
機能を復帰させるには、リモコンの
ボタンを押すか、スマートキーをス
マートキー挿入スロットに入れてエ
ンジンを始動してください。
	●以下のときは、施錠できません。
・	イグニッションがオンのとき
・	エンジンがかかっているとき
・	いずれかのドアまたはテールゲー
トが完全に閉まっていないとき
・	スマートキーが車内にあるとき

リモコンのボタン、ドアハンドルのス
イッチまたはテールゲートのスイッチ
を使用してパワーウィンドウを閉める
ときは、乗員が手などを挟まれないよ
うに確認してから操作してください。

●スーパードアロック
盗難防止のために、仮にガラスを壊すな
どしても内側からドアロックが解除でき
なくなる機能です。

リモコンを使用する
施錠ボタンを押して、すべての
ドアおよびテールゲートを施錠
します。5 秒以内に再度施錠ボ

タンを押します。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、ドアハンドルのスイッチ
またはテールゲートのスイッチを押しま
す。5 秒以内に再度スイッチを押します。

スーパードアロックをすると、ハザー
ドランプが数秒間点灯します。

	●車内に人がいるときは、スーパード
アロックをかけないでください。車
内からドアロックが解除できず、閉
じ込められてしまいます。
	●お子さまだけを車内に残して車を離
れないでください。思わぬ事故やケ
ガのもととなります。
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●電池（CR2032 3V）の交換

リモコンの電池が消耗するとメッセージ
が表示されます。
すき間に先が細い工具を差し込んでケー
スを開け、電池を交換してください。

	●電池交換の際には、お子さまが誤っ
て飲み込むなどしないよう注意して
ください。
	●リモコンの電波が心臓ペースメー
カーなど医療用機器に影響をおよ
ぼすおそれがあります。事前に医療
用機器メーカーなどに確認してくだ
さい。

●リモコンの初期化

車両バッテリーの接続をはずした後やリ
モコンの電池を交換した後、またはリモ
コンが作動しなくなった場合は、以下の
手順で初期化をしてください。
1.	 運転席ドアの鍵穴に緊急用キーを差

し込んで解錠します。
2.	 スロットにスマートキーを挿入しま

す。
3.	 START/STOPスイッチを押してイ

グニッションをオンにします。
初期化の手順を行ってもリモコンが作動
しないなど、不具合が解消しない場合は、
シトロエン指定サービス工場へご連絡く
ださい。

	●キーナンバーのついたタグを保管し
ておいてください。キーを紛失して、
新しいキーを作成する際にこの番号
が必要となります。
	●車を離れる際、ポケットの中など
でリモコンのボタンを誤って押さ
ないようご注意ください。気が
つかないうちに車のロックが解除
されてしまうおそれがあります。･
また、車から離れたところで何度も
ボタンを押すと、認識されなくなる
ことがあります。その際は初期化を
してください。
	●交換用電池はシトロエン指定サービ
ス工場でお求めいただけます。
	●環境汚染防止のため、使用済みの
電池は正しく廃棄してください。
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イモビライザー 
（盗難防止システム）

シトロエン C4 SPACETOURER には、
エンジンイモビライザー（盗難防止装置）
が装備されています。
これはスマートキーの内部に車を識別す
る装置が内蔵されており、車側とのコー
ドが合致しないときは、エンジンの始動
ができないようにするものです。

	●エンジンイモビライザーの改造をし
ないでください。故障の原因になる
おそれがあります。
	●スマートキーの内部には電子装置が
組み込まれています。強い電磁波や
高温にさらしたり、強い衝撃を与え
たり、水に濡らしたりしないでくだ
さい。故障の原因となります。

●イモビライザーコード
車とともにお渡しするスマートキーの内
部（プラスチック部分）には、車を識別
する電子装置が内蔵されています。
それぞれのスマートキーは、車ごとに個
別のコードが登録されています。イグニッ
ションをオンにすると、車のイモビライ
ザーシステムがこのコードを読みとって、
エンジンの始動を可能にします。
もしコードが設定されていなかったり異
なるコードのときは、エンジンを始動す
ることはできません。
イグニッションをオフにすると、システム
は直ちにエンジンをロックします。

システムに異常が発生したとき
は、イグニッションをオンにす
るとメッセージが表示されま

す。エンジンは始動しません。
シトロエン指定サービス工場で点検を受
けてください。

●スペアキー
お車とともにお渡しするスペアキーにも
コードが登録されています。
もし予備のスマートキーが必要なとき、
あるいはスマートキーを取り替えるとき
には、すべてのスマートキーを登録し直
す必要があります。お手持ちのすべての
スマートキーをシトロエン指定サービス
工場にご持参の上、登録作業をお申し付
けください。

万一、スマートキーを紛失したり盗難
にあった場合は、安全のために他の
スマートキーを登録し直して失ったス
マートキーを無効にする（エンジンを
かけられなくする）ことをお勧めしま
す。お近くのシトロエン指定サービス
工場にご相談ください。

新しいスマートキーを購入しても、イ
モビライザーシステムにコードを登録
しないかぎり、そのスマートキーでエ
ンジンを始動することはできません。
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２

ドア／ドアロック

●車内からドアを開ける
内側ドアハンドルを引くと、すべてのロッ
クが解除されます。

スーパードアロックされているときは
内側ドアハンドルでは一切ドアを開け
ることができません。

●車外からドアを開ける
2-2 ページの「スマートキー」項を参照
してください。

●半ドア警告
ドアを完全に閉めずにエンジン
を始動させると、警告灯が点灯
するとともに、メッセージが数

秒間表示されます。
そのまま走行すると、時速 10km 以上
では警告音とともに警告灯が点灯し、
メッセージが数秒間表示されます。

●緊急用キー

以下のようにスマートキーの機能が使用
できないときは、運転席ドアの鍵穴に緊
急用キーを差し込んで施錠／解錠しま
す。
・	 スマートキーの電池がないとき
・	 車両が強い電磁波などを受けていると

き
1.	 スマートキーのレバー①を押して、

緊急用キー②を取り出します。
2.	 ドアの鍵穴に緊急用キーを差し込ん

で、車両を施錠または解錠します。

緊急用キーを使用した後は、スマート
キーに戻してください。

●マニュアルロック（非常時）
バッテリー上がりなどで、集中ドアロッ
クが作動しないときには次の方法でドア
をロックすることができます。

フロントドア
緊急用キーをドアの鍵穴に差し込み施錠
または解錠します。

リアドア

1.	 チャイルドセーフティ機構が働いて
いないことを確認します。

2.	 緊急用キーを穴に差し込み、溝が水
平になるように外側に回してからド
アを閉めます。
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各部の開閉のしかた

２

●ドアロック／オートドアロック

ロックボタンを押すと、車両の施錠がで
きます。
施錠するとインジケーターが点滅します。
ドアのいずれかが開いている場合には集
中ロックはできません。
解錠するときはボタンを再度押してくだ
さい。

外側から施錠されている場合、または
スーパードアロックがかかっている場
合は、ロックボタンを押しても解錠し
ません。
外側から施錠されている場合は、内側
ドアハンドルを引いて解錠してくださ
い。スーパードアロックがかかってい
る場合は、リモコンもしくはスマート
キー機能を使って解錠してください。

●オートドアロック機能
時速 10km 以上で走行すると、自動的
に施錠されます。
完全に閉まっていないドアまたはテール
ゲートがあると、オートドアロックは作
動しません。
この機能をオンまたはオフにするとき
は、メッセージが表示されるまでロック
ボタンを押し続けます。

オートドアロックされている状態で
は、非常時に救助活動のため外部から
ドアを開けることが困難となる場合が
あります。
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２

パワーウィンドウ

①：助手席側ウィンドウ開閉スイッチ
②：運転席側ウィンドウ開閉スイッチ
③：後席右側ウィンドウ開閉スイッチ
④：後席左側ウィンドウ開閉スイッチ
⑤：チャイルドセーフティスイッチ

●マニュアルウィンドウ開閉
スイッチを軽く押したり引いている間だ
けウィンドウが開閉します。スイッチから
手を離すと同時にウィンドウも停止しま
す。

●ワンタッチ開閉
スイッチを1回強く押すか引くと、スイッ
チから手を離しても、ウィンドウは自動
的に全開閉します。

途中で止めるときは、再度スイッチを押
すか引きます。

	●イグニッションをオフにしてから約
45 秒間、パワーウィンドウの操作
ができます。それ以降は、再度イグ
ニッションをオンにしてから操作を
してください。
	●運転席側のスイッチで運転席以外の
パワーウィンドウの操作ができない
ときは、開閉したいウィンドウにあ
るスイッチを操作してください。

●挟み込み防止機能
パワーウィンドウには、挟み込み防止機
能が付いており、障害物があると上昇を
やめて数センチ下降します。
冬期など氷結のために挟み込み防止機
能が働いてしまい、ウィンドウを閉じる
ことができないときは、以下のようにし
てください。
1.	 一度完全にウィンドウを下げます。
2.	 直ちにウィンドウが完全に閉まるま

でスイッチを引き続けてください。
3.	 ウィンドウが完全に閉まった後、約

1 秒間、スイッチを引き続けます。

パワーウィンドウ挟み込み防止機能が機
能しなくなったら、直ちにシトロエン指
定サービス工場へご連絡ください。
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各部の開閉のしかた

２

●パワーウィンドウの再初期化
バッテリーをはずした後など正常に動作
しないときは、以下の手順で初期化をし
てください。
1.	 スイッチを押してウィンドウを全開

にします。
2.	 ウィンドウを閉じる操作をします。

（1 回の操作で 2 ～ 3cm 程度しか
動きません）

3.	 ウィンドウが全閉するまで手順 2 の
操作を繰り返します。

4.	 ウィンドウが全閉したら、さらにス
イッチを 2 秒以上引き続けてくださ
い。

	●走行中や一時停止したときに開いた
ウィンドウから手や頭、ものなどを
出さないでください。車外のものな
どに当たったり、急ブレーキや事故
の際に大ケガや致命傷を負うおそれ
があります。
	●運転者が運転席以外のウィンドウを
操作する場合は、ウィンドウを閉め
るのに障害物がないか確認をしてく
ださい。
	●ウィンドウを閉めているとき、誤っ
て障害物などが接触したときは、た
だちにウィンドウを開けてください。
	●乗員がウィンドウを閉める際には運
転者がその操作に対して注意を払っ
てください。
	●お子さまにはウィンドウの操作をさ
せないでください。
	●車から離れるときは、短い時間で
あってもエンジンを停止してキーを
携帯してください。

初期化中は挟み込み防止機能は働き
ません。安全に配慮してください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも50cm以上ウィ
ンドウやドアシールから離してご使用
ください。
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２

チャイルドセーフティ

●チャイルドセーフティスイッチ

チャイルドセーフティスイッチ⑤
を押すと、後席のパワーウィン
ドウスイッチによる操作ができ

なくなります。お子さまの危険防止に有
効です。
運転席のパワーウィンドウスイッチによ
る操作はいつでも可能です。

イグニッションがオンのときにチャイルド
セーフティスイッチを押すと、インジケー
ターが点灯し、チャイルドセーフティがオ
ンになります。

●チャイルドロックスイッチ

車内のドアハンドルで後席ドアを開けら
れなくすることができます。お子さまの
危険防止に有効です。

ロック
緊急用キーをドア端部にある穴に差し込
み、左側のドアは左方向に、右側のドア
は右方向に回してからドアを閉めます。

ロック解除
緊急用キーをドア端部にある穴に差し込
み、左側のドアは右方向に、右側のドア
は左方向に回してからドアを閉めます。
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２

パノラミックガラスルーフ*

パノラミックガラスルーフには、電動式
サンブラインドが装備されています。

●サンブラインドを開けるには
スイッチAを回して、サンブラインドの
位置を調節します。
サンブラインドの位置は 4 段階に調節
できます。

●サンブラインドを閉じるには
スイッチAを 0の位置にします。

●挟み込み防止機能
電動式サンブラインドには、挟み込み防
止機能が付いており、全閉する前に障害
物があるとサンブラインドが止まって少
し開きます。

	●サンブラインドを操作するときは、
障害物がないか確認をしてくださ
い。誤って接触したときは、ただ
ちにサンブラインドを開けてくださ
い。
	●同乗者がサンブラインドを操作する
ときも十分に注意してください。
	●お子さまにはサンブラインドの操作
をさせないでください。

●初期化
バッテリー交換などの後に、挟み込み防
止機能を初期化する必要があります。初
期化するには、サンブラインドを全閉位
置にし、スイッチAを 2 秒ほど押し続け
ます。

* 仕様により異なります。
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各部の開閉のしかた

２

ボンネット ●ボンネットを開けるには
1.	 助手席ドアを開き、ドアシル部にあ

るレバーを引きます。
2.	 ボンネットの下のロックレバーを斜

めに押し上げてから持ち上げます。

エンジンルームでのどのような作業を
行うときも、あらかじめストップ＆ス
タートの作動を解除しておいてくださ
い。エンジンが急に始動して、思わぬ
ケガをするおそれがあります。

	●ボンネットを開ける操作は、必ず停
車してから行ってください。
	●強風時はボンネットが風であおられ
ないようご注意ください。

ボンネットを開ける際には、6-4 ページ
の警告をお読みください。

●ボンネットを固定するには
ボンネットを開き、支柱をキャッチに固
定します。
閉めるときには、支柱を元の位置に戻し
ます。

●ボンネットを閉めるには
ボンネットを引き下げ、下から 30cm ぐ
らいの位置で手を離すと、重みで自然に
閉まります。
上から押さないでください。

ボンネットを閉めた後、ロックされた
ことを確認してください。
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２

テールゲート

●テールゲートの開け方

ドアの施錠・解錠と連動しています。
あらかじめドアロックを解除してから、
ボタンAを押して手前に持ち上げます。
ドアロックの解除方法については、2-3
ページを参照してください。

●テールゲート閉め忘れ警告
テールゲートを完全に閉めずに
エンジンを始動させると、警告
灯が点灯するとともに、メッセー

ジが数秒間表示されます。
そ のまま走 行すると、時 速 10km 以
上では警告音とともに警告灯が点灯し、
メッセージが数秒間表示されます。

	●安全上、操作上、法律上の理由で、
テールゲートを開けた状態での走行
はしないでください。
	●テールゲートを閉めるときには、指
などを挟まないよう十分に注意して
ください。また、開閉の際はまわり
の人などにぶつからないことを確認
してください。

ストラットダンパーを引いてテール
ゲートを閉めないでください。ダン
パーが変形して開閉ができなくなるお
それがあります。

●テールゲートが解錠しないとき

テールゲートのロックが解錠できないと
きは、次のように行います。
1.	 リアシートを倒し、テールゲートの

内側からロック機構にアクセスでき
るようにします。

2.	 小さいドライバーを Aに差し込んで
中のバーを左に動かして解錠します。

水没など予期せぬトラブルで車内に閉
じ込められた場合、この方法でテール
ゲートを開けて脱出できます。

* 仕様により異なります。
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２

エレクトリックテールゲート*
リモコン、スマートキー機能またはテー
ルゲート内側にあるスイッチを使用して、
自動でテールゲートを開閉することがで
きます。

●テールゲートを開ける

リモコンを使用する
リモコンのテールゲートオープ
ナーボタンを長押しすると、テー
ルゲートのロックが解除され、

自動で開きます。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアにスマートキーが
あるときに、テールゲートのスイッチA
を押すと、テールゲートのロックが解除
され、自動で開きます。

●テールゲートを閉じる

テールゲートのスイッチAまたはテール
ゲート内側にあるスイッチ Bを押すと、
自動で閉じます。

自動開閉作動中に障害物があると、挟
み込み防止機能が作動して、テール
ゲートが止まり、反対側に少し動きま
す。

●テールゲート閉め忘れ警告
テールゲートを完全に閉めずに
エンジンを始動させると、警告
灯が点灯するとともに、メッセー

ジが数秒間表示されます。
そ のまま走 行すると、時 速 10km 以
上では警告音とともに警告灯が点灯し、
メッセージが数秒間表示されます。
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２

●自動開閉の中断
自動開閉を途中で止めるには、
リモコンのテールゲートオープ
ナーボタン、テールゲートのス
イッチAまたはテールゲート内
側にあるスイッチ Bのいずれか
を操作します。

自動開閉を再開させるには、いずれかの
ボタンまたはスイッチを再度操作します。

自動閉作動中に中断したエレクトリッ
クテールゲートは、リモコンのテール
ゲートオープナーボタンでは、自動閉
を再開させることはできません。

●ポジションメモリー
エレクトリックテールゲートが止まる角
度を、お好みの位置に登録することがで
きます。

登録
1.	 手動もしくは自動操作でお好みの位

置までテールゲートを動かします。
2.	 テールゲートのスイッチ Aまたは

テールゲート内側にあるスイッチ B
を 3 秒以上押し続けます。

3.	 登録が完了すると、確認音が鳴りま
す。

解除
1.	 手動もしくは自動操作でテールゲー

トを開き、登録されている位置まで
動かします。

2.	 テールゲートのスイッチ Aまたは
テールゲート内側にあるスイッチ B
を 3 秒以上押し続けます。

●エレクトリックテールゲートの初
期化

バッテリーをはずした後など正常に動作
しないときは、以下の手順で初期化をし
てください。

1.	 エレクトリックテールゲートが閉じ
ている場合は、手動で開きます。

2.	 エレクトリックテールゲートを手動
で閉じます。

初期化の手順を行ってもエレクトリック
テールゲートが作動しないなど、不具合
が解消しない場合は、シトロエン指定
サービス工場へご連絡ください。

●	システムの作動と解除
この機能をオン／オフするには、タッチ
スクリーンで設定します。

初期設定はオンになっています。
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２

●テールゲートを閉めるときには、指
などを挟まないよう十分に注意して
ください。また、開閉の際はまわり
の人などにぶつからないことを確認
してください。
	●テールゲートのロック機構に指など
を入れないでください。重大な事故
につながるおそれがあります。

	●エレクトリックテールゲートを開閉
するときは、車の上方や後方に十分
なスペースがあることを確認してく
ださい。

5シーター：	A=517 mm･
	 B=431 mm･
7シーター：	A=448 mm･
	 B=573 mm･

エレクトリックテールゲートの可動
範囲 Aおよび Bはあくまで参考値
です。開閉するときは、壁や天井に
当たらないように周囲を必ず確認し
てから操作してください。

●洗車時は必ず施錠してください。ブ
ラシや水圧でスイッチが押され、
テールゲートが開いてしまうおそれ
があります。

	●連続して自動開閉操作を行うと、
モーターの加熱により動作が停止す
ることがあります。約10 分間待っ
てから再度操作をしてください。
	●自動開閉中でも、手動でエレクト
リックテールゲートを開閉すること
ができます。自動開閉中のエレクト
リックテールゲートの手動開閉は、
操作が通常より重くなりますが、異
常ではありません。
必ず自動開閉を中断させてから、手
動開閉をしてください。
	●エレクトリックテールゲートを操作
する前に、車に積もった雪や着氷を
取り除いてください。エレクトリッ
クテールゲートが凍結しているとき
は、車内の空調の熱で氷が溶けたこ
とを確認してから操作してください。
	●自転車用リアキャリアを装着してい
るときは、エレクトリックテールゲー
トをオフにしてください。
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２

ハンズフリーエレクトリック
テールゲート*

両手がふさがっている場合でも、手を使
わずにテールゲートを開閉することがで
きます。

●テールゲートを開ける
車両後方の検知エリアAにスマートキー
があるときに、リアバンパーの下に足を
蹴り出すと、テールゲートのロックが解
除され、自動で開きます。

	●テールゲートを開けると、ハザード
ランプが点滅し、ブザーが鳴ります。
	●何度試みてもテールゲートが開かな
い場合は、数秒間待ってから、再度
リアバンバーの下に足を蹴り出して
ください。

●テールゲートを閉じる
車両後方の検知エリアAにスマートキー
があるときに、リアバンパーの下に足を
蹴り出すと、テールゲートが自動で閉じ
ます。

	●テールゲートを閉じると、ハザード
ランプが点滅し、ブザーが鳴ります。
	●ハンズフリーエレクトリックテール
ゲートを閉じた後に、ドアおよび
テールゲートが自動で施錠されるよ
うに設定できます。設定はタッチス
クリーンで行います。*

* 仕様により異なります。
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２

●自動開閉の中断
自動開閉を途中で止めるには、再度リア
バンパーの下に足を蹴り出します。
もう一度足を蹴り出すとテールゲートが
反対側に動きます。

●システムの作動と解除
この機能のオン／オフを切り替えるとき
は、タッチスクリーンで行います。

初期設定はオンになっています。

	●テールゲートを開閉するときには、
まわりの人などにぶつからないこと
を確認してください。特に、開閉中
にお子さまがテールゲートに近付く
可能性があり、ケガをするおそれが
あります。
	●走行後の排気管は高温になるため、
ハンズフリーエレクトリックテール
ゲートを使用する場合は、排気管に
触れないでください。やけどやケガ
を負うおそれがあります。
	●リアバンパーの下に足を蹴り出す動
作を行うときは、地面の状態やまわ
りを良く確認してください。バラン
スをくずしたり、転倒してケガをす
るおそれがあります。

テールゲートを開閉するときには、リ
アバンパーから少し離れた位置から操
作してください。テールゲートが開閉
したときにぶつかってケガをするおそ
れがあります。
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２

以下のようなときに、テールゲートが
不意に開いたり閉じたりすることがあ
ります。スマートキーを車両後方の検
知エリアから離すか、ハンズフリーエ
レクトリックテールゲートを解除して
ください。
・	けん引ボルトをリアバンパーに取り
付けるとき
・	自転車用リアキャリアを装着したり、
キャリアに自転車を積んだり降ろし
たりするとき
・	車両後方で荷物を積んだり降ろした
りするとき
・	スペアタイヤを取り出すなど、ラゲッ
ジルームで作業をするとき
・	車両後部を清掃するとき
・	自走式の洗車機を使用するとき
・	高圧ジェット噴射による洗浄をする
とき
・	車両の点検や整備をするとき
・	動物がリアバンパーの下に侵入した
とき

	●積雪や暴雨のときには、自動的に
ハンズフリーエレクトリックテール
ゲートが解除される場合がありま
す。
	●近くに強い電波を発する設備がある
ときや、携帯電話、無線機、パソコ
ンなどの製品と一緒にスマートキー
を携帯しているときに、ハンズフ
リーエレクトリックテールゲートが
作動しないことがあります。
	●義足でハンズフリーエレクトリック
テールゲートを使用した場合、機能
が制限されることがあります。

フュエルリッド(給油口)

1.	 車の解錠後フュエルリッドフラップ
の後部を押して開きます。

2.	 �給油口には、金属製のバルブ Aが付
いています。このバルブに給油ノズ
ルをそのまま差し込みます。
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3.	 ノズルが一番奥まで差し込まれてい
ることを確認し、給油を開始します。	
給油ノズルのオートストップが 3 回
働いたら、それ以上給油口にあふれ
るまで給油しないでください。燃料
タンクの容量は、ガソリン車が約
57 リットル、ディーゼル車が約 55
リットルです。

4.	 給油が終わったらノズルを抜いて
フュエルリッドを閉めます。

警告音とともにこの警告灯が点
灯し、メッセージが表示され、
フュエルゲージの最後の目盛り

が黄色に点灯したときは、燃料が少なく
なっています。警告灯が点灯した場合、
残量は約 6 リットルです。
十分な給油が行われるまで、イグニッショ
ンをオンにする度に、警告音とともに警
告灯が点灯し、メッセージが表示されま
す。そのまま走行した場合、警告音とメッ
セージの表示が繰り返し行われます。
早めに燃料を補給してください。
もし燃料をすべて使用してしまった場合、
少なくとも 5 リットル以上は給油してく
ださい。

	●給油中はエンジンを停止してくださ
い。
	●ストップ& スタートの停止モードの
まま給油しないでください。必ず、
イグニッションをオフにしてエンジ
ンを停止してください。
	●給油口にあふれるまで給油しないで
ください。燃料が熱で膨張し、あ
ふれて火災を起こすおそれがありま
す。

指定の燃料を使用してください。

●燃料遮断装置
シトロエン C4 SPACETOURER には、
衝突したときに燃料供給を停止させる安
全装置が装備されています。
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エンジンの始動

スマートキーが車内の検知エリアにある
ときに、エンジンを始動および停止する
ことができます。

	●エンジンを始動するときは、必ず
パーキングブレーキがかかっている
ことを確認してください。急発進し
て人や物を傷つけるおそれがありま
す。
	●換気の悪い場所ではエンジンをか
けないでください。
	●エンジンがかかっている間は、車か
ら離れないでください。

●エンジンの始動
1.	 スマートキーを携帯して乗車します。
2.	 シフトモードセレクターを Pまたは
Nの位置にします。

3.	 パーキングブレーキがかかっている
ことを確認します。

4.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル①を 踏 み な が ら
START/STOPスイッチ②を押しま
す。

5.	 スターターが回り、エンジンが始動
します。

ディーゼル車は、予熱表示灯
が点灯後消灯したらエンジン
が始動します。

	●エンジンの始動条件を満たしていな
い場合は、インストルメントパネル
にメッセージが表示されます。
	●エンジン始動後は、不必要に長い
時間の暖機運転は必要ありません。

●エンジンの停止
1.	 車を完全に停止します。

シフトモードセレクターを Pまたは
Nの位置にします。

2.	 START/STOPスイッチを押しま
す。

3.	 エンジンが停止し、ステアリングが
ロック * されます。

* 仕様により異なります。
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●START/STOPスイッチの役割
スイッチの状況 運転者の操作内容 車両の動作内容
アクセサリー	
ポジション

ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 ま ず に、
START/STOPスイッチを押しま
す。スイッチを押すたびに、イグニッ
ションのオン／オフが切り替わり
ます。

イグニッションがオンとなり、警
告灯類が点灯します。しばらくの
間、ラジオやパワーウィンドウな
どのアクセサリー装備が使用でき
ます。

スタート	
ポジション

ブレ ー キ ペダル を 踏 みな がら、
START/STOPスイッチを押しま
す。

エンジンが始動します。ラジオや
パワーウィンドウなどのアクセサ
リー装備が使用できます。

●エンジンの緊急始動

スマートキーが車内の検知エリアにある
にも関わらず、START/STOPスイッチ
を押してもエンジンが始動しない場合
は、以下の手順でエンジンを始動します。

1.	 スマートキーをスロット①に挿入し
ます。

2.	 シフトモードセレクターを Pまたは
Nの位置にします。

3.	 パーキングブレーキがかかっている
ことを確認します。
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4.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル②を 踏 み な が ら
START/STOPスイッチ③を押しま
す。

5.	 スターターが回り、エンジンが始動
します。

ディーゼル車は、予熱表示灯
が点灯後消灯したらエンジン
が始動します。

エンジンを始動した後は、スロットか
らスマートキーを抜くことができます。

●エンジンの緊急停止

緊急時のためにエンジンを強制的に停止
することができます。
スマートキーが車内の検知エリアにない
ときは、緊急停止の操作を確認するメッ
セージが表示されます。
START/STOPスイッチを約 3 秒間押
し続けます。車両が停止すると同時にス
テアリングがロックされて動かなくなり
ます。*

	●緊急時以外は使用しないでくださ
い。
	●エンジンを再始動するには、スマー
トキーが必要です。

* 仕様により異なります。
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ステアリング／ホーン

●チルト・テレスコピックステアリ
ング

ロックレバーを手前に引くと、ステアリ
ングのロックが解除されます。
ステアリングホイールの高さや奥行きを
調整し、ロックレバーを押し下げてロッ
クしてください。ステアリングがしっか
り固定されていることを確かめてくださ
い。

ステアリングの調整は、車を停止して
行ってください。

シート位置を調整してからステアリン
グ位置を調整してください。

●ホーン
ステアリングの中心部を押してください。

ホーンを使用する際には、節度を守り、
差し迫った危険を感じるなどの緊急の
場合に使用してください。
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シフトタイミングインジケー
ター*
燃費向上のために効率的な変速を促しま
す。

シフトアップを促して燃費向上のアドバ
イスをします。アクセルペダルを軽く踏
んで運転している状況で、システムが燃
費向上の観点から現在のギアよりも1 段
または 2 段高いギアを使用したほうが
良いと判断した場合、インストルメント
パネルに矢印のマークが表示されます。

シフトタイミングインジケーターはあ
くまで燃費向上のための機能です。実
際のギアシフトは運転者が周囲の交
通量や安全性に応じて判断しておこ
なってください。誤った変速は事故に
つながるおそれがあります。

	●シフトモードセレクターがMの位置
にあるときに作動します。
	●シフトタイミングインジケーターの
機能をオフにすることはできませ
ん。
	●追い越しするときなどアクセルペダ
ルを強く踏み込んだときは表示され
ません。
	●シフトタイミングインジケーターは、
以下の変速は促しません。
・	1速への変速
・	リバースギアへの変速
	●ディーゼル車は、ストップ＆スター
トの停止モードへ移行するために、
シフトモードセレクターを Nにする
ように促す場合があります。

エフィシェント・オートマチッ
ク・トランスミッション（シフ
トモードセレクター）

●シフトモードセレクター

P．パーキング：駐車するときに使用しま
す。
エンジンを始動できます。パーキングブ
レーキを併用してください。
シフトモードセレクターを Pの位置にす
るには、レバーを一番上まで上げてから
車両前方へ押して、左方向へ動かします。

R．リバース：後退します。
エンジンがアイドリング状態で、車が停
止しているときにシフトしてください。

* 仕様により異なります。
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N．ニュートラル：エンジンを始動でき
ます。パーキングブレーキを併用してく
ださい。

D．オートマチックモード：走行に応じて
自動的にギアが切り替わります。

M．マニュアルモード：パドルスイッチを
使って、シフトチェンジをします。アクセ
ルペダルを踏み込んだままシフトチェン
ジすることができます。

●シフトポジション表示

シフトポジションはインストルメントパネ
ルに表示されます。

P：パーキング

R：リバース

N：ニュートラル

D：オートマチックモードのときに表示さ
れ、マニュアルモードでは消灯します。

1・・・8：マニュアルモードで選択され
ているギア

-：この表示が点灯したときは、オートマ
チックトランスミッションのプログラム不
良です。

●ブレーキ作動促進表示灯
エンジン始動時などに、このよ
うな警告が表示されたときは、
ブレーキペダルを踏んでくださ
い。

Nから R や D、Mにシフトするとき
は、エンジン回転がアイドリングまで
下がっていることを確認してください。

	●マニュアルモードのシフト操作は、
エンジン回転の許容範囲内でのみ
行うことができます。その範囲を超
えるときは、一時的にオートマチッ
クモードになります。
	●シフトモードセレクターの位置とイ
ンストルメントパネルに表示される
シフトポジションが同じことを確認
してください。
	●オートマチックモード／マニュアル
モードの切り替えはいつでも可能で
す。
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●パドルスイッチ

ステアリングの裏側にパドルスイッチが
あります。右側（＋）のスイッチでシフ
トアップ、左側（−）のスイッチでシフ
トダウンします。

パドルスイッチを使って、シフトポジ
ションを Nまたは Rに切り替えるこ
とはできません。

●発進
1.	 シフトモードセレクターを Pまたは
Nに入れて、ブレーキをしっかりと
踏んだままエンジンを始動します。

始動時にシフトモードセレクターが P
に入っていないときは、シフトポジショ
ン表示の Pが点灯し、警告音ととも
にメッセージが表示されます。

2.	 ブレーキを踏んだまま、シフトモー
ドセレクターをMもしくは D（後進
する場合は R）に入れます。インス
トルメントパネルに選択したシフト
ポジションが表示されます。

3.	 ブレーキペダルを離し、アクセルを
軽く踏むとパーキングブレーキが自
動的に解除されて、車が動き出しま
す。

●オートマチックモード
シフトモードセレクターを D の
位置に入れます。インストルメ
ントパネルに Dと選択されてい

るギアが表示されます。
オートマチックモードでは、「燃費向上」

「運転スタイル」「道路特性」「車両重量」
に合わせて最適なギアが自動的に選択さ
れます。

追い越しなど最大の加速が必要なとき
は、アクセルペダルを強く踏み込んで
ください。

マニュアル操作
オートマチックモードで走行中であって
も、急加速をしたいときやエンジンブ
レーキを使いたいときにパドルスイッチ
でギアをシフトすると、エンジン回転数
の許す範囲において一時的にマニュアル
モードになります。
しばらくすると、オートマチックモード
へ自動的に切り替わります。
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●マニュアルモード
シフトモードセレクターをMの位置に入
れます。インストルメントパネルに選択
されているギアが表示されます。
パドルスイッチでギアを選択してくださ
い。

	●停止するまたは低速で走行すると自
動的にギアが1に選択されます。
	●選択したギアへのシフトは、速度と
エンジン回転数が見合うときにのみ
可能です。高いギアを選択していて
も、速度が低下すると自動的に低い
ギアに切り替わります。

●クリープ現象
停車中にシフトモードセレクターを D、R
または Mの位置にすると、アクセルペ
ダルを踏まなくても車がゆっくりと動き
出します。
特にエンジン始動直後やエアコン作動時
などエンジン回転が高いときには車が動
こうとする力が強くなります。そのため、
お子さまが乗車しているときは、エンジ
ンを始動したままお子さまだけを残して
車を離れないでください。
点検のためにエンジンをかけたまま車外
に出るときは、パーキングブレーキをか
けてシフトモードセレクターを Pに入れ
てください。

●キックダウン
追い越しなどで急加速したいときは、シ
フトモードセレクターには手を触れずに
アクセルペダルをいっぱいに踏みこんで
ください。
シフトダウンが起こり、エンジン回転が
最高に達するまでそのギアを維持し、よ
り短い時間で加速することができます。
ある一定の速度に達すると、自動的にシ
フトアップします。またブレーキを踏む
と、エンジンブレーキを効かせるために
シフトダウンします。ただし、安全のた
め、急にアクセルペダルを離してもシフ
トアップはしません。
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●エンジンブレーキ
長い下り坂などブレーキを踏み続ける状
態では、オートマチックモードでもより
効果的にエンジンブレーキを効かせる
ため自動的に低いギアに切り替わります
が、状況に応じて随時、シフトモードセ
レクターをマニュアルモードにして低い
ギアを選択することができます。（たと
えば D → 3、3 → 2）
ただし、2から1への切り替えは急激な
減速を伴いますので、滑りやすい道路条
件（雪道や凍った道路）では十分にご注
意ください。

渋滞などエンジンをかけたまま停車す
る場合は、シフトモードセレクターを
Nに入れてパーキングブレーキをかけ
ることにより、燃料消費を抑えること
ができます。

●トランスミッションの異常
警告音とともにこの警告灯が点
灯し、メッセージが表示された
ときは、システムはセーフモー

ドに入り３（3 速）に固定されて走行し
ます。
P や Nから Rにシフトしたときに、大
きなショックを伴うことがありますがト
ランスミッションを損傷することはあり
ません。時速 100km 以下の速度で走
行して、シトロエン指定サービス工場で
点検を受けてください。

	●走行中は、シフトモードセレクター
を Nの位置に入れないでください。
エンジンブレーキが効かなくなり、
ブレーキのフェード現象が起きやす
くなり事故を起こすおそれがありま
す。
	●車から離れるときは、シフトモード
セレクターを Pの位置に入れてパー
キングブレーキをかけてください。
クリープ現象で車がひとりでに動い
て、人や物に衝突するおそれがあり
ます。停車後、シフトモードセレク
ターが P以外の位置にあるとドア
を開けるかイグニッションをオフに
して数秒後に、警告音とともにメッ
セージが表示されます。
	●エンジンがかかっているときは、お
子さまを車内に残して車を離れない
でください。急発進して人や物を傷
つけるおそれがあります。
	●車の点検を行う場合は、必ずシフト
モードセレクターを Pに入れてくだ
さい。
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	●エンジンを始動するときは、シフト
モードセレクターを P の位置に入
れ、パーキングブレーキがかかって
いることを確認してください。急発
進して人や物を傷つけるおそれがあ
ります。
	●シフトモードセレクターを Nから
D、Mまたは Rに入れるときは、
ブレーキペダルをしっかりと踏みな
がら行ってください。急発進して人
や物を傷つけるおそれがあります。

	●車が完全に停止する前にシフトモー
ドセレクターを Pや Rに入れない
でください。トランスミッションを
破損するおそれがあります。
	●坂道で停車する場合、アクセルペダ
ルの操作のみで車を停止しないよう
にしてください。必ずブレーキペダ
ルまたはエレクトリックパーキング
ブレーキを使用してください。

エレクトリックパーキング 
ブレーキ

エレクトリックパーキングブレーキには、
以下の機能があります。
・	 エンジンが停止したときに自動的に

パーキングブレーキをかけ、パーキン
グブレーキ作動中にアクセルペダルを
踏むとパーキングブレーキが自動的に
解除されるオートマチックエレクト
リックパーキングブレーキ機能

・	 パーキングブレーキスイッチの操作で
パーキングブレーキの作動／解除をい
つでも手動で行うことができる手動作
動機能

●オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキの作動

パーキングブレーキをかける
エンジンを停止するとエレクトリック
パーキングブレーキが自動的にかかり 
ます。

パーキングブレーキがかかる
と、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキングブ

レーキスイッチのインジケーターが点灯
します。

パーキングブレーキを解除する
シフトモードセレクターが D、Mまたは
Rの位置でアクセルペダルを踏むとエレ
クトリックパーキングブレーキが自動的
に徐々に解除されます。

パーキングブレーキが完全に解
除されると、インストルメント
パネルのブレーキ警告灯とパー

キングブレーキスイッチのインジケー
ターが消灯します。



3-12

運転装置の使いかた

３

●オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能の解除

気温が低下して路面が凍結するような状
況やトレーラー等をけん引するときは、
次の方法でオートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能をオフにしてく
ださい。

1.	 エンジンを始動します。
2.	 パーキングブレーキが解除されてい

る場合は、パーキングブレーキスイッ
チを手前に引いて、パーキングブレー
キをかけます。

3.	 ブレーキペダルを離します。
4.	 パーキングブレーキスイッチを 10

秒以上、15 秒以下押し続けます。
5.	 パーキングブレーキスイッチを離し

ます。
6.	 ブレーキペダルを踏みながら、パー

キングブレーキスイッチを 2 秒以上
引きます。

オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能を解
除すると、インストルメントパ
ネルの警告灯が点灯します。

オートマチックエレクトリックパーキング
ブレーキ機能を解除すると、自動でパー
キングブレーキをかけたり解除すること
ができません。手動で操作してください。
オートマチックエレクトリックパーキング
ブレーキ機能を復帰させるときは、再度
機能を解除する操作を行ってください。
機能が復帰すると、インストルメントパ
ネルの警告灯が消灯します。

●パーキングブレーキの手動操作

パーキングブレーキをかける
エンジンの作動状態に関わらず、停車中
にパーキングブレーキスイッチを手前に
引くと、パーキングブレーキがかかりま
す。

パーキングブレーキがかかる
と、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキングブ

レーキスイッチのインジケーターが点灯
します。
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パーキングブレーキを解除する
イグニッションがオンのとき、またはエ
ンジン作動中にブレーキペダルを踏みな
がら、パーキングブレーキスイッチを押
すと、パーキングブレーキが解除されま
す。

パーキングブレーキが完全に解
除されると、インストルメント
パネルのブレーキ警告灯とパー

キングブレーキスイッチのインジケー
ターが消灯します。

ブレーキペダルを踏まずにパーキング
ブレーキスイッチを押すと、パーキン
グブレーキは解除されず、メッセージ
が表示されます。

	●エンジンをかけて停車しているとき
は、誤ってアクセルペダルを踏まな
いように注意してください。オート
マチックエレクトリックパーキング
ブレーキ機能を作動させている場
合、ブレーキが解除され、車が飛び
出すおそれがあります。
	●駐車して車を離れるときは、ブレー
キ警告灯およびパーキングブレーキ
スイッチのインジケーターが点灯し
ていることを確認してください。
	●エレクトリックパーキングブレーキ
は、お子さまでも簡単に解除できま
す。イグニッションをオンにしたまま
の状態で、お子さまを車内に残して
車を離れないでください。

坂道に駐車するときには、タイヤを路
肩に斜めにあててパーキングブレーキ
をかけてください。

●非常ブレーキ

ブレーキシステム（フットブレーキ）が故
障したり、運転者が運転不能な状態に
陥ったときなどの緊急時には、パーキン
グブレーキスイッチを引き続けて車両を
停止します。
非常ブレーキ作動中は、ESC が作動し
て、車の安定性を確保します。

非常ブレーキの使用は、緊急時のみ
にとどめてください。

この警告灯が点灯し
ているときは、ESC
システムに異常があ
り、ESC による車の

安定性は確保されません。パーキングブ
レーキスイッチを繰り返し操作して安定
性を確保してください。
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●故障表示一覧

エレクトリックパーキングブレーキ故障警告灯が点灯し、次のいずれかが表示されたときは、車を安全な場所に停車し、直ちにシトロ
エン指定サービス工場にご連絡ください。

故障表示 影響／対処方法

・	 パーキングブレーキ故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯 ・	 オートマチックでの解除ができません。

・	 ブレーキペダルを踏みながら手動操作で解除してください。

・	 パーキングブレーキ故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯 ・	 オートマチックでの十分な作動ができません。

・	 オートマチックでの解除ができない場合は、ブレーキペダルを踏みな
がら手動操作で解除してください。

・	 パーキングブレーキ故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯

・	 オートマチックでの締結ができません。
・	 手動操作で締結を行ってください。
・	 オートマチックでの解除もできない場合は、ブレーキペダルを踏みな

がら手動操作で解除してください。
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故障表示 影響／対処方法

・	 パーキングブレーキ故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯 ・	 手動操作による動作ができないときは、レバーの故障が考えられます。

・	 エンジン停止時の自動締結およびアクセルを踏んだときの自動解除の
み作動します。

・	 パーキングブレーキ故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯

・	 パーキングブレーキが作動しません。
・	 車を止めておくには、7 秒から 15 秒間、警告灯が点灯するまでパー

キングブレーキスイッチを引きます。
・	 上記の操作も失敗した場合は、安全な場所に停車して、シフトモード

セレクターが Pの位置の状態で輪止めをしてください。

・	 パーキングブレーキ故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯

・	 パーキングブレーキが締結のための十分な力を発生しません。
・	 直ちに安全な場所に停車して、シフトモードセレクターが Pの位置の

状態で輪止めをしてください。
・	 イグニッションをオンにしたときにブレーキ警告灯が点滅する場合は、

パーキングブレーキが完全にかかっていません。すぐに車を止めてブ
レーキペダルを踏みながら手動操作でパーキングブレーキを解除して
ください。

・	 バッテリー充電機能故障のメッセージ表示
・	 以下が点灯

・	 バッテリー警告灯が点灯したときは、直ちに安全な場所に停車してく
ださい。必要に応じて輪止めをしてください。

・	 エンジンを停止する前にエレクトリックパーキングブレーキをかけて
ください。
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ヒルスタートアシスタンス
ヒルスタートアシスタンスは坂道発進を
補助するための機能で、ブレーキペダル
から足を離しても一定時間（ブレーキペ
ダルからアクセルペダルまで足を移動す
る間）ブレーキがかかった状態を維持し
ます。
この機能は以下の条件がすべてそろった
ときに作動します。
・	 坂道で車が完全に停止してブレーキペ

ダルが踏まれている。
・	 運転席ドアが閉まっている。
・	 坂道の勾配が適正である。

ヒルスタートアシスタンス作動中は、
車から出ないでください。やむをえず
エンジンをかけたまま駐車して車を離
れるときは、手動でパーキングブレー
キをかけ、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキングブレーキ
スイッチのインジケーターが点灯して
いることを確認してください。

●登り坂で前方へ発進するとき
シフトモードセレクターが Dまたは M
のとき、ブレーキペダルから足を離すと
一定時間ブレーキがかかった状態を保ち
ます。

ヒルスタートアシスタンスの機能を解
除することはできません。

●下り坂で後方へ発進するとき
シフトモードセレクターが Rのとき、ブ
レーキペダルから足を離すと一定時間ブ
レーキがかかった状態を保ちます。

●ヒルスタートアシスタンスの故障

ヒルスタートアシスタンスに異常が発生
した場合に点灯します。シトロエン指定
サービス工場で点検を受けてください。
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ESC（エレクトロニックスタ
ビリティコントロール）
ESC は急なハンドル操作や急ブレーキ
時および滑りやすい路面の走行時など
に、次の機能を総合的に制御して運転を
補助し車両の安定性を高めます。
・	 ABS（アンチロックブレーキシステム）
・	 EBFD（電子式制動力制御装置）
・	 EBA（ブレーキアシスト）
・	 ASR（トラクションコントロール）
・	 DSC（ダイナミックスタビリティコン

トロール）

●ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

電子式制動力制御装置（EBFD）を備え
た ABS システムは、ホイールがロック
しそうになると ABS が作動して、滑り
やすい路面での操縦安定性を向上させ
ます。

●EBA（ブレーキアシスト）
ブレーキアシストシステムは、急ブレー
キ時のペダルの動きに応じて作動し、ブ
レーキの効きを最大限に高めて停止距離
を短縮する装置です。

●ASR（トラクションコントロール）
路面状況に応じた制御をすることによっ
て、急加速時のホイールスピンを防止し
て、車の走行安定性を向上させる機能で
す。

●DSC（ダイナミックスタビリティ
コントロール）

4 輪のブレーキとエンジン出力を自動的
に制御することによって、旋回時の前輪
または後輪の横滑りを防止する機能で
す。

	●イグニッションをオンにしたまま、ホ
イールやタイヤ交換などの作業を行
い、シャフトを回転させると、メモ
リーに故障情報が入力されてABS
警告灯が点灯する場合があります。
シトロエン指定サービス工場にご相
談ください。
	●ABSや EBA が作動するとブレー
キペダルが振動することがあります
が、正常な作動であって故障ではあ
りません。そのままブレーキペダル
を強く踏み続けてください。

	●凍結した路面や砂地などのオフロー
ドを走行するときは、ASRシステ
ムを解除してください。
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●システムの異常
警告音とともにこの警告灯が点
灯し、メッセージが表示された
ときは ABS の機能に異常があ

ります。ブレーキをかけたときに車のコ
ントロールを失う可能性があります。通
常のブレーキは機能します。注意して速
度を下げて走行し、直ちにシトロエン指
定サービス工場にご連絡ください。

警 告 音とともにこの 警 告 灯、
ABS 警 告 灯 お よび STOP 警
告灯が点灯し、メッセージが表

示されたときはブレーキシステムに異常
があります。直ちに停車してシトロエン
指定サービス工場にご連絡ください。

ABSや EBA は、どのような状況下
でも制動距離を短くする装置ではあり
ません。
路面の摩擦によっては、かえって制動
距離が伸びることがありますので、滑
りやすい路面では慎重に運転してくだ
さい。
この装置は、正しい仕様のタイヤを適
正な状態で使用したときに効果を発揮
します。

●ASR／DSCシステムの作動
エンジンを始動すると、ASR ／ DSC
システムは自動的に作動可能状態になり
ます。車両の走行安定性に問題が生じた
ときは、システムが作動して車両を制御
します。

ASR／ DSC 警告灯（インストルメント
パネル）

ASR ／ DSC システムが 作 動
すると、この警告灯が点滅して
運転者に注意を促します。
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	●ASR ／ DSC システムは、通常の
運転状況下において安全性を向上
させるもので、オーバースピードや
危険な運転を補正する装置ではあり
ません。急カーブや滑りやすい路面
では、従来と同じく慎重に運転して
ください。この装置は、タイヤやホ
イール、ブレーキ部品、電子部品な
どの仕様が正しく、かつシトロエン
指定サービス工場で適正な整備や
修理を受けた状態で使用したときに
効果を発揮します。事故の後や大き
な衝撃を受けたときは、シトロエン
指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。
	●この装置は、正しい仕様のタイヤを
適正な状態で使用したときに効果を
発揮します。

●ASRシステムの解除
雪道や泥道で動けなくなったときなど
に、ある程度ホイールスピンをさせてタ
イヤの接地力を回復させる必要が発生し
ます。このようなときに、手動で ASR
システムの解除ができます。
ASR システムの解除は、タッチスクリー
ンで設定します。
ASR システムを解除すると、メッセージ
が表示され、運転者に ASR システムが
停止したことを知らせます。

●ASRシステムの復帰
解除したシステムは、次の状態で自動的
に復帰します。
・	 イグニッションをオフにする。
・	 時速 50km 以上で走行する。
・	 手動で復帰させるときは、タッチスク

リーンで設定します。

●ASR／DSCシステムの異常
システムに異常が発生したとき
は、警告音とともに警告灯が点
灯し、メッセージが表示されま

す。シトロエン指定サービス工場でシス
テムの点検を受けてください。
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SCR（ 選 択 式 還 元 触 媒 ） 
システム（ディーゼル車）
シ ト ロ エ ン C4 SPACETOURER は
SCR（ 選 択 式 還 元 触 媒 ）システムと
DPF（ディーゼルパティキュレートフィル
ター）を採用しています。
SCR は、AdBlue®を使用することで、
排気ガス中の窒素酸化物を低減します。

	●AdBlue の 残 量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。
AdBlue®の補充は早めに行ってく
ださい。AdBlue®の補充は、シト
ロエン指定サービス工場にお申し付
けください。
	●SCRに異常が発生したまま走行を
続けるとエンジンを始動できなくな
ります。シトロエン指定サービス工
場でシステムの点検を受けてくださ
い。

●走行可能距離の表示
AdBlue®の残量がなくなるとエンジン
を始動できなくなります。
イグニッションをオンにすると、エンジ
ンを始動できなくなるまでの走行可能距
離を表示します。

走行可能距離は、インストルメントパネ
ルのリセットボタンを押しても表示させ
ることができます。

走行可能距離が2400km以上の場合
イグニッションをオンにしてもインストル
メントパネルに走行可能距離は表示され
ません。

インストルメントパネルのボタンを押
すと走行可能距離を表示させることが
できます。

走行可能距離が600kmから2400km
の場合

イグニッションをオンにすると、警告音
とともにAdBlue®警告灯が点灯し、メッ
セージが表示されます。

AdBlue®の補充をしないと、走行中
は、300km 毎にメッセージが表示さ
れます。
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走行可能距離が 600km以内の場合

　 　

イグニッションをオンにすると、警 告
音が鳴り、AdBlue®警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯が点灯するとともに、
メッセージが表示されます。

	●AdBlue®の補充をしないと、走行
中は、30 秒毎にメッセージが表示
されます。
	●AdBlue®の残量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。･
すみやかにシトロエン指定サービス
工場でAdBlue®の補充をしてくだ
さい。

AdBlue®の残量がなくなった場合

　 　

イグニッションをオンにすると、警 告
音が鳴り、AdBlue®警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯が点灯するとともに、
メッセージが表示されます。

AdBlue®の残量がなくなったため、エ
ンジンを始動できません。直ちにシトロ
エン指定サービス工場で AdBlue®の補
充をしてください。

●SCRシステムの異常
SCR システムに異常が発生したら、次
のような警告が表示されます。
警告が続けて表示される場合は、直ちに
シトロエン指定サービス工場でシステム
の点検を受けてください。
そのまま走行を続けると、約 1100km
走行した後は、エンジンを停止すると、
再始動できなくなります。
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SCRシステムに異常がある場合

SCR システムに異常が 発 生した場 合
は、警告音とともに AdBlue®警告灯、
SERVICE 警告灯および自動診断警告
灯が点灯し、メッセージが表示されます。

一時的に警告が表示されることがあり
ますが、その後、警告灯が消灯すれ
ば SCRシステムの異常は解消されて
います。
SCRシステムの異常が解消されない
場合は、エンジンを始動するたびに警
告が表示されます。
シトロエン指定サービス工場でシステ
ムの点検を受けてください。

SCRシステムの異常により、走行可能
距離が1100km以内になった場合

SCR システムに異常が発生した後、そ
の まま 約 50km 走 行すると、警 告 音
が 鳴 り、AdBlue®警 告 灯 が 点 滅 し、
SERVICE 警告灯および自動診断警告
灯が点灯するとともに、メッセージが表
示されます。
この警告が表示されると、走行可能距離
は約 1100km 以内です。
そのまま走行を続けると、約 1100km
走行した後は、エンジンを停止すると、
再始動できなくなります。直ちにシトロ
エン指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。

SCRシステムの異常が解消されない
場合は、走行中は、30 秒毎にメッセー
ジが表示されます。
また、エンジンを始動するたびに警告
が表示されます。

SCRシステムの異常によりエンジンを始
動できなくなった場合

イグニッションをオンにすると、警 告
音が鳴り、AdBlue®警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯および自動診断警告
灯が点灯するとともに、メッセージが表
示されます。
SCR システムの異常によりエンジンを
始動できません。直ちにシトロエン指定
サービス工場でシステムの点検を受けて
ください。
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DPF（ディーゼルパティキュ
レートフィルター）（ディーゼ
ル車）
DPF（ディーゼルパティキュレートフィル
ター）は排気ガス中に含まれるススを捕
集し、燃焼（再生）処理します。
捕集したススが一定量堆積し、警告が表
示されると、時速 60km 以上の速度で
走行し、堆積したススを燃焼（再生）処
理することが必要です。

DPF の故障を防ぐため、次のことを
お守りください。
・	ススが一定量堆積し、警告が表示
されたまま長時間走行しないでくだ
さい。
・	指定以外の燃料を補給しないでくだ
さい。
・	指定以外のエンジンオイルを使用し
ないでください。

●ススの燃焼（再生）処理
DPF にススが一定量堆積する
と、SERVICE 警告灯が一時的
に点灯し、メッセージが表示さ

れます。
警告が表示されたら、道路状況を見て、
すみやかに時速 60km 以上で走行して
ください。ススの燃焼（再生）処理が行
われます。
燃 焼（ 再 生 ） 処 理 が 終 了 す る と、
SERVICE警告灯が消灯します。

警 告 音とともに SERVICE 警
告灯が点灯し、メッセージが表
示されたら、すみやかにシトロ

エン指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

	●時速 60km 以上の速度でしばらく
走行しても SERVICE 警告灯が消
灯しない場合は、シトロエン指定
サービス工場で点検を受けてくださ
い。
	●ご購入いただいてから最初の燃焼
（再生）処理中は、焦げたようなに
おいがすることがありますが、異常
ではありません。
	●長時間の低速走行後やアイドリング
運転後の発進や加速時に、排気管
から白い煙（水蒸気）が出ることが
ありますが、異常ではありません。
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ストップ＆スタート
ストップ＆スタートには交通渋滞や赤信
号などで停止しているときにエンジンを
止める停止モードと、発進するときにエ
ンジンをかけるスタートモードがありま
す。
エンジンの始動は瞬時で騒音もなく、都
市部での使用において燃費と排出ガスの
削減を可能にします。

●停止モードへの移行
以下のときに停止モードに移行します。
・	 シフトモードセレクターを Nの位置に

したりブレーキペダルを踏んで停止し
たとき

エンジンが停止すると、インス
トルメントパネルの警告灯が点
灯します。

タイマーが停止時間の積算を行います。
時間は、イグニッションをオンにするた
びにゼロにリセットされます。

停止モードのまま給油しないでくださ
い。必ず START/STOPスイッチを
押してエンジンを停止してください。

	●車庫入れなど、Rからギアを入れ替
えたときは、エンジンは数秒間停止
モードになりません。
	●停止モードによって、ブレーキの効
きやパワーステアリングに影響が出
ることはありません。

●停止モードにならないとき
以下のときは、エンジンは停止モードに
なりません。
・	 運転席のドアが開いているとき
・	 運転席のシートベルトが締められてい

ないとき
・	START/STOPスイッチを押してエ

ンジンを始動してから時速 10km を
超えていないとき

・	 エレクトリックパーキングブレーキが
作動しているとき、または操作したと
き

・	 エアコンが曇りとりモードのとき
・	 客室の温度を快適に保つためにエンジ

ンの運転が必要なとき
・	 充電その他エンジンの運転がシステム

上必要なとき

インストルメントパネルの警告
灯が数秒間点滅して消灯します
が、異常ではありません。
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●スタートモードへの移行
以下のときにスタートモードに移行しま
す。
・	 シフトモードセレクターを DかMに

してブレーキペダルを離したとき
・	 シフトモードセレクターが Nの位置で

ブレーキペダルを離し、シフトモード
セレクターを DかMに入れたとき

・	 シフトモードセレクターを Rに入れた
とき

エンジンが始動すると、インス
トルメントパネルの警告灯が消
灯します。

●自動的にスタートモードになる
とき

以下のときは、運転者への注意喚起や
制動力の確保、バッテリー電圧の維持な
どのためにエンジンが自動的にスタート
モードになります。
・	 運転席のドアを開けたとき
・	 運転席のシートベルトをはずしたとき
・	 時速 3km を超えているとき
・	 エレクトリックパーキングブレーキが

作動しているとき、または操作したと
き

・	 充電その他エンジンの運転がシステム
上必要なとき

インストルメントパネルの警告
灯が数秒間点滅して消灯します
が、異常ではありません。

●ストップ＆スタートの解除
ストップ＆スタートの解除は、タッチス
クリーンで設定します。

ストップ & スタートが解除され
ると、インストルメントパネルの
表示灯が点灯します。

停止モードのときに作動を解除する
と、ただちにエンジンが始動します。
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●ストップ＆スタートの再作動
ストップ＆スタートの再作動は、タッチ
スクリーンで設定します。

ストップ & スタートが作動する
と、インストルメントパネルの表
示灯が点灯します。

START/STOPスイッチを押してエ
ンジンを始動すると、システムは作動
状態になります。

●ストップ＆スタートの故障
インストルメントパネルの警告
灯が点滅したのち連続点灯した
ときは、システムに故障が発生

しています。シトロエン指定サービス工
場で点検を受けてください。
停止モードのときに故障した場合は、警
告灯が点灯してエンジンが始動しませ
ん。
イグニッションをオフにしてエンジンを
始動してください。

●点検時の注意点
エンジンルームでのどのような作業を行
うときも、あらかじめストップ＆スター
トの作動を解除しておいてください。エ
ンジンが急に始動して、思わぬ怪我をす
るおそれがあります。

また、このシステムではストップ＆スター
ト専用に設計されたバッテリーを使用し
ています。不適当なバッテリーの使用は
システムの故障につながります。バッテ
リーの交換はシトロエン指定サービス工
場にご相談ください。

24v 12v
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他車を検知した側のドアミラーに警告灯
が点灯します。
・	 自車が追い越しをされる場合は、追い

越そうとする車がブラインドゾーンに
進入した直後に点灯します。

・	 自車が追い越しをする場合は、追い越
してから約 1 秒後に点灯します。

●システムの作動
ブラインドスポットモニターの作動は、
タッチスクリーンで設定します。

ブラインドスポットモニターが
作動すると、インストルメント
パネルの表示灯が点灯します。

ブラインドスポットモニター

ブラインドスポットモニターは、ドアミ
ラーでの確認が困難な範囲に他車が進
入した際に、その存在を検知して運転者
に警告するシステムです。

このシステムは安全確認を補助するた
めの装備であり、ルームミラーやドア
ミラーの代わりではありません。運転
者の責任の元で、道路状況、他車と
の距離、相対速度を必ず確認し、車
線変更などを行ってください。
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以下の条件を満たすとき、車両を検知し
てドアミラーの警告灯が点灯します。
・	 自車を含めた周囲すべての車が同じ方

向に走行している
・	 時速 12km 以上で走行している
・	 追い越しをしている場合、他車との速

度差が時速 10km 未満
・	 追い越される場合、他車との速度差が

時速 25km 未満
・	 道路状況が混雑していない
・	 追い越しをしている場合、追い越し状

態が継続していて、かつ追い越された
車両が依然としてブラインドゾーンに
ある

・	 直線またはゆるやかなカーブを走行し
ている

・	 トレーラー等をけん引していない

以下の物や状況の場合、警告灯は点灯しません。
・	 静止している物（駐車している車、壁、街灯、道路標識）
・	 自車とは逆方向に走行している車
・	 曲がりくねった道や角度のきついカーブを走行しているとき
・	 大型車を追い越す（または追い越される）とき

（大型車の先頭部分が運転者の視界にあり、かつ大型車の後方部分がブラインドゾーン
にあることを検知したとき）

・	 道路状況が混雑しているとき
（前方の車とブラインドゾーンにある車を同時に検知するため、システムは大型車と判
断がつかない）

・	 急速に追い越すとき
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●システムの解除
ブラインドスポットモニターの解除は、
タッチスクリーンで設定します。

ブラインドスポットモニターが
解除されると、インストルメン
トパネルの表示灯が消灯しま
す。

	●イグニッションをオフにしても、シ
ステムの作動／解除の設定は保持さ
れます。
	●シトロエン推奨のけん引装置を使用
する場合は、システムが自動的に解
除されます。

●システムの故障
システムに異常が発生したときは、表
示灯が点滅した後に消灯するとともに、
SERVICE 警告灯が点灯し、メッセージ
が表示されます。シトロエン指定サービ
ス工場でシステムの点検を受けてくださ
い。

	●システムは雨や雪などの天候に左右
される可能性があります。
	●濡れた路面を走行しているときに、
霧状の水しぶきなどを誤って検知す
ることがあります。
	●ドアミラーにある警告ゾーン、フロ
ントバンパーおよびリアバンパーに
あるセンサーをステッカーなどで覆
わないでください。システムの妨げ
となり、正常に機能しません。
	●悪天候や冬期には、泥や氷雪など
でセンサーが覆われないように注意
してください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも 30cm 以上フ
ロントバンパーおよびリアバンパーに
あるセンサーから離してご使用くださ
い。
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●アクティブブラインドスポットモ
ニター*

アクティブブラインドスポットモニター
は、方向指示器を作動させて車線変更
をし、走行車線の車線マーカーを越えた
ときにブラインドスポットモニターが他
車の存在を検知した場合、他車を検知し
た側のドアミラーに警告灯が点灯するの
に加え、ハンドル操作を自動修正して衝
突を避ける支援をします。
アクティブブラインドスポットモニター
は、ブラインドスポットモニターおよび
レーンキープアシストが作動していると
きに作動します。
レーンキープアシストの詳細は「レーン
キープアシスト」項を参照してください。

レーンキープアシスト
カメラが走行車線の車線マーカーを検知
し、車両が車線を逸脱する可能性がある
と判断したとき、警告表示とハンドル操
作を自動修正して衝突を避ける支援をし
ます。

レーンキープアシストの作動中
は、警告灯が点滅します。

	●レーンキープアシストが作動すると、
ハンドルが自動的に動いてハンドル
操作を修正します。
	●レーンキープアシストが作動しても、
運転者がハンドルをしっかり持ち操
作を行うことで、ハンドル操作の自
動修正を中断することができます。

●動作条件
レーンキープアシストは以下のすべての
条件を満たしているときに作動します。
・	 時速 65km 以上で走行しているとき
・	 道路上に車線マーカーがあるとき
・	 運転者がハンドルを両手でしっかり

持っているとき
・	 方向指示器が作動していないとき
・	 ESC システムが正常に作動している

とき

レーンキープアシストは、脇見運転や
ぼんやり運転などの前方不注意や雨、
霧などの視界不良を補助するものでは
ありません。ハンドルをしっかり持ち、
前方に注意し安全運転に努めて走行し
てください。安全の確保は運転者の義
務です。
また、長時間の運転などで疲れている
ときは適度な休憩をとってください。

* 仕様により異なります。
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	●ハンドル操作の自動修正が行われる
とき、運転者がハンドルをしっかり
持っていないと判断すると、システ
ムはハンドル操作の自動修正を中断
し、警告を表示して運転者に注意を
促します。
	●方向指示器が作動している間と方
向指示器の作動停止後の数秒間は、
車両が車線を逸脱する可能性があ
ると判断されても、システムは運転
者による意図的な車線変更と判断
し、ハンドル操作の自動修正を行い
ません。

	●アクティブブラインドスポットモニ
ターが他車を検知して、ドアミラー
に警告が点灯している間は、方向指
示器が作動していても、車両が車線
を逸脱する可能性があると判断した
場合、システムはハンドル操作の自
動修正を行い運転者に注意を促し
ます。*

●システムの作動と解除
レーンキープアシストの作動と解除は、
タッチスクリーンで設定します。

イグニッションをオフにしてもシステム
の設定の記憶は残ります。

以下のようなときは、システムが正常に
作動しないことがあります。
・	 視界が悪いとき（周囲が十分に明るく

ない、雪、雨、霧など）
・	 前方から強い光（太陽光や対向車両の

ハイビームなど）を受けたとき
・	 路面の水たまりの反射光が強いとき
・	 トンネルの出入り口など、明るさに急

な変化があったとき
・	 カメラの前のフロントウィンドウに泥

や雪、汚れなどが付着しているとき
・	 車線マーカーが検知しにくいとき（不

明瞭、汚れや雪などで隠れている）
・	 消された車線マーカーがまだ見えてい

る道路を走行するとき
・	 道路のつなぎ目、線状の補修痕などが

あるとき
・	 前方の車両に近付きすぎたとき
・	 細く曲がりくねった道路を走行すると

き
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●警告表示

インストルメントパネルの表示 意味

レーンキープアシストは解除されています。

レーンキープアシストは作動していますが、動作条件を満たしていません。

 
トレーラーをけん引している、スペースセーバータイヤを装着しているなどを検知し、レーンキープアシ
ストが自動的に解除された、または作動を中止しました。

車線マーカーを検知しました。
時速 65km 以上で走行しています。

 

・	 車両が車線を逸脱する可能性があると判断し、ハンドル操作の自動修正をしました。この表示の場合、
システムは車両が左側の車線を逸脱する可能性があると判断しています。

・	 ハンドル操作の自動修正中、システムは運転者がハンドルをしっかり持っていないと判断し、ハンド
ル操作の自動修正を中断しました。警告音とともにメッセージが表示され、運転者が適切なハンドル
操作を行うように注意を促します。

・	 ハンドル操作の自動修正中、車両が車線を逸脱したと判断しました。警告音とともにメッセージが表
示され、運転者が適切なハンドル操作を行うように注意を促します。

インストルメントパネルのディスプレイモードはドライブに設定してください。
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●システムの異常
 システムに異常がある場

合、警告音とともに警告
灯が点灯し、メッセージ

が表示されます。シトロエン指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

●作動が中止される条件
レーンキープアシストは、以下のいずれ
かの条件に当てはまったときに、作動が
中止します。
・	 ESC システムが解除されたとき
・	 ESC システムが車両を制御している

とき
・	 時速 65km 以下で走行しているとき
・	 トレーラー等をけん引したとき
・	 スペースセーバータイヤを装着したと

き（運転者の操作により作動を解除し
てください）

・	 急なハンドル操作、アクセル操作、ブ
レーキ操作を検知したとき

・	 道路上に車線マーカーがないとき
・	 方向指示器を作動させたとき
・	 角度のきついカーブを走行していると

き
・	 カーブ内側の車線マーカーに近付いた

とき
・	 ハンドル操作の自動修正中に運転者の

対処が行われなかったとき

以下のようなときは、レーンキープア
シストを解除してください。思わぬ事
故につながるおそれがあります。
・	路面状態の良くない道路を走行して
いるとき

・	滑りやすい路面を走行しているとき
・	不安定な路面を走行しているとき
・	悪天候のとき
・	サーキットなどを走行しているとき
・	点検などで車両をローラーに乗せ
て走行しているとき

・	トレーラー等をけん引しているとき

フロントウィンドウに泥や雪などが付
着するとカメラが正常に作動しませ
ん。常に汚れを落としてください。
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ドライバーアテンション 
アラート
ドライバーアテンションアラートには以
下の２つの機能が備わっています。
・	 連続運転警告
・	 疲労検知システム *

ドライバーアテンションアラートは、
運転時間やハンドル操作から運転者の
疲労増加や注意力の低下を検知し、運
転者へ休憩をとるように促すシステム
です。疲労時の運転を補助するもので
はありません。システムを過信せず、
十分に休憩をとり、安全運転に努めて
適切なハンドル操作をしてください。

●連続運転警告

連続運転警告は、運転者が休憩をとら
ずに時速 65km 以上で 2 時間以上走行
したとシステムが検知したとき、警告音
とともにメッセージを表示し、運転者に
休憩をとるように促します。

時速 65km 以下で走行しているとき
は走行時間として積算されません。

連続運転警告は、次のような対処が行
われるまで、1 時間おきに警告を表示し
ます。
・	 エンジンがかかっている状態で、15

分以上停止した
・	 イグニッションをオフにして数分間経

過した
・	 運転席のシートベルトをはずしてドア

を開けた

* 仕様により異なります。
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●疲労検知システム*

疲労検知システムは、フロントウィンド
ウ上部のカメラで走行車線の車線マー
カーを検知し、車両のふらつきから運転
者の疲労増加や注意力の低下を判断し、
警告音とともにメッセージを表示して運
転者に休憩をとるように促します。
高速道路や自動車専用道路など、時速
65km 以上で走行しているときの使用
が効果的です。

疲労検知システムが車両のふらつきを検
知すると、警告音とともにメッセージを
表示します。
走行状態が改善されない場合、4 回目
の警告からは異なる警告音とともにメッ
セージが表示されます。

路面の状態が悪い道路の走行中や、
強い風が吹いているときなどは、運転
者の疲労の増加や注意力の低下の程
度に関わらず、警告を表示することが
あります。

●システムの作動と解除
ドライバーアテンションアラートの作動
と解除は、タッチスクリーンで設定しま
す。
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以下のようなときは、システムが正常に
作動しないことがあります。
・	 視界が悪いとき（周囲が十分に明るく

ない、雪、雨、霧など）
・	 前方から強い光（太陽光や対向車両の

ハイビームなど）を受けたとき
・	 路面の水たまりの反射光が強いとき
・	 トンネルの出入り口など、明るさに急

な変化があったとき
・	 カメラの前のフロントウィンドウに泥

や雪、汚れなどが付着しているとき
・	 車線マーカーが検知しにくいとき（不

明瞭、汚れや雪などで隠れている）
・	 消された車線マーカーがまだ見えてい

る道路を走行するとき
・	 道路のつなぎ目、線状の補修痕などが

あるとき
・	 前方の車両に近付きすぎたとき
・	 細く曲がりくねった道路を走行すると

き

フロントウィンドウに泥や雪などが付
着するとカメラが正常に作動しませ
ん。常に汚れを落としてください。
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アクティブセーフティ 
ブレーキ

アクティブセーフティブレーキは、フロン
トウィンドウのカメラとフロントバンパー
のレーダーにより同じ方向に走行してい
る前方の車両や停車中の車両、歩行者
を検知します。

アクティブセーフティブレーキには以下
の 3 つの機能が備わっています。
・	 ディスタンスアラート
・	 エマージェンシーブレーキ
・	 インテリジェントエマージェンシーブ

レーキアシスト

システムは時速 7km 以上で走行中に作
動します。時速 5km 以下では作動しま
せん。

アクティブセーフティブレーキは、以下
のようなときは、前方の車両や歩行者を
検知しないことがあります。
・	 視界が悪いとき（周囲が十分に明るく

ない、雪、雨、霧など）
・	 前方から強い光（太陽光や対向車両の

ハイビームなど）を受けたとき
・	 路面の水たまりの反射光が強いとき
・	 トンネルの出入り口など、明るさに急

な変化があったとき
・	 カメラの前のフロントウィンドウに泥

や雪、汚れなどが付着しているとき

	●アクティブセーフティブレーキは、
どのような状況下でも衝突を回避で
きるシステムではありません。シス
テムを過信せず、安全運転に努めて
適切な車間距離を保って走行してく
ださい。安全の確保は運転者の義
務です。
	●ブレーキの作動をアクティブセーフ
ティブレーキのみに頼らないでくだ
さい。衝突事故を起こすことがあり
ます。常に車間距離に注意して走行
し、運転者の判断でブレーキを踏む
などの適切な操作をしてください。

アクティブセーフティブレーキは、以
下の車両などは検知しません。
・	対向車線を走行している車両
・	前方を横切って通過する車両
・	自転車、オートバイ、動物
・	路上の落下物
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●ディスタンスアラート
前方の車両との車間距離や走行車線に
進入した歩行者との距離が設定した警告
時間を下回ると警告を表示します。

ディスタンスアラートの警告表示機能
警告レベル1：設定した警告時
間を下回っているときに警告が
表示され、メッセージが表示さ

れます。
警告レベル 2：警告レベル1 の
状態が持続し、さらに前方の車
両との接近状況から、そのまま

では衝突に至ると判断されたときは、警
告が表示されるとともに警告音が鳴り、
メッセージが表示されます。

	●警告レベル 2は、車間距離だけで
はなく自車両および前方の車両の
速度差や自車両の運転操作の状態、
旋回中かどうかなどの情報を総合し
て表示されます。
	●自車両の接近速度が高いとき、警
告レベル1を経ずに警告レベル 2
が表示されることがあります。

警告時間の設定
警告を開始する時間の設定は、タッチス
クリーンで行います。
警告時間は以下の 3 種類から選択でき
ます。
・	長：早めに警告が表示されます。
・	ノーマル：標準的な警告時間です。
・	車間距離　短：やや遅れて警告が表示

されます。

	●警告時間を車間距離　短に設定す
ると、警告レベル1を経ずに警告レ
ベル2が表示されます。
	●イグニッションをオフにしても、警
告時間の設定の記憶は残ります。

●エマージェンシーブレーキ

ディスタンスアラートの警告が表示され
た後も運転者が衝突回避動作を取らな
かったとき、自動ブレーキが作動し、衝
突回避を支援したり、衝突時の速度を低
減します。
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エマージェンシーブレーキの作
動中は、警告灯が点滅します。
ただし、エマージェンシーブレー

キが作動しても、運転者が適切なハンド
ル操作を行い、しっかりと停止するまで
ブレーキペダルを踏み続けてください。

	●次のようなときは、システムによる
ブレーキの作動が解除されます。
・	アクセルペダルを踏み込んだとき
・	ハンドルを大きく、または素早く
きったとき
	●運転者がハンドル操作をしていると
き、アクセルペダルやブレーキペダ
ルを踏んでいるときは、エマージェ
ンシーブレーキの作動が遅れたり、
作動しない場合があります。
	●エマージェンシーブレーキによる自
動ブレーキで車両が停止すると、車
両が停止してから約 2秒後にブレー
キが自動的に解除されます。ブレー
キペダルを踏んでクリープ現象によ
る車の発進を防止してください。
	●自動ブレーキの作動中はストップラ
ンプが点灯します。

動作条件
エマージェンシーブレーキは以下のとき
に作動します。
・	 時速 5km 以上で走行中に、走行中の

前方車両を検知したとき
・	 時速 80km 以下で走行中に、停車中

の前方車両を検知したとき
・	 時速 60km 以下で走行中に、歩行者

を検知したとき
・	 ESC システムが正常に作動している

とき
・	 乗員全員がシートベルトを着用してい

るとき
・	 直線道路を一定の速度で走行している

とき

●インテリジェントエマージェン
シーブレーキアシスト

運転者のブレーキ操作が不十分でも、衝
突の危険があるときに自動ブレーキが作
動します。

インテリジェントエマージェンシーブ
レーキアシストは運転者がブレーキ操
作を行ったときにのみ作動します。
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●システムの作動と解除
アクティブセーフティブレーキの作動と
解除は、タッチスクリーンで設定します。

システムを解除すると、警告灯
が点灯します。

エンジンを始動すると、システムは作
動状態になります。

●システムの異常
システムに異常が発生したとき
は、警告音とともに警告灯が点
灯し、メッセージが表示されま
す。

警告が表示されたら、カメラの前のフ
ロントウィンドウやフロントバンパーの
レーダーに泥や雪、汚れなどが付着して
いないか確認してください。
警告が消えない場合は、シトロエン指定
サービス工場で点検を受けてください。

事故の後や大きな衝撃を受けるとシス
テムが自動的にオフになります。シト
ロエン指定サービス工場でシステムの
点検を受けてください。

以下のようなときは、アクティブセー
フティブレーキを解除してください。
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。
・	トレーラー等をけん引しているとき
・	ルーフ上に長い荷物を積んでいると
き

・	エンジンを始動したまま自走式の洗
車機を使用するとき

・	点検などで車両をローラーに乗せ
て走行しているとき

・	エンジンを始動した状態でけん引さ
れるとき

・	スペースセーバータイヤを装着して
走行しているとき

・	フロントウィンドウのカメラ周辺に
衝撃を受けたとき

・	フロントバンパーに損傷があるとき
・	ストップランプが故障しているとき

* 仕様により異なります。
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	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。
	●冬期に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。

	●フロントウィンドウやフロントバン
パーに泥や雪などが付着するとカ
メラやレーダーが正常に作動しませ
ん。常に汚れを落としてください。
	●フロントバンパーの塗装や塗装面の
修復はシトロエン指定サービス工場
にご相談ください。塗料の種類に
よってはレーダーが正常に作動しな
くなることがあります。

スピードリミットインフォメー
ション

スピードリミットインフォメーションは、
カメラが車両の速度規制標識を認識し
て、インストルメントパネルに制限速度
を表示する機能です。
インストルメントパネルに表示された制
限速度は、クルーズコントロール*、スピー
ドリミッター、アクティブクルーズコント
ロール * やアクティブクルーズコントロー
ル（ブレーキサポート付）* の走行速度
に設定することができます。

スピードリミットインフォメーションが
正しく作動するために、スピードメー
ターの速度の単位は必ず km/h 表示
を使用してください。誤ってmph表示
（マイル）にすると、正確な速度を認
識できず、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

●スピードリミットインフォメー
ションの作動／解除

スピードリミットインフォメーションの作
動／解除は、タッチスクリーンで設定し
ます。
以下のようなときは、システムが正常に
作動しないことがあります。
・	 視界が悪いとき（周囲が十分に明るく

ない、雪、雨、霧など）
・	 フロントウィンドウが汚れている、

曇っている、雪が積もっている、ステッ
カーを貼っている、カメラ部分が覆わ
れているとき

・	 カメラが故障したとき
・	 速度規制標識が車、立木、汚れなどに

よって見えにくいとき
・	 速度規制標識が損傷するなどしていて

見えにくいとき

以下のような個別の状況に応じて規制さ
れた速度制限は認識されません。
・	 悪天候（雨、雪、霧など）
・	 大気汚染
・	 トレーラー等のけん引
・	 ス ペ ー ス セ ー バ ー タ イ ヤ や ス ノ ー

チェーンを装着しての走行
・	 パンク修理キットで応急修理をしたタ

イヤでの走行
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●インストルメントパネルの表示
スピードリミットインフォメーションの情
報は、インストルメントパネル内のディス
プレイに表示されます。

①：速度規制標識の制限速度表示

制限速度を示します

速度規制区間が終了したことを
示します

②：速度設定可能表示
③：現在のスピード表示

●制限速度の表示

スピードリミットインフォメーションは作
動していますが、認識した速度規制標識
はありません。

スピードリミットインフォメーションが速
度規制標識を認識し、制限速度を表示
しました。

表示された制限速度が設定速度として
記憶されました。

* 仕様により異なります。
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●速度の設定
インストルメントパネルに表示された制
限速度をクルーズコントロール *、スピー
ドリミッター、アクティブクルーズコント
ロール * やアクティブクルーズコントロー
ル（ブレーキサポート付）* の走行速度
に設定することができます。

1.	 速度を設定したい機能に合わせ、ス
テアリングのスピードリミッター
／クルーズコントロール切り替えス
イッチ④を回します。

2.	 スピードリミットインフォメーショ
ンが速度規制標識を認識し、制限速
度を表示したら、MEMが点滅しま
す。

3.	 ステアリングのスイッチ⑤を押して、
表示された制限速度を設定速度とし
て受け付けます。

4.	 再度ステアリングのスイッチ⑤を押
して設定速度を記憶します。

認識された速度制限と現在の設定速
度の差が10km 以下のときは、MEM
は表示されません。
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	●スピードリミットインフォメーション
は、法定速度を守った走行や、安
全運転を支援する機能です。システ
ムを過信せず、運転者の責任の元
で速度規制標識を確認し、走行速
度には十分注意してください。
	●速度規制標識の角度や配置、汚れ、
気象条件（雨、雪、光など）によっ
ては、カメラが速度規制標識を正し
く読み取ることができなかったり、
制限速度を表示しない場合がありま
す。

泥や雪などが付着するとフロントウィ
ンドウにあるカメラが正常に作動しま
せん。常に汚れを落としてください。

アクティブクル ーズコント
ロール*
アクティブクルーズコントロールは、ア
クセルペダルを踏まなくてもドライバー
によって設定された速度を一定に保って
走行し、前方の車両との距離が接近した
場合には自動的に速度を落としてあらか
じめ設定した車間距離を保つ機能です。
設定できる速度は時速 40km 以上です。
設定できる車間距離は車間距離　短、標
準、車間距離　長の 3 段階です。また、
シフトモードセレクターが Dまたは M
で 2 速以上のときに作動します。

アクティブクルーズコントロールでは、
減速はエンジンブレーキのみで行な
い、ブレーキの自動操作は行ないませ
ん。このため、前方の車両が急速に速
度を落としたり、下り坂を走行してい
る場合などに、車間距離が設定した
距離よりも短くなることがあります。

●作動が中止される条件
アクティブクルーズコントロールは、以
下のいずれかの条件に当てはまったとき
に、作動が中止します。
・	 ステアリングのシステムの一時停止／

復帰スイッチを押したとき
・	 ブレーキペダルが踏まれたとき
・	 ESC が作動したとき
・	 エレクトリックパーキングブレーキが

操作されたとき
・	 前方の車両に、設定した距離よりも接

近したとき
・	 前方の車両の速度が、一定の速度より

低下したとき
・	 自車両の速度が、設定速度より時速

30km 以上低下したとき

* 仕様により異なります。
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	●速度を変更するときに急加速また
は急減速することがありますので、
十分注意してください。
	●交通量が多い道路や滑りやすい路
面では、アクティブクルーズコント
ロールを使用しないでください。思
わぬ事故を起こすおそれがありま
す。
	●アクティブクルーズコントロールシ
ステムを作動させている場合におい
ても、常に車間距離に注意して走行
してください。前を走行している車
両との車間距離を適切に保つのは、
運転者の義務です。
	●アクティブクルーズコントロールシ
ステムを使用しない場合には、アク
ティブクルーズコントロール機能を
オフにしてください。誤ってシステ
ムが働いてしまうのを防止します。
	●道路状況や交通状況に応じた車速
を設定してください。誤った速度設
定は事故につながる恐れがありま
す。

●コントロールスイッチ

アクティブクルーズコントロールは、ス
テアリング左側のスイッチを使用して設
定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：速度設定／設定速度の減少
③：速度設定／設定速度の増加
④：システムの一時停止／復帰
⑤：スピードリミットインフォメーショ

ンの表示速度受付
⑥：車間距離の表示と設定

●インストルメントパネルの表示
クルーズコントロールの情報は、インス
トルメントパネル内のディスプレイに表
示されます。

⑦：クルーズコントロールオン／オフ状
況表示

⑧：クルーズコントロールモード選択表
示／速度調整状況表示

⑨：設定スピード表示
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●アクティブクルーズコントロー
ルとクルーズコントロールの切
り替え

アクティブクルーズコントロール機能を
使用するには、事前にクルーズコントロー
ルとアクティブクルーズコントロールの
切り替えが必要です。
切り替えは、タッチスクリーンで設定し
ます。

●アクティブクルーズコントロール
の設定

ステアリングのスピードリミッター／ク
ルーズコントロール切り替えスイッチ①
を CRUISE 側に回すと、アクティブク
ルーズコントロール機能が使用可能にな
りますが、速度は設定されていません。
0または LIMITの位置に回すとオフに
なります。

車間距離の初期設定は標準になって
います。

●走行速度の設定
希望する速度（時速 40km 以上）で走
行中にスイッチ②か③を押すと、その速
度が記憶されて自動的にその速度を維持
して走行します。
スピードリミットインフォメーションが認
識した速度規制標識の制限速度を、ス
イッチ⑤の操作で走行速度に設定するこ
とができます。詳細は「スピードリミット
インフォメーション」項を参照してくださ
い。

イグニッションをオフにしたり、スピー
ドリミッター／クルーズコントロール切
り替えスイッチを 0または LIMITの
位置にすると設定速度の記憶が消去
されます。

●設定速度の変更
定速走行中に、スイッチ②を押すと設定
速度が減少し、スイッチ③を押すと増加
します。短く押すと1km ／ h ずつ、長く
押すと 5km ／ h ずつ速度が変化します。
またはアクセルペダルを踏んで加速した
後にスイッチ②か③を押すと、あらため
てその速度にセットされます。
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●車間距離の設定
スイッチ⑥の操作で希望する車間距離を
設定します。

1.	 スイッチ⑥を押して車間距離設定を
表示させます。

2.	 スイッチ⑥を押して車間距離を切り
替えます。

設定できる車間距離は、車間距離　短、
標準、車間距離　長の 3 段階です。
イグニッションをオフにしたり、スピード
リミッター／クルーズコントロール切り替
えスイッチを 0または LIMITに回すと
オフになりますが、車間距離の設定の記
憶は残ります。

●システムの異常
システムに異常がある場合は、警告音と
ともにメッセージが表示されます。シト
ロエン指定サービス工場で点検を受けて
ください。

	●クルーズコントロールを使用中で
も、アクセルペダルを踏んで加速す
ることができます。その際、速度の
表示が点滅します。アクセルペダル
から足を離すと元の速度で走行しま
す。
	●急な下り坂など、アクセルペダルを
踏まなくても設定の速度を超えてし
まう場合にも速度表示が点滅しま
す。
	●距離を測定しているレーダーはフロ
ントバンパー部にあります。泥や雪
などが付着するとレーダーが正常に
作動しません。常に汚れを落として
ください。
	●フロントバンパーの塗装や塗装面の
修復はシトロエン指定サービス工場
にご相談ください。塗料の種類に
よってはレーダーが正常に作動しな
くなることがあります。
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●距離と速度調整状況の表示

インストルメントパネルの表示 意味

検知範囲内の前方に車両がいません。通常のクルーズコントロールとして作動しています。

検知範囲内の前方に車両がいますが、設定した距離以上の車間が空いています。通常のクルーズコン
トロールとして作動しています。

設定した距離以内に車両がいます。自動的にエンジンブレーキをかけて設定された車間を保っていま
す。速度が時速 97km になりました。メッセージが表示されます。

速度の調整範囲（時速 30km まで）を超えました。速度表示が点滅し、アクティブクルーズコントロー
ル機能が中止されることをお知らせします。メッセージが表示されます。

速度の調整範囲（時速 30km まで）を超えましたが、運転者の反応（車線変更や速度の変更）がないため、
アクティブクルーズコントロール機能を中止しています。警告音とメッセージが表示されます。
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	●一度中止されたアクティブクルーズ
コントロールは、スイッチ②か③を
押して新たな速度を設定する、また
はスイッチ④を押して元の速度で再
開することができます。
	●インストルメントパネルの表示モー
ドはドライブに設定してください。

●レーダーが検知できない状況

オートバイなどの幅の狭い車両

車線の中央を走行していない車両

車線変更や旋回時

アクティブクルーズコントロールでは、
以下の車両は検知しません。
・	停止している車両
・	対向車線を走行している車両
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アクティブクルーズコント
ロール（ブレーキサポート
付）*
アクティブクルーズコントロール（ブレー
キサポート付）は、アクセルペダルを踏
まなくてもドライバーによって設定され
た速度を一定に保って走行し、前方の車
両との距離が接近した場合には自動的に
速度を落としてあらかじめ設定した車間
距離を保ったり、ブレーキの自動操作を
行い車両を停止させる機能です。自動ブ
レーキの作動中はストップランプが点灯
します。
設定できる速度は時速 30km 以上です。
設定できる車間距離は車間距離　短、標
準、車間距離　長の 3 段階です。また、
シフトモードセレクターが Dまたは M
のときに作動します。

●作動が中止される条件
アクティブクルーズコントロールは、以
下のいずれかの条件に当てはまったとき
に、作動が中止します。
・	 ステアリングのシステムの一時停止／

復帰スイッチを押したとき
・	 ESC システムが作動したとき
・	 ブレーキペダルが踏まれたとき
・	 エレクトリックパーキングブレーキが

操作されたとき
・	 シフトモードセレクターを Dから N

にしたとき

	●速度を変更するときに急加速また
は急減速することがありますので、
十分注意してください。
	●アクティブクルーズコントロールシ
ステムを作動させている場合におい
ても、常に車間距離に注意して走行
してください。前を走行している車
両との車間距離を適切に保つのは、
運転者の義務です。

	●アクティブクルーズコントロールシ
ステムを使用しない場合には、アク
ティブクルーズコントロール機能を
オフにしてください。誤ってシステ
ムが働いてしまうのを防止します。
	●以下のようなときは、アクティブク
ルーズコントロールを解除してくだ
さい。思わぬ事故につながるおそれ
があります。
・	市街地
・	交通量が多い道路
・	滑りやすい路面
・	曲がりくねった道路
・	勾配の激しい道路
・	旋回するとき
・	ラウンドアバウトに進入するとき
・	細い車両の後方を走行していると
き

・	雪が降っているとき
・	フロントバンパーに損傷があると
き

・	ストップランプが故障していると
き

・	車両のフロント部にアクセサリー
を取り付けたり、塗装をしたとき
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・	サーキットなどを走行していると
き
・	点検などで車両をローラーに乗
せて走行しているとき
・	スノーチェーンやスパイクタイヤ
を装着して走行しているとき
・	スペースセーバータイヤを装着し
て走行しているとき
・	トレーラー等をけん引していると
き
	●道路状況や交通状況に応じた車速
を設定してください。誤った速度設
定は事故につながる恐れがありま
す。

* 仕様により異なります。

●コントロールスイッチ

アクティブクルーズコントロールは、ス
テアリング左側のスイッチを使用して設
定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：速度設定／設定速度の減少
③：速度設定／設定速度の増加
④：システムの一時停止／復帰
⑤：スピードリミットインフォメーショ

ンの表示速度受付
⑥：車間距離の表示と設定

●インストルメントパネルの表示
クルーズコントロールの情報は、インス
トルメントパネル内のディスプレイに表
示されます。



3-52

運転装置の使いかた

３

⑦：前方車両の有無表示
⑧：クルーズコントロールオン／オフ状

況表示
⑨：設定スピード表示
⑩：自動ブレーキによる車両停止時の表

示
⑪：速度規制標識の制限速度表示
⑫：車間距離設定表示
⑬：前方車両の位置表示

	●システムが前方の車両を検知する
と、前方車両の有無表示⑦のアイコ
ンが塗りつぶされた状態で表示され
ます。
	●インストルメントパネルの表示モー
ドをドライブに設定すると、車間距
離設定表示⑫と前方車両の位置表
示⑬が表示されます。

●アクティブクルーズコントロール
（ブレーキサポート付）の設定

ステアリングのスピードリミッター／ク
ルーズコントロール切り替えスイッチ①
を CRUISE 側に回すと、アクティブク
ルーズコントロール機能が使用可能にな
りますが、速度は設定されていません。
0または LIMITの位置に回すとオフに
なります。

車間距離の初期設定は標準になって
います。

●走行速度の設定
希望する速度（時速 30km 以上）で走
行中にスイッチ②か③を押すと、その速
度が記憶されて自動的にその速度を維持
して走行します（クルーズコントロールオ
ン／オフ状況表示⑧が緑色に点灯）。
スピードリミットインフォメーションが認
識した速度規制標識の制限速度を、ス
イッチ⑤の操作で走行速度に設定するこ
とができます。詳細は「スピードリミット
インフォメーション」項を参照してくださ
い。

イグニッションをオフにしたり、スピー
ドリミッター／クルーズコントロール切
り替えスイッチを 0または LIMITの
位置にすると設定速度の記憶が消去
されます。
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●設定速度の変更
定速走行中に、スイッチ②を押すと設定
速度が減少し、スイッチ③を押すと増加
します。短く押すと1km ／ h ずつ、長く
押すと 5km ／ h ずつ速度が変化します。
またはアクセルペダルを踏んで加速した
後にスイッチ②か③を押すと、あらため
てその速度にセットされます。

●車間距離の設定

スイッチ⑥の操作で希望する車間距離を
設定します。

1.	 スイッチ⑥を押して車間距離設定を
表示させます。

2.	 スイッチ⑥を押して車間距離を切り
替えます。

設定できる車間距離は、車間距離　短、
標準、車間距離　長の 3 段階です。
イグニッションをオフにしたり、スピード
リミッター／クルーズコントロール切り替
えスイッチを 0または LIMITの位置に
回すとオフになりますが、車間距離の設
定の記憶は残ります。

●システムの異常
システムに異常がある場合は、
警告音とともに警告灯が点灯し、

メッセージが表示されます。シトロエン
指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

	●クルーズコントロールを使用中で
も、アクセルペダルを踏んで加速す
ることができます。その際、速度の
表示が消灯します。アクセルペダル
から足を離すと元の速度で走行しま
す。
	●距離を測定しているレーダーはフロ
ントバンパー部にあります。泥や雪
などが付着するとレーダーが正常に
作動しません。常に汚れを落として
ください。
	●フロントバンパーの塗装や塗装面の
修復はシトロエン指定サービス工場
にご相談ください。塗料の種類に
よってはレーダーが正常に作動しな
くなることがあります。



3-54

運転装置の使いかた

３

●距離と速度調整状況の表示

インストルメントパネルの表示 意味
検知範囲内の前方に車両がいません。
クルーズコントロールは作動していません。
メッセージが表示されます。

検知範囲内の前方に車両がいますが、設定した距離以上の車間が空いています。
クルーズコントロールは作動していません。
メッセージが表示されます。

70
検知範囲内の前方に車両がいません。
通常のクルーズコントロールとして作動しています。
メッセージが表示されます。

70
検知範囲内の前方に車両がいますが、設定した距離以上の車間が空いています。
アクティブクルーズコントロールとして作動しています。
メッセージが表示されます。

または
運転者がアクセルペダルを踏み込んで加速しました。
一時的にアクティブクルーズコントロール機能を中止しています。
メッセージが表示されます。

70  
状況に応じて、アクセルペダルを踏み込んで加速するか、ブレーキペダルを踏んで速度を落と
してください。
警告音とともにメッセージが表示されます。

 70  

前方の車両との車間距離が急激に短くなりました。
そのままでは衝突に至ると判断されたため、ブレーキペダルを踏むなど、すぐに運転者の操作
が必要です。
警告音とともにメッセージが表示されます。
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インストルメントパネルの表示 意味

70
または

70

車両の走行速度や道路状況が適さないために、アクティブクルーズコントロール機能を作動で
きません。
メッセージが表示されます。

または

自動ブレーキにより車両が停止しました。アクティブクルーズコントロール機能を中止していま
す。
発進するには、アクセルペダルの操作が必要です。
メッセージが表示されます。

以下のようなときは、ブレーキペダルを踏むなど、すぐに運転者の操作を行ってください。
・	前方の車両が急速に速度を落としたとき
・	前方の車両と自車両の間に急に別の車両が進入したとき

	●一度中止されたアクティブクルーズコントロールは、時速 30km 以上で走行中に、スイッチ②か③を押して新たな速度を設定する、
またはスイッチ④を押して元の速度で再開することができます。
	●自動ブレーキにより車両が停止した後、運転者による操作がない場合は、数分後に自動的にエレクトリックパーキングブレーキが作
動します。
	●インストルメントパネルの表示モードはドライブに設定してください。
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●レーダーが検知できない状況

オートバイなどの幅の狭い車両

車線の中央を走行していない車両

旋回時

車線変更時

アクティブクルーズコントロールでは、
以下の車両や歩行者などは検知しま
せん。
・	停止している車両
・	対向車線を走行している車両
・	前方を横切って通過する車両
・	歩行者、自転車、動物

* 仕様により異なります。
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クルーズコントロール*
クルーズコントロールは、ドライバーに
よって時速 40km 以上で設定された速
度（シフトモードセレクター Dまたはマ
ニュアルモードのときは 2 速以上）を、
アクセルペダルを踏まなくても道路の状
態にかかわりなく常に一定に保って走行
する機能です。

クルーズコントロールは、ステアリング
左側のスイッチを使用して設定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：速度設定／設定速度の減少
③：速度設定／設定速度の増加
④：システムの一時停止／復帰
⑤：スピードリミットインフォメーショ

ンの表示速度受付

●表示パネル

クルーズコントロールの情報は、インス
トルメントパネル内のディスプレイに表
示されます。
⑥：クルーズコントロールオン／オフ状

況表示
⑦：クルーズコントロールモード選択表

示
⑧：設定スピード表示
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●クルーズコントロールの設定

ステアリングのスピードリミッター／ク
ルーズコントロール切り替えスイッチ①
を CRUISE 側に回すと、クルーズコン
トロール機能が使用可能になりますが、
速度は設定されていません。
0または LIMITの位置に回すとオフに
なります。

●走行速度の設定
希望する速度（時速 40km 以上）で走
行中にスイッチ②または③を押すと、そ
の速度が記憶されて自動的にその速度
を維持して走行します。
スピードリミットインフォメーションが認
識した速度規制標識の制限速度を、ス
イッチ⑤の操作で走行速度に設定するこ
とができます。詳細は「スピードリミット
インフォメーション」項を参照してくださ
い。

クルーズコントロールを過信せず、走
行速度には十分注意してください。

クルーズコントロールを使用中でも、
アクセルペダルを踏んで加速すること
ができます。その際、速度の表示が点
滅します。アクセルペダルから足を離
すと元の速度で走行します。
急な下り坂など、アクセルペダルを踏
まなくても設定の速度を超えてしまう
場合にも速度表示が点滅します。

●設定速度の変更
定速走行中に、スイッチ②を押すと設定
速度が減少し、スイッチ③を押すと増加
します。短く押すと1km ／ h ずつ、長く
押すと 5km ／ h ずつ速度が変化します。
またはアクセルペダルを踏んで加速した
後にスイッチ②か③を押すと、あらため
てその速度にセットされます。

●設定速度の解除
スイッチ④を押すか、ブレーキペダルを
踏むと、クルーズコントロールが解除さ
れます。また、最低速度や使用ギアの範
囲を超えたとき、ESC が作動したとき
にも解除されます。
解除後、再度スイッチ④を押すと最後の
設定速度に戻ります。
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●設定速度の消去
イグニッションをオフにしたり、スピード
リミッター／クルーズコントロール切り替
えスイッチを 0にすると設定速度の記憶
が消去されます。

●システムの異常

速度表示が消えて−が数秒間点滅してい
るときは、システムに異常があります。
シトロエン指定サービス工場でシステム
の点検を受けてください。

	●スイッチ②または③を押し続けて速
度を変更するとき、急加速または急
減速することがありますので十分注
意してください。
	●交通量が多い道路や滑りやすい路
面では、クルーズコントロールを使
用しないでください。思わぬ事故を
起こすおそれがあります。
	●クルーズコントロールシステムを作
動させている場合においても、適切
な車間距離を保って走行してくださ
い。前を走行している車両との車間
距離を適切に保つのは、運転者の
義務です。
	●クルーズコントロールシステムを使
用しない場合には、クルーズコント
ロール機能をオフにしてください。･
誤ってシステムが働いてしまうのを
防止します。
	●道路状況や交通状況に応じた車速
を設定してください。誤った速度設
定は事故につながるおそれがありま
す。

スピードリミッター
スピードリミッターは、あらかじめドラ
イバーが設定した速度（最低時速 30km
以上）を越えて走行しないようにする機
能です。設定速度以上にアクセルペダル
を踏み込んでも加速しません。
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スピードリミッターは、ステアリング左
側のスイッチを使用して設定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：設定速度の減少
③：設定速度の増加
④：システムの作動／停止
⑤：スピードリミットインフォメーショ

ンの表示速度受付

スピードリミッターを過信せず、走行
速度には十分注意してください。

●表示パネル

スピードリミッターの情報は、インスト
ルメントパネル内のディスプレイに表示
されます。
⑥：スピードリミッターオン／オフ状況

表示
⑦：スピードリミッターモード選択表示
⑧：設定スピード表示

●スピードリミッターの設定

ステアリングのスピードリミッター／ク
ルーズコントロール切り替えスイッチ①
を LIMIT側に回すと、スピードリミッター
機能が使用可能になり、設定速度が表
示されます（機能は停止されています）。
イグニッションをオフにしたり、スピード
リミッター／クルーズコントロール切り替
えスイッチを 0または CRUISEにする
とシステムはオフになりますが、設定速
度の記憶は残ります。
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●最高速度の設定
ステアリングのスイッチ②か③を押して、
希望する速度を設定します。スイッチ②
を押すと設定速度が減少し、スイッチ③
を押すと増加します。
短く押すと1km ／ h ずつ、長く押すと
5km ／ h ずつ速度が変化します。
スピードリミットインフォメーションが認
識した速度規制標識の制限速度を、ス
イッチ⑤の操作で走行速度に設定するこ
とができます。詳細は「スピードリミット
インフォメーション」項を参照してくださ
い。

●スピードリミッターの作動
スイッチ④を押すと、スピードリミッター
が作動します。アクセルペダルを踏み込
んでもその速度以上では走行しません。
再度スイッチ④を押すと、解除されます。

スピードリミッターが作動中でも、ア
クセルペダルをいっぱいに踏みこむこ
とで一時的に加速することができま
す。その際、速度の表示が点滅します。
急な下り坂など、アクセルペダルを踏
まなくても設定速度を超えてしまう場
合にも速度の表示が点滅します。

●システムの異常

速度表示が消えて−が数秒間点滅してい
るときは、システムに異常があります。
シトロエン指定サービス工場でシステム
の点検を受けてください。
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バック／フロントソナー

フロント／リアバンパーに埋め込まれた
センサーが障害物（歩行者、車、立木、
門など）を検知します。
システムは、以下のときに作動します。
・	 エンジン回転中にシフトモードセレク

ターを Rに入れる
・	 時速 10km 以下で前進しているとき

システムは、以下のときに解除になりま
す。
・	 シフトモードセレクターを R以外に入

れる
・	 時速 10km 以上で前進する
・	 前進方向で 3 秒以上停止する

障害物に接近すると警告音の頻度が上
がり、およそ 30cm 以内に接近すると
連続した警告音に変わり、危険を表すア
イコンが表示されます。

●システムの設定
システムの機能をオン／オフす
るには、タッチスクリーンで設
定します。機能がオフのときは、

表示灯が点灯します。

●システムの異常
この機能に異常があると、シフ
トモードセレクターを R に入れ
ると警告音とともにメッセージ

が表示され、警告灯が数秒間点滅し、そ
の後点灯します。
シトロエン指定サービス工場にご連絡く
ださい。
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障害物の形状によってはセンサーが検
知できないことがあります。システム
を過信せず、目視で障害物の有無を
確認してください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも 30cm 以上フ
ロントバンパーおよびリアバンパーに
あるセンサーから離してご使用くださ
い。

	●フロント／リアバンパーのセンサー
が、泥や雪などで覆われていると障
害物の検知ができません。
	●フロント／リアバンパーの真下付近
は検知しません。
	●けん引するときや自転車用リアキャ
リアを装着しているときは、システ
ムを解除する必要があります。
	●走行中、車、トラック、ドリルなど
の騒音によって警告音が鳴ることが
あります。
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バックカメラ

シフトモードセレクターを Rに入れると、
テールゲートの番号表示灯横に取り付け
られたカメラからの映像がインストルメ
ントパネルに映し出されます。

バックカメラは、テールゲートが閉まっ
た状態でご使用ください。

映像には距離や車幅の目安となるライン
が表示されます。
・	 青いライン：ドアミラーを除いた車幅

の目安です。
・	 赤いライン：バンパーの後方約 30cm

の目安です。
・	 緑色のライン：それぞれバンパーから

1m、2m 後方の目安です。

	●バックカメラは運転を補助する機能
です。システムを過信せず、安全運
転に努めて適切な操作をしてくださ
い。安全の確保は運転者の義務で
す。
	●バックカメラの映し出す映像を過信
せず、必ず目視での確認も行ってく
ださい。

カメラより上の部分は映し出されませ
ん。高さのある障害物などには注意し
てください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも 30cm 以上カ
メラから離してご使用ください。
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360°ビジョン

フロントバンパー、テールゲート、ドア
ミラーに取り付けられた 4 台のカメラが
インストルメントパネルに車両周囲の映
像を映し出し、駐車や出庫の際の安全確
認を補助します。
システムは時速 15km 以下で走行して
いるときに作動し、時速 30km 以上で
解除されます。

	●360°ビジョンは運転を補助する機
能です。システムを過信せず、安全
運転に努めて適切な操作をしてくだ
さい。安全の確保は運転者の義務
です。
	●360°ビジョンの映し出す映像を過
信せず、必ず目視での確認も行って
ください。

●システムの作動と解除
システムをオン／オフするには、タッチ
スクリーンで設定します。

1.	 	タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 ドライビング機能をタッチします。
3.	 360°ビジョンをタッチします。
4.	 以下のアイコンをタッチして、イン

ストルメントパネルに映し出したい
映像を選択または解除します。

フロントカメラ

360°カメラ

リアカメラ

システムの解除
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洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも 30cm 以上カ
メラから離してご使用ください。

	●時速15km 以上で走行するとイン
ストルメントパネルの映像がオフに
なります。
	●カメラレンズの特性により映像がゆ
がむことがあります。
	●気象条件などにより、映像が見えに
くくなることがあります。また、夜
間など暗い場所では画質が低下し
ます。
	●カメラに泥や雪などが付着すると映
像の映りが悪くなります。常に汚れ
を落としてください。

●フロントビュー

フロントバンパーに取り付けられたカメ
ラがインストルメントパネルに車両左右
前方の映像を映し出します。

●リアビュー

テールゲートに取り付けられたカメラが
インストルメントパネルに車両後方の映
像を映し出します。
映像には距離や車幅の目安となるライン
が表示されます。
・	 青いライン：ドアミラーを除いた車幅

の目安です。
・	 赤いライン：バンパーの後方約 30cm

の目安です。
・	 緑色のライン：それぞれバンパーから

1m、2m 後方の目安です。

シフトモードセレクターが Rの位置に
あるときは自動的に作動します。



3-67

運転装置の使いかた

３

●360°ビジョン

フロントバンパー、テールゲート、ドア
ミラーに取り付けられたカメラがインス
トルメントパネルに車両を上から見たよ
うな映像を映し出します。

ドアやテールゲートを開けるとインス
トルメントパネルに映し出されたリア
ビュー、360°ビジョンの映像が乱れ
ます。

パークアシスト
パークアシストは、センサーによって駐
車可能なスペースを検知し、自動的にス
テアリング操作を行います。
運転者は画面に表示された指示に従っ
て、アクセルペダル、ブレーキペダルお
よびシフトモードセレクターの操作を行
います。駐車スペースによっては、数回
切り返しを行なうことがあります。
また、パークアシストは以下の条件で解
除されます。
・	 けん引しているとき
・	 運転席側ドアが開いているとき
・	 時速 70km 以上で走行しているとき

	●パークアシストは運転を補助する機
能です。システムを過信せず、安全
運転に努めて適切な操作をしてくだ
さい。安全の確保は運転者の義務
です。
	●センサーは、小さな障害物を検知し
ないことがあります。必ず目視での
確認も行ってください。

パークアシストでは、以下の 3 種類の駐
車および発進を行うことができます。

・	 縦列駐車する

・	 縦列駐車から発進する

・	 垂直に駐車する
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自動操作によってステアリングホイー
ルが速く動くことがあります。スポー
ク部に手を入れたり、ステアリングホ
イールに巻き付くようなものは、遠ざ
けてください。

	●パークアシストは切り返しを4回ま
で行ないます。4 回の切り返しでも
正しく駐車（発進）できなかった場
合は、手動で操作してください。
	●パークアシストが駐車可能スペース
を測定しているときは、バック／フ
ロントソナーは作動しません。
	●パークアシストがステアリングアシ
ストを行っているときは、バック／
フロントソナーが自動的に作動し、
障害物を検知した場合に警告音が
鳴ります。
	●パークアシストの作動中は、ブライ
ンドスポットセンサーは作動しませ
ん。

●縦列駐車する

1.	 駐車できそうな場所の手前でスイッ
チを押します。
オプションのナビゲーションや、TV
が表示されているときは、スイッチ
を押す前にナビゲーション以外の画
面にしておいてください。

2.	 タッチスクリーンの「縦列駐車」を
タッチします。

3.	 方向指示器で、駐車スペースがある
方向を指定します。

4.	 指 示 に 従 っ て、 ゆ っ く り（ 時 速
20km 以下）前進します。

駐車している車両との間の距離を
0.5m 〜1.5mとって走行してくださ
い。
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ます。前進の表示が消えチャイムが
鳴るまで前進を続けてください。

6.	 車を止め、シフトモードセレクター
を Rに入れます。

7.	 アクセルペダルを踏み、ゆっくり（時
速 7km 以下）後退します。

8.	 自動的にステアリング操作が行われ
ます。ステアリングから手を離して
ください。

9.	 駐車が完了すると自動的にパークア
シストが終了します。

切り返しが必要な場合は前進や後退の
指示が表示されます。画面に従ってシ
フトモードセレクターとアクセルペダ
ルの操作を行ってください。前進や後
退をするたびに自動的にステアリング
が操作されます。
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●縦列駐車から発進する

1.	 スイッチを押します。
オプションのナビゲーションや、TV
が表示されているときは、スイッチ
を押す前にナビゲーション以外の画
面にしておいてください。

2.	 タッチスクリーンの「縦列から出る」
をタッチします。

3.	 方向指示器で、発進する方向を指定
します。

4.	 アクセルペダルを踏み、ゆっくり（時
速 5km 以下）前進します。

5.	 自動的にステアリング操作が行われ
ます。

切り返しが必要な場合は前進や後退の
指示が表示されます。画面に従ってシ
フトモードセレクターとアクセルペダ
ルの操作を行ってください。前進や後
退をするたびに自動的にステアリング
が操作されます。

6.	 駐車スペースから出ると自動的に
パークアシストが終了します。
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●垂直に駐車する

1.	 駐車できそうな場所の手前でスイッ
チを押します。
オプションのナビゲーションや、TV
が表示されているときは、スイッチ
を押す前にナビゲーション以外の画
面にしておいてください。

2.	 タッチスクリーンの「並列駐車」を
タッチします。

3.	 方向指示器で、駐車スペースがある
方向を指定します。

4.	 指 示 に 従 っ て、 ゆ っ く り（ 時 速
20km 以下）前進します。

駐車している車両との間の距離を
0.5m 〜1.5mとって走行してくださ
い。

5.	 センサーが駐車可能かどうか測定し
ます。前進の表示が消えチャイムが
鳴るまで前進を続けてください。

6.	 車を止め、シフトモードセレクター
を Rに入れます。
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速 7km 以下）後退します。

8.	 自動的にステアリング操作が行われ
ます。ステアリングから手を離して
ください。

9.	 駐車が完了すると自動的にパークア
シストが終了します。

切り返しが必要な場合は前進や後退の
指示が表示されます。画面に従ってシ
フトモードセレクターとアクセルペダ
ルの操作を行ってください。前進や後
退をするたびに自動的にステアリング
が操作されます。

●パークアシストの解除
パークアシストの動作中に再度スイッチ
を押すとパークアシストを解除すること
ができます。
また、以下のときには、パークアシスト
が自動的に解除されます。
・	 イグニッションをオフにしたとき
・	 エンジンが停止したとき
・	 駐車方法を選択してから 5 分以上運転

操作が行われなかったとき
・	 長時間車を停止させているとき
・	 ESC が作動したとき
・	 速度が制限を超えたとき
・	 運転者がステアリング操作を行ったと

き
・	 4 回切り返しを行ったとき
・	 運転席側ドアが開いたとき
・	 フロントタイヤへの衝撃が検知された

とき
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●システムの異常
システムに異常がある場合は、
警告音とともにこの警告灯が点
滅します。シトロエン指定サー

ビス工場で点検を受けてください。
パークアシストの動作中はこの表示灯が
点灯します。動作中に異常が発生した場
合には消灯します。

パワーステアリングに異常
がある場合には、この警告
灯が点滅するとともにメッ
セージが表示されます。シ

トロエン指定サービス工場で点検を受け
てください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも 30cm 以上セ
ンサーから離してご使用ください。

	●駐車可能スペースが広すぎるとセン
サーが正確に距離を測定できませ
ん。また、システムはスペースの中
央に車両を誘導しますので、2 台分
のスペースが連続してあるときは手
動で位置を修整する必要がある場
合があります。
	●自車両の外形寸法からはみ出すよう
な積載物（スキーなど）を積んでい
る場合は、取りはずしてください。
	●泥や雪などが付着するとセンサーが
正常に作動しません。常に汚れを落
としてください。
	●駐車や発進の際、バックカメラや
360°ビジョンを併用することをお
勧めします。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

インストルメントパネル

●メーター
1.	 タコメーター（表示モードにより

異なります）
2.	 シフトポジション
3.	 デジタルスピードメーター
4.	 クルーズコントロール／ 

スピードリミッター表示
5.	 燃料計
6.	 オドメーター
7.	 トリップメーター

8.	 現在再生中のメディア*
9.	 ドライブコンピューター（表示

モードにより異なります）
10.	 外気温度計（青色警告灯：凍結の

おそれあり）

●スイッチ
A.	 サービスインジケーター 

呼び出しボタン／リセットボタン 
走行可能距離表示ボタン（ディーゼ
ル車）

スピードメーターの速度の単位は必ず
km/h 表示を使用してください。誤っ
てmph 表示（マイル）にすると、正確
な速度を認識できず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

* 仕様により異なります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

●インストルメントパネルのディス
プレイゾーン

ディスプレイゾーンA
ディスプレイゾーンAには以下が表示さ
れます。
・	 スピードメーター
・	 警告灯
・	 燃料計
・	 その他の表示灯など

	●警告灯および表示灯は、重要度の
高い順に左から表示されます。
	●機能のオン／オフを示す表示灯は、
所定の位置に表示されます。

ディスプレイゾーンB
ディスプレイゾーン Bには以下の 4 種類
の表示モードから画面を選択して表示す
ることができます。
・	ダイヤル
・	ドライブ
・	最少
・	パーソナル

表示モードを最少に設定すると、イン
ストルメントパネルのディスプレイゾー
ンAに最小限の情報のみ表示されま
す。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

●表示モードの設定

ステアリングスイッチのモードダイヤル
を回すとインストルメントパネルのディス
プレイゾーン Bの表示モードが切り替わ
ります。

●表示モードの種類

ダイヤル

ドライブコンピューター、タコメーター
が表示されます。

ドライブ

車間距離表示の画面などが表示されま
す。

* 仕様により異なります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

パーソナル

ドライブコンピューター、メディア *、タ
コメーター、冷却水温度計などを、お好
みに合わせて表示することができます。
パーソナルの表示は、タッチスクリーン
で設定します。

●言語の設定
インストルメントパネルとタッチスクリー
ンの言語を切り替えるには、タッチスク
リーンで設定します。

初期設定は日本語になっています。

●カラースキームの設定
カラースキームを選択して、インストルメ
ントパネルの画面のデザインを変更する
ことができます。カラースキームの選択
は、タッチスクリーンで設定します。
インストルメントパネルのカラースキー
ムは、タッチスクリーンのカラースキー
ムの設定と連動しています。

システムのバージョンによって、設定
できる項目や表示内容が異なります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯類
表示灯は、作動状態を表示するものと機能停止を表示するものがあります。
いくつかの表示灯は、点灯状態と点滅状態で異なる意味を表すものがあります。また、ひとつの表示灯で通常の作動状態を表示してい
る場合と、故障を表している場合とがあります。
例：パーキングブレーキがかかっている／ブレーキシステムに異常がある。

●作動状態を表示する表示灯

表示灯 状態 意味 対処方法

左方向 
ウインカー

点滅／ブザー
ライトスイッチレバーが下に動
かされています。

ライトスイッチレバーを水平にすると消灯します。

右方向 
ウインカー

点滅／ブザー
ライトスイッチレバーが上に動か
されています。

同上

ポジション 
ランプ

点灯
ライトスイッチがポジションラン
プの位置にあります。

ライトスイッチレバーを 0にすると消灯します。

ロービーム 点灯
ライトスイッチがロービームの
位置にあります。

同上

ハイビーム 点灯
ライトスイッチレバーが手前に
引かれています。

ライトスイッチレバーを再度手前に引くとロービームに戻
ります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯 状態 意味 対処方法

インテリジェン
トハイビーム

点灯

タッチスクリーンの設定で機能
が有効になっていて、ライトス
イッチが AUTO の位置にあり
ます。
周囲の明るさや運転状況によ
り、ロービームが点灯していま
す。

フロントウィンドウ上部のカメラが周囲の明るさや運転
状況を検知し、ハイビーム／ロービームの切り替えを行
います。
詳細は「インテリジェントハイビーム」項を参照してくだ
さい。

点灯

タッチスクリーンの設定で機能
が有効になっていて、ライトス
イッチが AUTO の位置にあり
ます。
周囲の明るさや運転状況によ
り、ハイビームが点灯していま
す。

フロント 
フォグランプ

点灯
ライトスイッチレバーのリングを
前方へ回しました。

ライトスイッチレバーのリングを後方へ回すと消灯しま
す。

リア 
フォグランプ

点灯
ライトスイッチレバーのリングを
2回前方へ回しました。

ライトスイッチレバーのリングを後方へ回すと消灯しま
す。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯 状態 意味 対処方法

エレクトリック
パーキング 
ブレーキ

点灯
エレクトリックパーキングブ
レーキがかかっています。

アクセルペダルを踏むと、エレクトリックパーキングブ
レーキが自動的に解除されます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パーキングブレーキスイッ
チを押してエレクトリックパーキングブレーキを解除して
ください。

予熱表示灯
（ディーゼル車）

点灯
START/STOP スイッチを押し
ました。

予熱表示灯が消灯したら、ブレーキペダルを踏んでいる
ときにエンジンが始動します。
予熱表示灯の点灯時間は、気温によって変化します（最
長約30 秒）。
エンジンがかからないときは、イグニッションをオフに
し、再度エンジン始動の操作を行い、予熱表示灯が消
灯するのを待ってください。

ブラインドスポッ
トセンサー

点灯
ブラインドスポットセンサー機
能が作動しています。

詳細は「ブラインドスポットモニター」項を参照してくだ
さい。

パークアシスト 点灯
パークアシスト機能が作動に
なっています。

詳細は「パークアシスト」項を参照してください。

オートワイパー 点灯
オートワイパー機能が有効に
なっています。

OFF にするには、レバーをもう一度押し下げるか、また
は 0以外のポジションに戻します。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯 状態 意味 対処方法

助手席 
エアバッグ ON

点灯

助手席エアバッグキャンセルス
イッチがONの位置にあります。
助手席エアバッグは作動可能で
す。チャイルドシートを進行方
向に対して後ろ向きに取り付け
ないでください。

助手席エアバッグを作動しないようにしたいときは、
OFF 位置にしてください。この場合、チャイルドシート
を後ろ向きに取り付けることができます。

ストップ & 
スタート

点灯
赤信号などで停止したときに、
ストップ＆スタートによってエン
ジンが停止しています。

発進時には警告灯が消灯し、自動的にエンジンがかかり
ます。

数秒間点滅して
消灯

停止モードが一時的に使用不
可、または自動的にスタートモー
ドになりました。

詳細は「ストップ＆スタート」項を参照してください。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた
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●機能停止を表示する表示灯

表示灯 状態 意味 対処方法

助手席 
エアバッグ OFF

点灯

助手席エアバッグキャンセルス
イッチが OFF 位置にあります。
助手席エアバッグは作動しませ
ん。
チャイルドシートを進行方向に
対して後ろ向きに取り付けるこ
とができます。

助手席エアバッグを作動するようにしたいときは、ON
位置にしてください。この場合、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けないでください。

アクティブセーフ
ティブレーキ　

OFF
点灯／メッセージ

アクティブセーフティブレーキ
機能が解除されています。

詳細は「アクティブセーフティブレーキ」項を参照してく
ださい。

ストップ & 
スタート

点灯
ストップ& スタートシステムが
解除されています。

タッチスクリーンの設定からシステムを復帰させてくだ
さい。
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警告灯類
イグニッションがオンになると、警告灯類が数秒間点灯します。エンジンが始動するとそれらの警告灯は消えます。
いずれかの警告灯が、車が動き出す前まで点灯していたり、走行中に点灯または点滅したときは、関連する情報を参照してください。
いくつかの警告灯は、点灯状態と点滅状態で異なる意味を表すものがあります。また、ひとつの警告灯で通常の作動状態を表示してい
る場合と、故障を表している場合とがあります。
また、警告音やメッセージ表示とともに点灯するものがあります。
例：パーキングブレーキがかかっている／ブレーキシステムに異常がある。

警告灯 状態 意味 対処方法

STOP
点灯／
警告音／
メッセージ

エンジン、ブレーキ、パワース
テアリングなどに異常が発生し
ています。

直ちに車を安全な場所に停止させ、エンジンを止め、
シトロエン指定サービス工場へご連絡ください。

または SERVICE

点灯（一時的）／･
メッセージ

軽微な不良が発生しているおそ
れがあります。

表示されたメッセージと連動しています。
・	ドア、テールゲート、ボンネットの開閉状況
・	DPF（ディーゼルパティキュレートフィルター）にス
スが一定量堆積した（ディーゼル車）、など

解決しない場合は、直ちにシトロエン指定サービス工
場へご連絡ください。

点灯／･
メッセージ

重大な不良が発生しているおそ
れがあります。

表示されたメッセージと連動しています。
直ちにシトロエン指定サービス工場へご連絡くださ
い。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた
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警告灯 状態 意味 対処方法

または SERVICE
（ディーゼル車）

点灯（サービ
スインジケー
ターのスパナ
マークが点滅
し、その後点

灯）

定期点検整備時期を経過してい
ます。

直ちにシトロエン指定サービス工場で定期点検整備を
受けてください。

レーンキープ 
アシスト

点灯
レーンキープアシスト機能が解
除または中止されています。

詳細は「レーンキープアシスト」項を参照してください。

点滅

方向指示器が作動していないと
き、車線マーカーを逸脱する可
能性があると判断されました。
ハンドル操作の自動修正が行わ
れます。

点灯／警告音／･
メッセージ
（SERVICE
警告灯も点灯）

レーンキープアシスト機能に異
常があります。

レーンキープアシスト機能が作動していません。
注意して走行し、シトロエン指定サービス工場で点検
を受けてください。
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警告灯 状態 意味 対処方法

エレクトリック
パーキング 
ブレーキ

点滅

走行中：エレクトリックパーキン
グブレーキが解除されていませ
ん。

スイッチを押して、パーキングブレーキを完全に解除し
てください。
問題が解消されない場合は、直ちに安全で水平な場所
に車を停止させ、シトロエン指定サービス工場にご連
絡ください。

停車中：エレクトリックパーキ
ングブレーキは作動しています
が、締結のための十分な力を発
生しません。

直ちに安全な場所に停車して、シフトモードセレクター
を Pにして輪止めをしてください。

エレクトリック
パーキング 

ブレーキ故障
点灯

エレクトリックパーキングブ
レーキに故障が発生していま
す。

直ちに停車させ、シトロエン指定サービス工場にご連
絡ください。パーキングブレーキは手動操作のみ可能
です。詳細は「エレクトリックパーキングブレーキ」項
を参照してください。

オートマチック
エレクトリック

パーキング 
ブレーキ

点灯
（メッセージ）

オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能に異常
があるか、解除されています。

オートマチックエレクトリックパーキングブレーキ機能
がオンのときに自動作動しない場合は、シトロエン指
定サービス工場にご連絡ください。

ブレーキ

点灯
ブレーキ液量が大幅に低下して
います。

直ちに安全な場所に車を停止させ、シトロエン推奨の
ブレーキ液を補給してください。
問題が解消されない場合は、シトロエン指定サービス
工場で点検を受けてください。

点灯･
(ABS 警告灯
も点灯 )

電子式制動力制御装置（EBFD）
に異常が発生しています。

直ちに安全な場所に車を停止させ、シトロエン指定
サービス工場で点検を受けてください。
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警告灯 状態 意味 対処方法

ABS（アンチ
ロックブレーキ）

点灯
アンチロックブレーキシステム
に異常が発生しています。

通常のブレーキとして機能します。
注意して速度を下げて走行し、直ちにシトロエン指定
サービス工場にご連絡ください。

ESC
点灯

ESCシステムに異常が発生して
います。

シトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

点滅 ESCシステムが作動中です。
システムは正常です。安定した走行に戻ると消灯しま
す。

アクティブセー
フティブレーキ

点滅
アクティブセーフティブレーキの
自動ブレーキが作動中です。

前方の車両との衝突速度を抑制するために自動的にブ
レーキが作動しました。ブレーキを踏んでスピードを
落としてください。

点灯／警告音／
メッセージ

アクティブセーフティブレーキ
機能に異常があります。

シトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

自動診断
点灯

排気ガス浄化システムに異常が
発生しています。

エンジンを始動しても警告灯が消えない場合は、直ち
にシトロエン指定サービス工場にご連絡ください。

点滅
エンジン制御システムに異常が
発生しています。

触媒コンバーターが損傷するおそれがあります。シト
ロエン指定サービス工場で点検を受けてください。
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警告灯 状態 意味 対処方法

燃料残量
点灯／警告音
／メッセージ

燃料の残量が約 6リットル以下
になりました。

燃料が少なくなっています。早めに燃料を補給してくだ
さい。イグニッションをオンにするたびに警告灯は点
灯します。
燃料タンクの容量は、ガソリン車が約 57リットル、
ディーゼル車が約 55リットルです。
燃料がなくなるまで、走行を続けないでください。排
気ガス浄化システムおよび点火系統が損傷するおそれ
があります。

シートベルト
点灯または･
点滅／警告音

シートベルトを着用していませ
ん。
着用していたシートベルトをは
ずしました。

ベルトを引き出しバックルに差し込んでください。
警告音はシートベルトを着用するまで続きます。

エアバッグ

点灯（一時的）
システムの点検中です。（数秒
間点灯した後に消灯）

エンジンを始動すると消灯します。
警告灯が消えない場合は、シトロエン指定サービス工
場で点検を受けてください。

点灯
エアバッグまたはシートベルト
プリテンションシステムに異常
が発生しています。

シトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

助手席エア 
バッグ

点滅
助手席エアバッグシステムに異
常が発生しています。

助手席に乗車しないでください。
シトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。
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警告灯 状態 意味 対処方法

ディレクショナ
ルヘッドライト

点滅
ディレクショナルヘッドライトに
異常が発生しています。

シトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

半ドア

点灯／メッ
セージ（時速
10km 以下）

ドアまたはテールゲートが開い
ています。

ドアまたはテールゲートを閉めてください。点灯／警告音
／メッセージ
（時速10km

以上）

バッテリー 点灯
充電機能に異常が発生していま
す。

エンジンを始動すると消灯します。
警告灯が消えない場合は、シトロエン指定サービス工
場で点検を受けてください。

冷却水温 赤く点灯
冷却水の温度が過大に上昇して
います。

直ちに安全な場所に車を停車させてください。冷却水
の補給が必要な場合は、エンジンが冷えてから補給し
てください。
問題が解消されない場合は、シトロエン指定サービス
工場で点検を受けてください。

エンジン油圧 点灯 油圧が不足しています。
直ちに安全な場所に車を停車させ、シトロエン指定
サービス工場にご連絡ください。



4-17

メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

警告灯 状態 意味 対処方法

タイヤ空気圧

点灯／警告音／
メッセージ

タイヤの空気圧に異常がありま
す。

タイヤの空気圧を確認して必要な処置をしてください。

点滅後に点灯
（SERVICE
警告灯も点灯）

タイヤ空気圧警告システムに異
常が発生しています。システム
は作動していません。

タイヤの空気圧を確認して必要な処置をしてください。
シトロエン指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

AdBlue®

（ディーゼル車）

点灯／警告音／･
メッセージ

AdBlue®の残量が少なくなっ
ています。
走行可能距離は 600km から
2400kmです。

早めにシトロエン指定サービス工場でAdBlue®の補
充をしてください。

点滅／警告音／･
メッセージ
（SERVICE 
警告灯も点灯）

AdBlue®の残量がわずかに
なっています。
走行可能距離は 600km 以内
です。

すみやかにシトロエン指定サービス工場でAdBlue®
の補充をしてください。

AdBlue®の残量がなくなりま
した。
エンジンを始動できません。

直ちにシトロエン指定サービス工場でAdBlue®の補
充をしてください。
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警告灯 状態 意味 対処方法

SCR システム
（ディーゼル車）

点灯／警告音／･
メッセージ

（SERVICE 警
告灯と自動診断
警告灯も点灯）

SCRシステムに異常が発生して
います。

一時的に警告が表示されることがありますが、その後、
警告灯が消灯すれば SCRシステムの異常は解消され
ています。
SCRシステムの異常が解消されない場合は、エンジ
ンを始動するたびに警告が表示されます。
シトロエン指定サービス工場でシステムの点検を受け
てください。

点滅／警告音／･
メッセージ

（SERVICE 警
告灯と自動診断
警告灯も点灯）

SCRシステムに異常が発生して
います。
走行可能距離は1100km 以内
です。

直ちにシトロエン指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。

SCRシステムの異常によりエン
ジンを始動できません。

直ちにシトロエン指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。

	●STOP 警告灯と連動して警告灯が表示されたときは直ちに車を停止させてください。
	●警告灯が表示される故障は、深刻なケガや車両へのダメージを引き起こすおそれがあります。安全な場所に停車し点検してください
（6-3 ページ参照）。

高速道路など自動車専用道路での燃料切れは、道路交通法違反になります。走行前に燃料が十分あることを確認してください。
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冷却水温度計

冷却水温度計が Aのゾーンにあるとき
は、水温は適正です。
冷却水温度計が B のゾーンにあるとき
は、オーバーヒートの状態です。冷却水
温警告灯と STOP 警告灯が点灯して、
警告音とともにメッセージが表示されま
す。
直ちに車を安全な場所に止めて、ボン
ネットを開けてください。
そのまましばらく冷却水温度計が下がる
のを待ってください。
シトロエン指定サービス工場へご連絡く
ださい。

エンジンが冷えてから、冷却水を補充
してください。冷却系等には圧力がか
かっています。やけどを防ぐために、
キャップを2回転ほど回し、圧力を逃
してから、キャップをはずして冷却水
を補充してください。

冷却水温度計は、インストルメントパ
ネルの表示モードがパーソナルで、冷
却水温度計が選択されているときに
表示されます。
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サービスインジケーター

サービスインジケーターは、お客様に次
回のメーカー推奨点検時期がいつ頃かを
お知らせするものです。

●作動
次回の点検まで 3000km 以内になった
とき、イグニッションをオンにした後の
数秒間、スパナのマークが表示され、次
回の点検までのおよその残りキロ数が表
示されます。
また、表示が消えた後、リセットボタン
を押すと数秒間表示されます。

例：次回の点検までおよそ 2800km で
あることを示しています。この表示
は数秒間表示されます。

その後は本来の機能に戻り、オドメー
ターとして機能します。

次回の点検まで 900kmであることを示
しています。この表示は数秒間表示され
ます。

その後はオドメーターとして機能します
が、1000km 以 内の 場 合 はス パナの
マークは残ります。

●点検時期を経過した場合
イグニッションをオンにした後の数秒間、
スパナのマークが点滅し、点検時期経過
後のおよその走行キロ数がマイナス表示
されます。

ディーゼル車は、SERVICE 警
告灯も点灯します。

例：点 検 時 期 を 経 過して から お よそ
300km 走行したことを示していま
す。この表示は数秒間表示されます。

その後はオドメーターとして機能します
が、スパナのマークは残ります。
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●点検時期のお知らせは、走行距離と
前回の点検時期から割り出されてい
ます。最後の点検から2 年を経過
した場合にもスパナマークが点灯し
ます。
	●ディーゼル車は、エンジンオイルの
状態からも点検時期のお知らせを割
り出しています。運転の状況により、
通常より早くスパナマークが点灯す
る場合があります。

●ゼロリセット

リセットはシトロエン指定サービス工場
にて点検終了後に行いますが、お客様が
ご自分でリセットする際には以下の方法
で行います。
1.	 イグニッションをオフにします。
2.	 インストルメントパネルのリセット

ボタンを押し続けます。
3.	 イグニッションをオンにします。
4.	 数字のカウントダウンが始まります。
5.	 カウントダウンが終了したら、押し

ていたリセットボタンを離します。
6.	 リセットが完了。スパナのマークが

消えます。

	●シトロエン指定サービス工場では、
定期点検が完了したときにサービス
インジケーターをリセットして、次
の定期点検時期をお知らせするよう
にしています。もし、サービスイン
ジケーターを継続してご使用になり
たいときは、車をお預けの際にシト
ロエン指定サービス工場の担当者に
お伝えください。
	●リセット直後にバッテリーをはずす
と、リセットが無効になります。ド
アを施錠して少なくとも 5分間待っ
てから、バッテリーをはずしてくだ
さい。
	●リセットボタンを押すと、数秒間点
検時期を再表示させることができま
す。
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エンジン油量インジケーター*
イグニッションをオンにすると、インスト
ルメントパネルに油量の状態が数秒間表
示されます。
油量は、車体が水平な場所にあってエン
ジン停止後 30 分以上経過しているとき
に正確に表示されます。

エンジンオイル量は正常です。

エンジンオイル量が少なくなっています。

メッセージが表示されます。エンジンオ
イルレベルゲージで正確な量を確認し、
少ないときは補充してください。エンジ
ンオイルが少ないまま使用すると、エン
ジンが損傷するおそれがあります。

オイルレベルセンサーの故障

車体を水平な場所に置き、エンジン停止
後 30 分以上経過してからエンジンオイ
ルレベルゲージで測定してください。油
量に問題がなければ、オイルレベルセン
サーが故障しているので、シトロエン指
定サービス工場にご連絡ください。

 オイルレベルゲージ

ゲージには 2 ヶ所のマー
クがあります。

A：オイル量最大
	 これを超えないように

してください。

B：オイル量最少
	 AとBの間になるよう

にオイルを補充してく
ださい。

* 仕様により異なります。
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インストルメントパネルの
調整（リセット、明るさ調整）

●オド／トリップメーター
運転席ドアを開ける、またはイグニッショ
ンをオンにするとオド／トリップメーター
が表示されます。

左：指定した区間の距離数（トリップメー
ター）

右：総距離数（オドメーター）

トリップメーターをリセットするには、リ
セットボタンを数秒間押します。

距離の単位は必ず km表示を使用して
ください。
設定はタッチスクリーンで行います。

●インストルメントパネル／タッチ
スクリーン照度調整

タッチスクリーンで設定します。
< または > をタッチするか、カーソルを
動かして調整してください。

照度調整はライトスイッチをオンにし
て行ってください。
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●ブラックパネルモード
夜間走行時、不要な照明を消して最低限
のインストルメントパネルだけを点灯す
るブラックパネルモードがあります。

イグニッションをオンにして、ライトスイッ
チをオンにしてからステアリングスイッ
チのボタンを押してください。
ブラックパネルモードを解除するには、
ステアリングスイッチのボタンを再度押
してください。

●ブラックスクリーンモード
タッチスクリーンの画面を消灯すること
ができます。タッチスクリーンで設定し
ます。
解除するには、タッチスクリーンの画面
をタッチしてください。
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ライト類（ヘッドランプ、フォ
グランプ、方向指示器、ハザー
ドランプ）

●ヘッドランプ

	●低温高湿度のとき、ヘッドランプや
テールランプのレンズ内側が曇る
ことがありますが異常ではありませ
ん。点灯して数分後になくなります。
	●電球の交換が必要な場合など、ラ
ンプ類に異常があるときはメッセー
ジが表示されることがあります。

●ライトスイッチ（リングA）
ヘッドランプの操作は、レバーのリング
Aを回します。

すべてのランプが消灯します。

オートライトモード

ポジションランプが点灯します。

ポジションランプは、他の車からあな
たの車を確実に確認できるほどの十分
な明るさではありません。事故のおそ
れがありますので、周囲が暗いときや
視界が悪いときは、ヘッドランプを点
灯してください。

ヘッドランプのロービーム／ハ
イビームが点灯します。

ヘッドランプをハイビームに切り替える
ときは、スイッチレバー Bを手前に引き
ます。再度、手前に引くとロービームに
切り替わります。

●パッシング
スイッチレバー B を浅く手前に引くと、
パッシングライトとして使用できます。

	●インストルメントパネルの表示灯で
ライト類の点灯の確認ができます。
	●リアポジションランプと方向指示器
はテールゲートに取り付けられてい
ます。点灯中にテールゲートを開け
ると消灯し、代わりにリアバンパー
のポジションランプと方向指示器が
点灯します。
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●フロント／リアフォグランプ

ポジションランプまたはヘッドランプが
オンのときに使用できます。

リング Cを前方へ１回まわすと
フロントフォグランプが点灯し
ます。リング Cをさらに前方へ

１回まわすとリアフォグランプも点灯し
ます。

フォグランプは晴天時や雨天時には使
用しないでください。他車に眩惑を与
えます。

	●エンジン回転中にオートライトで消
灯してもフォグランプは点灯し続け
ます。リングを回して消灯してくだ
さい。
	●テールゲートを開けるとリアフォグ
ランプが自動的に消灯し、インスト
ルメントパネルの表示灯も消灯しま
す。リアフォグランプを再度点灯す
るには、テールゲートを閉じた後、
リングを回して点灯してください。

●フロントLEDランプ*

エンジンを始動すると、ライトスイッチ
が 0または AUTOで周囲が明るいとき
にヘッドランプ内の LED ランプだけが
自動的に点灯します。これ以外のランプ
やインストルメントパネル内のポジショ
ンランプ表示灯は点灯しません。

* 仕様により異なります。
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●オートライト

周囲が暗くなったりワイパーが作動する
と、自動的にポジションランプやヘッド
ランプが点灯します。周囲が明るくなっ
たりワイパーの使用をやめると、自動的
に消灯します。

作動
リングを AUTO位置に回します。

機能解除
リングを AUTO以外の位置に回します。
オートライトが解除されたことが表示さ
れます。

	●昼間の霧や雪のときは、周囲が明る
いのでオートライトが作動しないこ
とがあります。
安全のため、手動でライトを点灯し
てください。
	●フロントウィンドウの照度センサー
を覆わないでください。オートライ
ト機能が正常に作動しません。

照度センサーに異常が発生した
場合は、自動的にヘッドランプ
が点灯するとともにインストル

メントパネルに警告が表示され、警告音
とともに故障の発生を通知します。シト
ロエン指定サービス工場で点検を受けて
ください。

	●マニュアルモードでライト点灯中
に、イグニッションがオフの状態で
ライトスイッチをオンにしたまま運
転席側のドアを開けると、ライト消
し忘れブザーが鳴ります。ライトス
イッチをオフにするとブザーは止ま
ります。イグニッションがオフの状
態でライトを点灯したままにする
と、バッテリー上がりを防止するた
めに一定の時間後自動的に消灯しま
す。
	●イグニッションをオフにすると、す
べてのライトが消灯します（フォロー
ミーホーム機能がオンのときを除
く）。ライトスイッチを AUTOから
いったん 0にすることによって、ラ
イトを再点灯することができます。



4-28

メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

●インテリジェントハイビーム
フロントウィンドウ上部に備えられたカ
メラによって周囲の明るさと運転状況を
検知し、ヘッドライトのロービームとハ
イビームを自動的に切り替える機能です。

インテリジェントハイビームは操作を
補助する機能です。運転者の責任の
元で、点灯状態、視界、道路状況な
どを把握し、他の車の妨げにならない
よう、また法律で義務付けられた方法
に従って、正しく使用してください。

ロービーム点灯 : 周囲が明るいためハイ
ビームが不要な場合

ロービーム点灯 : 対向車がある場合

ロービーム点灯 : 先行車がある場合

ハイビーム点灯 : 
ハイビームが必要な場合
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機能をオンにする
1.	 リングを AUTO位置に回し

ます。

2.	 タッチスクリーンのこのボタ
ンをタッチします。

3.	 ドライビング機能をタッチします。
4.	 インテリジェントハイビームをタッ

チします。

インテリジェントハイビームは時
速 25km 以上で作動します。時速
15km 以下になると作動が停止しま
す。

ハイビーム／ロービームの切り替え条件
以下のときにロービームが点灯します。

・	 周囲の明るさが十分にあり、運転状況
がハイビームの点灯に適さないとき

ロービームが点灯すると、この
表示灯が点灯します。

以下のときにハイビームが点灯します。

・	 周囲の明るさが十分になく、運転状況
がハイビームの点灯に適したとき

ハイビームが点灯すると、この
表示灯が点灯します。

作動を中断する
システム作動中でも、インテリジェント
ハイビーム機能を中断し、オートライト
モードに切り替えることができます。

1.	 ラ イ ト ス イ ッ チ レ
バーを手前に引きま
す。 オ ー ト ラ イ ト
モードに切り替わり
ます。

インテリジェントハイビームに戻したいと
きは、再度ライトスイッチレバーを手前
に引きます。

機能を中断または再度作動させると、
状況により、ハイビームまたはロービー
ムが点灯します。
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機能をオフにする
インテリジェントハイビーム機能をオフ
にするには、タッチスクリーンで設定し
ます。

	●ライトスイッチレバーの操作ではイ
ンテリジェントハイビームをオフに
できません。
	●以下のようなときは、機能が正確に
作動しないことがあります。
・	降雪、豪雨、濃霧などの悪環境
のとき
・	フロントウィンドウが汚れている、
曇っている、ステッカーを貼って
いるなど、カメラ部分の視界が不
十分なとき。
・	看板や標識などに反射した強い
光が車両に当たっているとき。
	●カメラは以下のような対象物は検知
しません。
・	歩行者のように光を発しないもの
・	高速道路の中央分離帯などで光
をさえぎられている車両
・	急勾配な坂の頂上やふもと、曲が
りくねった道、交差点などにおけ
る周囲の車両

●ディレクショナルヘッドライト

作動時

非作動時

ヘッドランプ点灯時、ハンドルの切れ角
にしたがって、照射方向が変わり、障害
物を発見しやすくする機能です。

ディレクショナルヘッドライトをオン／オ
フするには、タッチスクリーンで設定し
ます。

故障時には、警告音とともに表
示 灯と SERVICE 警 告 灯が点
灯し、メッセージが表示されま
す。
シトロエン指定サービス工場で
点検を受けてください。

停止中、低速走行中、または、シフト
モードセレクターを Rに入れたときは
この機能は作動しません。

* 仕様により異なります。
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●コーナリングライト*

カーブの内側を照らし、交差点や駐車中
の障害物を発見しやすくする機能です。
時速 40km 以下で走行中に作動します。

作動時

非作動時

作動条件
・	 方向指示器が作動している
・	 ステアリングが一定の角度以上回って

いる

非作動条件
・	 ステアリングが一定の角度まで回って

いない
・	 時速 40km を超えている
・	 シフトモードセレクターが Rに入って

いる
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●エクステリアウェルカムランプ
周囲が暗いときや夜間に、ライトスイッ
チが AUTOで車外でリモコンの解錠ボ
タンを押すと、ヘッドランプなどが点灯
して乗車をサポートします。

点灯
リモコンの解錠ボタンを押しま
す。
ドアの解錠とともに、ヘッドラ

ンプのロービームおよびポジションラン
プが点灯します。

消灯
イグニッションをオンにする、またはド
アを施錠すると自動的に消灯します。

設定
エクステリアウェルカムランプのオン／
オフの切り替え、点灯時間の設定は、タッ
チスクリーンで行います。

●フォローミーホーム（駐車時照明
機能）

周囲が暗いときや夜間にイグニッション
をオフにした後しばらくの間、ヘッドラ
ンプが点灯したままになります。

オート操作
オートライトモードになっていると自動
的にこの機能が作動します。

マニュアル操作
ライトスイッチの位置にかかわりなく作
動させることができます。
イグニッションをオフにして、パッシング

（スイッチレバーを浅く手前に引く）して
から車を降りて施錠してください。

キャンセル操作
パッシング（スイッチレバーを浅く手前に
引く）してから車を降りて施錠してくだ
さい。

設定
フォローミーホームのオン／オフの切り
替え、点灯時間の設定は、タッチスクリー
ンで行います。

* 仕様により異なります。
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●パーキングライト*

路肩に駐車する場合、ポジションランプ
を片側（通常は車両通行側）のみ点灯さ
せることができます。
イグニッションをオフにして、1 分以内に
ライトスイッチレバーを点灯させたい側
に操作します。警告音とともに表示灯（ウ
インカー）が点灯し、片方のポジション
ランプが点灯します。
レバーを戻すと、ポジションランプは消
灯します。

●エクステリアサイドランプ

点灯
フロントルームランプのスイッ
チがこの位置にあるとき、次の

操作を行うと点灯します。
・	 ドアロックを解除したとき
・	 イグニッションをオフにしたとき
・	 ドアを開けたとき
・	 車外からスマートキーが操作されたと

き

消灯
約 30 秒後に自動的に消灯します。

●ヘッドランプ照射角度調整*

ラゲッジルームに重量物を積んでヘッド
ランプが上向きになったときは、対向車
にまぶしくないよう照射角度を下向きに
してください。

車内から調整するときの目安：
0 	前席に 1人または 2 人乗車したとき
1 	フル乗車で、車載制限いっぱいの荷

物を積んだとき
2 	1 人乗車で、車載制限いっぱいの荷

物を積んだとき
3 	フル乗車で、ラゲッジルームがいっぱ

いのとき
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●方向指示器

右方向に出す場合：ライトスイッチレバー
を上に動かします。

左方向に出す場合：ライトスイッチレバー
を下に動かします。

ハザードランプスイッチを押していると
きは、方向指示器は作動しません。

車線変更などのとき、ライトスイッチ
レバーを1回軽く動かして離すと、動
かした方の方向指示器が 3回点滅し
ます。

●ハザードランプ

イグニッションキーの位置に関係なくス
イッチを押すと作動します。
他車に緊急停車中であることを示しま
す。

渋滞の最後尾についたときは、ハザー
ドランプを点滅させて、他の運転者に
警告してください。

緊急制動表示灯
急ブレーキをかけると減速度によってハ
ザードランプが自動的に点滅を始めま
す。
車が加速を始めると自動的に解除されま
すが、スイッチを押して解除することも
できます。
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ワイパー／ウォッシャー

●フロントワイパー

ワイパーレバーは以下のように 5 段階で
作動します。

高速作動

通常作動

間欠作動

停止

自動作動／ 1 回作動

間欠作動は、車速に応じて休止時間が変
化します。

●オートワイパー
ワイパーを AUTOモードにしておくと、
降る雨の量に応じて自動的にワイパーが
作動します。

作動

レバーを押し下げると AUTO モードが
作動します。その後はレバーを手前に引
くたびに 1回作動します。

インストルメントパネルの表示灯
が点灯し、メッセージが表示され
ます。

システムに異常が発生すると、ワイパー
レバーが AUTO の位置では間欠作動と
なります。シトロエン指定サービス工場
で点検を受けてください。

解除

レバーをもう一度押し下げるか、もしく
は 0以外のポジションに動かします。

インストルメントパネルの表示
灯が消灯し、メッセージが表示
されます。

イグニッションを1分以上オフにする
と、AUTOモードは解除されます。
AUTOモードを使用する場合は再度
レバーを押し下げてください。
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洗車する際は、オートワイパー機能を
解除してください。水滴によってオー
トワイパーが突然作動して、ケガをし
たり、車を損傷するおそれがあります。

	●ルームミラーの裏側にある雨滴セン
サーを覆わないでください。
	●フロントウィンドウが凍結している
ときは、氷等が完全に溶けるまで
オートワイパーの使用を控えてくだ
さい。

●ウィンドウウォッシャー

レバーを手前に引くとウォッシャー液が
噴射され、ワイパーが数秒間作動します。
レバーを浅く手前に引くと、ウォッシャー
液は噴射されずにワイパーが 1回だけ作
動します。

ウィンドウウォッシャー液の噴射高さ調整

ウォッシャー液の噴射高さの調整ができ
ます。
+ の方向（反時計方向）に回すと高くな
ります。
－の方向（時計方向）に回すと低くなり
ます。

* 仕様により異なります。
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●ヘッドライトウォッシャー*

ロービーム点灯中にワイパーレバーを手
前に引くと、ウィンドウウォッシャーとと
もにヘッドライトウォッシャーが作動しま
す。
ヘッドライトウォッシャーは、1 回の走
行についてウィンドウウォッシャーを 7
回作動するごとに 1回、または、40km
走行するごとに 1回作動します。

●リアワイパー

リングを回すとリアワイパーが作動しま
す。

停止
間欠作動
ウォッシャー作動

シフトモードセレクター連動機能
フロントワイパーを作動中にシフトモー
ドセレクターを Rに入れると、リアワイ
パーが作動します。
シフトモードセレクターを Rから変更す
ると、リアワイパーは停止します。
この機能のオン／オフを切り替えるとき
は、タッチスクリーンで設定します。

リアウィンドウに雪が積もっていると
きは、この機能をオフにすることをお
すすめします。
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●ワイパーブレードの交換

ワイパーブレードの交換は、ワイパーを
メンテナンスポジションにしてから行い
ます。

1.	 イグニッションをオフにしてから 1
分以内にワイパーレバーを操作する
とワイパーが中央に停止します。（メ
ンテナンスポジション）

2.	 ワイパーブレードを交換するときは
この位置にしてください。

3.	 イグニッションをオンにしてワイ
パーレバーを操作すると、ワイパー
は元の位置に戻ります。

傷んだり汚れたワイパーブレードは視
界を妨げ、安全性を損ない思わぬ事故
につながるおそれがあります。すべて
のウィンドウで良好な視界が確保され
た状態で走行してください。

	●ワイパーブレードを長持ちさせるに
は、次のことに気をつけてください。
・	丁寧に取り扱ってください。
・	せっけん水で定期的に洗ってくだ
さい。

・	ワイパーゴムが摩耗しているとき
は、早めに交換してください。

	●ワイパーアームの交換はシトロエン
指定サービス工場にお申し付けくだ
さい。
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間接式タイヤ空気圧警告
ESC システムが検知しているタイヤの回
転に関する情報をもとにして、タイヤの
空気圧に大きな変化があった場合に、警
告をする機能です。
この機能は、以下のような状況のときに
正常に作動します。
・初期化がされている。
・時速 5km 以上の速度で走行している。

警告灯が点灯した場合は速やかに停止
し、タイヤの空気圧を確認して必要な処
置をしてください。

	●タイヤの空気圧に20％以上の変化
があった場合に警告灯が点灯しま
す。
	●異常が検知された場合は、8分以内
に警告灯が点灯します。

●間接式タイヤ空気圧警告システ
ムの初期化

タイヤの空気圧を調整したり、ホイール
を変更したりした場合は、必ず間接式タ
イヤ空気圧警告機能を初期化してくださ
い。
これにより、その時点までの計測値をク
リアして新たな標準値の取得とタイヤの
回転情報の収集を開始します。

1.	 	タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 ドライビング機能をタッチします。
3.	 タイヤ空気圧警告　初期化をタッチ

します。
4.	 Yesをタッチします。

●システムの異常

間接式タイヤ空気圧警告システムに異常
が発生した場合は、間接式タイヤ空気圧
警告灯が点滅したのち連続点灯します。
また、警告音とともに SERVICE 警告
灯が点灯し、メッセージが表示されます。
シトロエン指定サービス工場で点検を受
けてください。

	●初期化を行う前に、すべてのタイヤ
の空気圧が適正であることを確認し
てください。
	●間接式タイヤ空気圧警告機能は、初
期化時の空気圧が適正であるかどう
かを検知することはできません。
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ドライブコンピューター

●コントロールスイッチ

ドライブコンピューターは、ワイパーレ
バー先端のスイッチを押すことにより燃
費や走行距離の情報を切り替えて表示し
ます。

インストルメントパネルの表示モー
ドがダイヤルの場合、またはパーソ
ナルでドライブコンピューターを選択
している場合は、インストルメントパ
ネル内のディスプレイにドライブコン
ピューターの情報が常に表示されま
す。

●ルートの選択
ワイパーレバー先端のスイッチを押すこ
とにより、2 つのルートの情報を切り替
えて表示します。
例えば、ルート1を月間の走行の平均に、
ルート 2 を旅行用に、と使い分けます。

●ドライブコンピューター

ドライブコンピューターは、インストル
メントパネルのディスプレイに以下の情
報を表示します。

走行可能距離 ○
瞬間燃料消費量 ○
エンジン停止時間 ○
平均速度 ○ ○
平均燃料消費量 ○ ○
走行距離 ○ ○
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●走行可能距離
タンク内に残っている燃料で、
あとどのくらい走行できるかを
表示します。

過去数キロに消費された燃料の情報を
もとに、今後も同じ割合で燃料が消費さ
れるものと想定して表示します。
走行可能距離が 30km 以下になると、
距離の表示はされません。
燃料の補給後は、数値が 100km 以上
になると再度表示されます。

走行中に数値のかわりに－が連続して
表示されるときは、シトロエン指定
サービス工場へご連絡ください。

●瞬間燃料消費量
過去数秒間の燃料消費量を表
示します。
た だ し、 車 の 速 度 が 時 速

30km 以上のときのみ作動し、表示し
ます。

●エンジン停止時間
ストップ＆スタートによってエ
ンジンが停止した時間を表示し
ます。イグニッションをオンに

するたびにゼロにリセットされます。

●平均速度
コンピューターをリセットして
から現在までの平均速度を表示
します。

ただし、イグニッションスイッチをオン 
にしている状態の時間をもとに計算しま
す。

●平均燃料消費量
コンピューターをリセットして
から現在までの平均燃料消費量
を表示します。

●走行距離
コンピューターをリセットして
から現在までの走行距離を表
示します。

●リセット

コンピューターをリセットするときは、
ワイパーレバー先端のスイッチを 2 秒以
上押し続けます。リセットはルートごと
に行うことができます。リセット後しば
らくはデータ不足のために正確な値が表
示されないことがあります。
数字の代わりに水平なセグメントだけが
表示されるときは、シトロエン指定サー
ビス工場にご連絡ください。
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第5章　室内装置の使いかた
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ラゲッジルームのレイアウト（5シーター）･････････････5-20
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エアコンディショナー

A：空調コントロールパネル
①：フロントウィンドウ吹き出し口
②：サイドウィンドウ吹き出し口
③：ダッシュボード左右吹き出し口
④：ダッシュボード中央吹き出し口
⑤：ダッシュボード足元吹き出し口
⑥：2 列目吹き出し口
⑦：後席用足元吹き出し口

⑧：日射センサー

ダッシュボード中央および左右の吹き出
し口には、ルーバーやシャッターが付い
ています。これを使用すると、風向や風
量の調整、他の吹き出し口へより多くの
風を送るなどができます。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行われません。ウィンドウが曇
るので、一時的な停止にとどめてくだ
さい。

ストップ＆スタートによってエンジン
が停止しているときは、暖房や冷房も
止まります。必要に応じてストップ＆
スタートを解除してください。
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	●室内の空気の入れ替えが十分に行えるように、装置を適切にコントロールしてください。
・	室内が設定温度と差があっても、設定温度は変更する必要はありません。自動制御により、できるだけ早く温度差を解消します。
	●冬期のエアコンから吹き出す風量は、エンジンが温まる前の冷たいときは少なく、温度が上昇するのに合わせて多くなります。
	●空気の流れをスムーズにするために、次のことに注意してください。
・	ボンネット内の外気取り入れ口がふさがれてないか。
・	前席下のエアダクトや吹き出し口がふさがれてないか。
・	ラゲッジルーム内の空気排出口がふさがれてないか。
	●フロントウィンドウ下部に車内に空気を取り入れるグリルがあります。
・	グリルが落ち葉、雪、泥などでふさがれていないか定期的に点検してください。
・	高圧洗車機を使用するときは、高圧の水がグリルに入らないようにしてください。
	●ダッシュボードには日射センサーがあります。この上に物を置いたり、布を被せるなどしないでください。エアコンが正しく作動しな
い場合があります。
	●エアコンを長期間、快適に使用するためにも、1ヶ月に1度は 5分から10 分間の使用を推奨しています。
	●エアコンシステムはエンジンの動力を使用しています。エアコンシステムを作動させると燃費がわずかに悪化します。外気温度が高温
のときに負荷の多いトレーラーを坂道で引くときは一時的にエアコンを停止することをお勧めします。
	●長時間、高温の場所に停車すると、室内の温度は非常に高くなります。吹き出し風量を最大にして数分間、換気を行ってください。
	●車外からの花粉や粉じん、悪臭の侵入を防ぐフィルターが装備されています。このフィルターは定期的に交換する必要があります。詳
しくはシトロエン指定サービス工場にお問い合わせください。
	●エアコンを正しくお使いいただくため、定期的に点検することを推奨しています。
	●湿度が高いときなど、エアコンを使用していると車体の下から無色の水が流れ出ることがあります。これは空気中の水分が凝結した
もので、異常ではありません。
	●エアコンを使用していても冷気が出ないときは、使用を中止してシトロエン指定サービス工場にご連絡ください。
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●左右独立式オートエアコン
運転席と助手席とで、別々に温度の設定
ができます。
オートモードでは、ディスプレイに表示
されているそれぞれの数値になるまで、
エアコンのオン／オフ、内気／外気の切
り替えや風量、吹き出し口が選択されま
す。

寒冷時や雨天時には、ウィンドウの曇
りを防ぐためにオートモードを選択し
てください。

●エアコン設定の表示
エアコンの設定は、タッチスクリーンで
行います。

このボタンをタッチして、エア
コン設定画面を表示させてくだ
さい。

タッチスクリーン画面上部のエアコン
表示をタッチすると、エアコンの設定
画面にアクセスできます。この画面で
は、温度の設定および風量の調整を
することができます。

* 仕様により異なります。
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●オートモード
①：オート設定ボタン

このボタンをタッチすると、イ
ンジケーターが点 灯しオート
モードになります。

②：オプションボタン
オプション：このボタンをタッチすると、
オートモードの作動モードを変更できま
す。

SOFT：室内の送風量を制限し、静かで
穏やかに作動します。
NORMAL：室内の温度を最適に保ちな
がら、エアコンの作動音を抑えて作動し
ます。
FAST：室内の送風量制御を効果的に最
大限活かして作動します。

助手席側の温度設定を運転席
側の設定に合わせます。助手席
側で温度設定が操作された場

合には、この機能は自動的にオフになり
ます。

2 列目 *／ 3 列目 * 吹き出し口
の調整が可能になります。この
ボタンをタッチして ONにする

と、リアブロアの操作が可能になります。
停止するには、再度ボタンをタッチして
OFFにします。

	●オートモードでは、エアコンが適切
に制御できるよう、各吹き出し口を
開いた状態にしてください。
	●ウィンドウが開いていると設定した
温度を保てないことがあります。
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③・④：温度設定ボタン
ボタン③：運転席側
ボタン④：助手席側

ディスプレイの表示を希望の数値に合わ
せます。
∧ボタンをタッチすると温度が上がり、
∨ボタンをタッチすると温度が下がりま
す。この値は室内温度ではなく、快適さ
のレベルを表しています。
21に設定しておくと、快適な室内とな
りますが、お好みにより14～ 28の間
を設定してください。

左右の温度設定の差が 3以上になら
ないように設定してください。

●マニュアルモード
オートモードで設定された条件は個々に
変更できます。
変更した条件を元に戻すときは、オート
設定ボタンをタッチするとオートモード
になります。

温度を最高に設定したいときは、ディ
スプレイに HIが表示されるまで∧ボ
タンをタッチし、最低に設定したいと
きは、LOが表示されるまで∨ボタン
をタッチします。

⑤：エアコンのオン／オフボタン
このボタンをタッチするとエア
コン（冷房・除湿機能）は停止
します。エアコンを作動させる

には、再度ボタンをタッチします。イン
ジケーターが点灯してエアコンが作動し
ます。

⑥：吹き出し口の切り替えボタン
ボタンをタッチして吹き出し口を選択し
ます。

フロントウィンドウとサイドウィ
ンドウ

ダッシュボード中央と左右の吹
き出し口

足元
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⑦：風量調整ボタン
ボタンをタッチすると風量が増減します。

ディスプレイのファンの羽根が消えて
OFF が表示されるとエアコンが停止
します。室温の調整は行われませんが
走行により微量の風が吹き出し口から
出ます。
風量調整ボタンをタッチすると、停止
時の設定でエアコンが作動します。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行われません。ウィンドウが曇
るので、一時的な停止にとどめてくだ
さい。

⑧：内／外気の切り替えボタン
外気が車内に入るのを防ぎま
す。外のいやな臭いの遮断や急
速に冷暖房するときに使用しま
す。

ボタンを押すたびに内気モード／外気
モードが切り替わります。ボタンのイン
ジケーターランプが消灯しているときは
外気モード、点灯しているときは内気
モードになっています。
内気モードでの長時間の使用は避けてく
ださい。換気が行われず、ウィンドウが
曇ることがあります。

内気循環モードは、必要以外は使用し
ないでください。ウィンドウが曇るだ
けでなく、車内の空気が新鮮でなくな
り、運転者の集中力が低下したり疲れ
やすくなるため、事故やケガにつなが
るおそれがあります。

●視界の確保
天候や乗車状況によっては、オートモー
ドを選択していてもウィンドウガラスが
曇ることがあります。フロント／リアそ
れぞれの視界確保モードボタンを押して
曇りを取ってください。

すべてのウィンドウの視界が保たれな
いと、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

このモードを使用しているときは、ス
トップ＆スタートの停止モードは使用
できません。
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フロントウィンドウ
このボタンを押すとインジケー
ターが点灯し、システムは自動
的に曇りを取り除くようにエア

コンのオン／オフ、内気／外気の切り替
えや風量、吹き出し口を選択してコント
ロールします。
このモードを解除するときは再度ボタン
を押すか、オート設定ボタンをタッチし
ます。インジケーターが消灯します。

リアウィンドウ
エンジンがかかっているときに
このボタンを押すと、リアウィ
ンドウやドアミラーの曇りを取

ります。スイッチは自動的に切れます。
このモードを解除するときは再度ボタン
を押します。

●3列目吹き出し口の調整*

吹き出し口のカバーを押し、ホイールで
風量を調節してください。風量は 3 段階
で調節できます。吹き出し口のカバーを
回して風向きを調節してください。

* 仕様により異なります。

●2列目吹き出し口の調整*

タッチスクリーンでリアブロアをオンに
し、ツマミで風量を調節してください。
風量は 4 段階で調整できます。
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●換気モード
イグニッションをオンにしてから数分間、
エンジンが停止していてもエアコン設定
画面で風量と吹き出し口の切り替えを操
作することができます。

	●換気モードは、バッテリーの電力が
十分なときに作動します。
	●換気モードでは、エアコン（冷房・
除湿機能）は作動しません。

●パルファムエアフレッシュナー*

必要に応じダイヤル Aを調整して、あら
かじめセットされた芳香剤を室内に拡散
させる機能です。

●ダイヤルの調整
ツマミを右 ( 時計方向 ) に回すと香料が
でます。ツマミを左 ( 反時計方向 ) に回
すと香料はでません。

	●パルファムエアフレッシュナーを使
用するときは、ダッシュボート中央
吹き出し口を開けてください。
	●香りの強度は、風量とエアコンの設
定に依存します。
	●カートリッジを長く使用していただ
くため、使用しないときはダイヤル
を回して芳香剤の拡散を止めてくだ
さい。
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●カートリッジの交換

取りはずし
1.	 ツマミ Aを押しながら左へ 1/4 回

転させます。
2.	 ツマミをダッシュボードから取りは

ずします。
3.	 専用のキャップに入れます。

取り付け
1.	 カートリッジをキャップからはずし

ます。
2.	 花柄を上にしてツマミをダッシュ

ボードに入れます。
3.	 ツマミを押し込み、右へ 1/4 回転さ

せます。

オリジナルのカートリッジは保管して
おいてください。
芳香剤を使用しないときのふたとなり
ます。

芳香剤カートリッジ
芳香剤を入れたカートリッジは簡単に取
りはずすことができます。
パルファムエアフレッシュナーの効果が
なくなったら、次の手順でカートリッジ
の交換を行ってください。
交換用の芳香剤カートリッジをお求めの
場合、シトロエン販売店にご連絡くださ
い。
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1.	 新しいカートリッジの外装フィルム
Dをはずします。

2.	 カートリッジ Bの先端をパルファム
エアフレッシュナーのツマミ Aに差
し込みます。

3.	 カートリッジのホルダー Cが動かな
くなるまで約 1/4 回転させ、ツマミ
にカートリッジが固定されたら、ホ
ルダー Cを取りはずします。

4.	 パルファムエアフレッシュナーを車
の取り付け位置に挿入します。

	●運転中はカートリッジに触らないで
ください。
	●カートリッジを分解しないでくださ
い。
	●シトロエン純正部品以外の芳香剤
を補充しないでください。
	●芳香剤が目に入ったり皮膚に触れな
いようにしてください。
	●カートリッジはお子さまやペットが
触れない場所に保存してください。
	●エアフレッシュナーの内容物を誤っ
て口に入れた場合、すぐに医師の診
断を受けてください。
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タッチスクリーン
コンソールのタッチスクリーンから、車
の設定やオーディオシステムの操作な
ど、以下のような操作や表示が行なえま
す。
・	 エアコンの操作
・	 車の機能の設定
・	 オーディオの設定
・	 タッチスクリーンの設定
・	 ハンズフリー通話の設定
・	 パークアシストやバックモニターの画

面表示と設定
・	 カーナビゲーション

安全上の理由から、各種設定などの
複雑な操作は、車両を停止し、イグニッ
ションをオンにした状態で実施してく
ださい。

ページの移動

前のページに戻ります。

タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアをタッチすると前のページに
戻ります。

設定の変更
設定項目の変更後、変更画面に
ある OKボタンにタッチして設
定を有効にします。

エンジンを停止した後、またはイグニッ
ションをオフにした後は、タッチスク
リーンの画面と音声がしばらくの間保
持されます。運転席側ドアを開けると
タッチスクリーンがオフになります。

●タッチスクリーンの基本操作
タッチスクリーンを操作する際は、一本
の指でやや強めにタッチおよびフリック

（タッチした状態での指の移動）を行って
ください。

スクリーンを拭く際は、市販の不織布
（メガネ拭き等）をご使用いただけま
す。
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●メニューボタン

タッチスクリーンのメニューボタンをタッチするとそれぞれ以下のような設定が行えます。

⑤：	画像ファイルの表示など、
その他の設定画面を表示し
ます。

⑥：	車の機能の設定を表示しま
す。

⑦：	ツマミを回して音量を調節
できます。ツマミを押すと、
ミュート（消音／停止）にな
ります。

⑧：	タッチスクリーンの設定画
面を表示します。

	●オーディオやハンズフリー通話に関
しては、付録を参照してください。
	●ナビゲーションに関しては、ナビゲー
ションの取扱説明書を参照してくだ
さい。

①：	エアコンの設定画面を表示
します。

②：	ナビゲーションを表示しま
す。（装着車のみ）

③：	オーディオやラジオの再生・
設定画面を表示します。

④：	ハンズフリー通話の通話・
設 定 画 面 を 表 示 し ま す。
Apple CarPlay や Android 
Auto の画面を表示します。

（使用中のみ）
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●日付と時刻の設定

時刻の設定
1.	 タッチスクリーンのこのボ

タンをタッチします。

2.	 をタッチします。

3.	 をタッチします。

4.	 時刻（時間）をタッチします。

5.	 時間をタッチしてタッチスクリーン
で数値を入力します。

6.	 ＯＫをタッチします。

日付の設定
1.	 タッチスクリーンのこのボ

タンをタッチします。

2.	 をタッチします。

3.	 をタッチします。

4.	 日付をタッチします。

5.	 日付にタッチし、画面をスクロール
して、日付を設定します。

* 仕様により異なります。
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●設定項目一覧

ボタン 設定項目 追加設定項目

ドライビング機能

インテリジェントハイビーム
ボタンをタッチすると、インテリジェント
ハイビームがオン／オフします。

-

レーンキープアシスト
ボタンをタッチすると、レーンキープア
シストがオン／オフします。

-

360°ビジョン 360°ビジョンの設定を行います。 -

ストップ＆スタート
ボタンをタッチすると、ストップ＆スター
トがオン／オフします。

-

アクティブクルーズコントロール *
ボタンをタッチすると、アクティブクルー
ズコントロールがオン／オフします。

-

パーキングセンサー
ボタンをタッチすると、バック／フロント
ソナーがオン／オフします。

-

ブラインドスポットモニター
ボタンをタッチすると、ブラインドスポッ
トセンサーがオン／オフします。

-

タイヤ空気圧警告　初期化
間接式タイヤ空気圧警告の初期化を行な
います。

-

トラクションコントロール
ボタンをタッチすると、ASR システムが
オン／オフします。

-

ダイアグノシス 不具合の発生状況を呼び出します。 -
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ボタン 設定項目 追加設定項目

車両設定

パーキン
グ

電格ミラー
ボタンをタッチすると、オン／オフします。
OFFにすると、解錠／施錠時にドアミ
ラーが展開／格納します。

-

リバース連動リヤワイパー
ボタンをタッチすると、オン／オフします。
リバース時にリアワイパーが作動します。

（フロントワイパー作動時）
-

ヘッド	
ライト

フォローミーホームライト
ボタンをタッチすると、フォローミーホー
ムがオン／オフします。

点灯時間を設定することが
できます。

ウェルカムライト

ボタンをタッチすると、エクステリアウェ
ルカムランプがオン／オフします。
リモコンによって解錠したときに一定時
間ライトが点灯します。

点灯時間を設定することが
できます。

ディレクショナルヘッドライト
ボタンをタッチすると、ディレクショナル
ヘッドライトがオン／オフします。

-

* 仕様により異なります。



5-17

室内装置の使いかた

５

ボタン 設定項目 追加設定項目

車両設定

コン
フォート

開錠：運転席側ドアのみ
ボタンをタッチすると、オン／オフします。
選択解錠モードになります。

-

トランクのみ開錠
ボタンをタッチすると、オン／オフします。
テールゲートだけを解錠することができ
ます。

-

ハンズフリー	
電動テールゲート*

ボタンをタッチすると、ハンズフリーエ
レクトリックテールゲートの機能がオン／
オフします。

-

ハンズフリー　ロック*
ボタンをタッチすると、ハンズフリー電
動テールゲート閉時の車両の自動施錠が
オン／オフします。

-

電動テールゲート*
ボタンをタッチすると、エレクトリック
テールゲートがオン／オフします。

-

セーフ
ティー

アクティブセーフティブレーキ
ボタンをタッチすると、アクティブセーフ
ティブレーキがオン／オフします。

車間距離を設定することが
できます。

制限速度の表示 / 推奨速度
ボタンをタッチすると、スピードリミット
インフォメーションがオン／オフします。

-

疲労検知システム
ボタンをタッチすると、ドライバーアテン
ションアラートがオン／オフします。

-
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ボタン 設定項目 追加設定項目

タッチスクリーンの画面が消灯します。 -

インストルメントパネルとタッチスクリーンの画面の明るさを調
整します。

-

タッチスクリーンのプロファイルを設定します。 -

Units（単位）温度の単位や燃費表示の単位を設定します。 -

初期設定 タッチスクリーンの初期化を行います。 -

システム情報 タッチスクリーンのシステム情報を参照します。 -

プライバシー

GPS（車両の位置情報）の共有を制限する機能です。
会社の車両以外はデータ共有ができません（データ及び車両
位置情報をシェアしない）：GPS の共有を制限します。Apple 
CarPlay や Android Auto の接続が無効になります。
データのみシェア：GPS の共有を制限します。Apple CarPlay
や Android Auto の接続が無効になります。
データ及び車両位置情報をシェア：GPS の共有を許可します。
Apple CarPlay や Android Auto の接続が有効になります。

-

* 仕様により異なります。
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ボタン 設定項目 追加設定項目

明るさ
インストルメントパネル *とタッチスクリーンの画面の明るさを
調整します。

-

アニメーション 画面のアクションなどを設定します。 -

画面のデザイン（カラースキーム）を変更します。 -

インストルメントパネルのゾーン B に表示される項目を選択しま
す。

-

言語を設定します。 -

日時を設定します。 -

表内のプライバシーの項目を参照してください。 -

日本仕様車では使用できません。* -
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ラゲッジルームのレイアウト（ 5シーター）

ラゲッジルームに荷物を積む際には、しっかりと荷物を固定してください。固定されて
いないと荷物が突然動き、走行に影響をおよぼしたり、急ブレーキや事故の際に、荷
物により乗員がケガをするおそれがあります。

●各部の名称
①：ラゲッジカバー
②：フック
③：懐中電灯 *
④：固定ネット
⑤：固定リング
⑥：12V電源ソケット	
（最大使用電力：120W)

ラゲッジルームに工具入れが装備され
ている場合は、荷物を積む前に工具
入れを元の位置に戻してください。
工具入れはラゲッジルームの床の支え
を兼ねていますので、ないと床が変形
します。

* 仕様により異なります。
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●ラゲッジカバー

カバーのはずしかた
1.	 2 つのひもをはずします。
2.	 カバーを持ち上げてはずしてくださ

い。

ラゲッジカバーを使用しないときは、立
ててフロントシートの裏、またはリアシー
トの裏側に平らに格納できます。

●フック

買い物袋などを引っかけるのに便利な
フックです。
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ラゲッジルームのレイアウト（ 7シーター）

ラゲッジルームに荷物を積む際には、しっかりと荷物を固定してください。固定されて
いないと荷物が突然動き、走行に影響をおよぼしたり、急ブレーキや事故の際に、荷
物により乗員がケガをするおそれがあります。

●各部の名称
①：ラゲッジルームカバー
②：懐中電灯 *
③：ラゲッジルームボード
④：12V電源ソケット（最大使用電力：
120W)

⑤：アームレスト（カップホルダー／	
小物入れ）

⑥：ラゲッジルームカバー収納位置
⑦：収納スペース
⑧：固定リング

* 仕様により異なります。
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●ラゲッジルームカバー
5 シート時に 2 列目シート後方をラゲッ
ジルームカバーで隠すことができます。

ラゲッジルームカバーの取り付け

1.	 ラゲッジルームカバーの可動式フ
ラップを車両前方に向け、ローラー
の両端をサポート部 Aに置きます。

2.	 カバーを引き出し、ピラー部 Bの
レールに差し込みます。

ラゲッジルームカバーの可動式フラッ
プは、2列目シートをコンフォートポ
ジションにするときに使用します。

ラゲッジルームカバーの取りはずし

1.	 ラゲッジルームカバーを後方に引い
て、ピラー部 Bのレールから取りは
ずし巻き取ります。

2.	 サポート部のグリップを押してロッ
クをはずし、ローラーを取りはずし
ます。

ラゲッジルームカバーの収納
7 シートのときはラゲッジルームカバー
を 3 列目シートの後ろに収納してくださ
い。

1.	 3 列目シートを格納します。
2.	 ラゲッジルームボードを後方に 2 回

折りたたみます。
3.	 可動式フラップが下を向くように

ローラーの両端をアームレストの上
部から片方ずつ挿入し、ピラー部の
レールに差し込んで奥までスライド
させます。
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ラゲッジルームカバーを3 列目シート
の後ろに収納しているとき、3列目シー
トを格納する場合は、ラゲッジルーム
ボードを立ててから、3 列目シートの
ロックを解除するストラップを操作し
てください。

ルームランプ ①：フロントルームランプ
②：フロントマップランプ
③：リアリーディングランプ
④：リアルームランプ *
⑤：リアマップランプ *

●フロント／リア*ルームランプ
フロント／リアルームランプは、スイッ
チ①④の位置を切り替えると点灯条件が
変更できます。

次の状況でフロントとリアルー
ムランプは徐々に点灯します。

・	 ドアのロックを解除したとき
・	 ドアを開けたとき
・	 イグニッションをオフにしたとき
・	 車外からスマートキーが操作されたと

き

フロント／リアルームランプのスイッチ
がこの位置にあるときは、エクステリ
アサイドランプも点灯します。

* 仕様により異なります。
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また、次の状況では徐々に暗くなって消
灯します。
・ドアをロックしたとき
・イグニッションをオンにしたとき
・イグニッションがオフで、最後のドアが

閉まって 30 秒後

消灯したままになります。

点灯したままになります。

点灯時間は、次の状況で変わります。
・	 イグニッションをオフにして約 10 分

間
・	 エコノミーモードで約 30 秒間
・	 エンジンを始動すると無制限

フロントルームランプスイッチが「常時
点灯」の位置にあるときは、リアルー
ムランプスイッチが「消灯」以外の位
置にある場合、リアルームランプも連
動して点灯します。

●フロント／リア*マップランプ
イグニッションがオンのときに、スイッチ
②⑤の位置を切り替えると点灯／消灯し
ます。

●リアリーディングランプ

点灯
イグニッションをオンにして、スイッチ③
を1回押すと点灯します。
次の状況では徐々に点灯します。
・	 ドアのロックを解除したとき
・	 ドアを開けたとき
・	 イグニッションをオフにしたとき
・	 車外からスマートキーが操作されたと

き

消灯
次の状況では徐々に暗くなって消灯しま
す。
・	 ドアをロックしたとき
・	 イグニッションをオンにしたとき
・	 イグニッションがオフで、最後のドア

が閉まって 30 秒後
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●足元照明*

ドアが開くと、ルームランプとともに点
灯し、足元を照らします。

●アンビエンスイルミネーション

点灯
周囲が暗いときや夜間にポジションラン
プを点灯すると、照明が自動的に点灯し
ます。

消灯
ポジションランプを消灯すると、照明が
自動的に消灯します。

ルームランプに何も物が触れないよう
にしてください。

●エマージェンシートーチ*

5 シーター

7 シーター

* 仕様により異なります。
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格納するときは
エマージェンシートーチの後ろ側から元
の位置に押し戻します。格納すると、自
動的にライトがオフになります。

正しく取り付けられていないと、充電
ができなかったり、テールゲートを開
けたときに点灯しない場合がありま
す。

ラゲッジルーム脇に、走行中に充電可
能なニッケル水素充電池タイプのエマー
ジェンシートーチがあります。約 45 分
間使用できます。

	●エマージェンシートーチを取り付け
るときは、電極の位置を合わせて正
しく取り付けてください。
	●充電池の代わりに乾電池を使用しな
いでください。

使用するときは

エマージェンシートーチの前側を引き上
げて取りはずします。
エマージェンシートーチのスイッチを押
すとライトがオン／オフします。

スタンドを開くとタイヤ交換のときな
ど、エマージェンシートーチを上向き
にして使用できます。
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インテリアレイアウト ①：サンバイザー
②：チケットホルダー
③：グローブボックス
④：	センターコンソール	
(12V 電源ソケット／USBポート）

⑤：脱着式センターコンソール
⑥：カップホルダー
⑦：ドアポケット
⑧：ブックホルダー
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●スライディングサンバイザー

手動で位置を調整できます。前方からの
光が眩しいときは、サンバイザーの A部
に指をかけ、前方にスライドさせるとブ
ラインドが伸びてサンバイザーが前方へ
移動します。また、横からの光が強いと
きは、中央部のクリップからはずしてサ
イドウィンドウ側に回すことができます。

サンバイザーをサイドウィンドウ側に回
すには、最初にサンバイザーを垂直の状
態にしてから、中央部のクリップからは
ずしてください。ロック機能があるため、
垂直の状態にないとクリップからはずれ
ません。

サンバイザーをスライドさせるレール
部分には、物を取り付けたり、つり下
げたりしないでください。

●チャイルドウォッチミラー

運転中も容易に後部座席の確認ができ
るよう、チャイルドウォッチミラーがルー
ムミラー上部に装備されています。
夜間に後続車のヘッドランプが眩しいと
きは、台座部を回転させてミラーの向き
を調節することができます。
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●グローブボックス

ハンドルを引くと開きます。中の照明が
点灯します。
エアダクトから、室内と同じ空調された
エアを導入することができますが、冷蔵
庫や温蔵庫の機能はありませんので、飲
食物の保存はできません。

グローブボックスのふたを開けたまま
走行しないでください。急ブレーキ時
や衝突時に身体がぶつかり、ケガをす
るおそれがあります。

●脱着式センターコンソール
取りはずし可能なセンターコンソールで
す。収納スペースとカップホルダーが 2
つあります。

取りはずし

1.	 センターコンソールの前部にあるハ
ンドルを引き上げてロックを解除し
ます。

2.	 センターコンソールの前部を持ち上
げてから後部を持ち上げて取りはず
します。

取り付け

取りはずしの逆の手順で行います。
取り付け後は、しっかりと固定されてい
るか確認してください。

取りはずしたセンターコンソールはラ
ゲッジルームに積んで、ネットやベル
トを使用して固定してください。急ブ
レーキをかけたときや衝突の際、飛び
出してケガをするおそれがあります。
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●センターコンソール

センターコンソールには12V 電源ソケッ
トおよび USB ポートが装備されていま
す。
ハンドルを引くと開き、中の照明が点灯
します。
コンソール内上部のスイッチを押すと照
明が点灯しなくなります。

12V 電源ソケット

12V 電源（最大使用電力：120W）を
使用する際は、カバーを持ち上げてはず
し、適切なアダプターを接続します。

	●12V 電源ソケットを使用するとき
は、最大使用電力を守ってください。
規定容量を超える電気製品を使用
すると、車両ヒューズが切れること
があります。
	●接続する機器によっては、車に適合
しなかったり正常な作動を妨げる可
能性があります。

USBポート

USB ポートにさまざまなデバイスをつな
げ、保存された音楽を車両スピーカーで
楽しむことができます（接続する機器や
ファイル形式により再生できないものも
あります）。
ステアリングスイッチおよびタッチスク
リーンで再生操作が行えます。
USB ポートを使用すると、接続したデ
バイスが自動的に検出されます。
また、Apple CarPlay ／Android Auto
に対応したスマートフォンは、USB で接
続してアプリをタッチスクリーンに表示
することができます。
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	●USB ポートへ接続すると、自動的
に接続した機器の充電が行われま
す。
	●使用電力が規定容量を超える機器
を使用するとメッセージが表示され
ることがあります。

●フロントシート収納ボックス*

ハンドルを引き上げると開きます。

フロントシート収納ボックスに重たい
ものを収納しないでください。

●ブックホルダー

取扱説明書やメンテナンスノートなどが
収納できます。

* 仕様により異なります。
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●フロントシートバックテーブル／
リーディングランプ*

フロントシートのバックレスト背面には、
可倒式のテーブルが装備されています。
テーブルを開くとカップホルダー A、ス
トラップ Bが使用できます。

安全のため、テーブルに強い力がかか
るとバックレスト側に倒れます。

テーブルを使用するときは、取っ手を
持って下側に開きます。
テーブルを収納するときは、テーブルを
上げてカチッと音がしてロックするまで
押します。

リーディングランプ Cは、テーブルを開
いているときのみ使用できます。ランプ
右側のボタンを押して点灯／消灯しま
す。
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●12V電源ソケット

12V 電源ソケットを使用する際はカバー
を開き、適切なアダプターを接続してく
ださい。（最大使用電力：120W）

	●12V 電源ソケットを使用するとき
は、最大使用電力を守ってください。
規定容量を超える電気製品を使用
すると、車両ヒューズが切れること
があります。
	●接続する機器によっては、車に適合
しなかったり正常な作動を妨げる可
能性があります。

●2列目シートのサンシェード

2 列目シート用のサンシェードは、後席
ドアに装備されています。
サンシェードを閉めても外の景色を見る
ことができます。

使用するとき
1.	 タブ Aを引き上げてサンシェードを

引き出します。
2.	 フック Bに引っ掛けて固定します。

サンシェード周辺部 ( サンシェードや
サンシェードフックなど )に、重たい
物を取り付けたり、つり下げたりしな
いでください。

●2列目フロア収納ボックス

2 列目シートの足元にフロア収納ボック
スが 2 つあります。取っ手を持って開け
ます。

走行中、2列目フロア収納ボックスの
ふたは必ず閉めてください。

●3列目の収納
3 列目のサイドパネルには、収納スペー
スとカップホルダーがあります。
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外装のお手入れ
自動車の使用される環境はさまざまで、
工場地帯の酸を含んだ空気、鉄道沿線
の鉄粉、沿岸部の塩分を含んだ風、積
雪地帯の融雪剤などは車体に対して腐
食、錆といった悪影響を与えます。
長期間にわたって車を美しく安全に使用
していただくためには、こまめなお手入
れをお勧めします。

●洗車機による洗浄
通常のお手入れは、洗車機による洗浄で
十分です。
ただし、ボンネットの合わせ目、ドアの
下などは汚れが残ることが多いので、手
洗いをお勧めします。

●手による洗浄（手洗い）
まずホースでたくさん水をかけて、ほこ
りを落とします。
次にスポンジと適当に薄めたカーシャン
プーで車体の上から下へと洗います。
最後に車体の下側をホースで水をかけて
きれいにします。

内装のお手入れ

●レザーシート
レザーは、汚したままにしておくと摩耗
してもろくなります。
定期的にお手入れすることをお勧めしま
す。
清掃は、水につけてかたくしぼった布で
表面を拭き、その後やわらかい清潔な布
で空ぶきします。
汚れがひどいときは、市販の皮革用洗剤
を使用します。

●ビニール（インストルメントパネ
ル、ドアトリムパッド、ヘッドラ
イニング）

やわらかい布に温かい石けん液を含ま
せ、よくしぼって拭きます。

●シートベルト
石けん水をつけた固くしぼった布で、ベ
ルト部分だけを拭きます。
清掃時は、金属部分に水が付かないよう
にしてください。
シトロエン販売店では、シートベルトに
使用できるクリーニング製品を取り扱っ
ています。

●ウィンドウガラス、ミラー
市販のガラス専用クリーナーで洗浄して
ください。

●フロアマット、カーペット
車外に取りはずし、ほこりや砂を十分に
落として内装用洗剤で洗ってください。

●長期間使用しないとき
車を長期間使用しないときは、保管中の
故障を防ぐために以下の保守を行ってく
ださい。

保管前に行うこと
・	 タイヤのフラットスポット（変形）を

防ぐために、タイヤ空気圧を規準より
30 〜 50% ぐらい上げてください。

・	 バッテリーの端子をはずしてくださ
い。

・	 必要に応じて、ボディーカバーをかけ
てください。

保管中に行うこと
1ヶ月に 1 回程度、バッテリーの端子を
接続してエンジンを数分〜数十分かけて
バッテリーを充電してください。

６
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エンジンルームの点検

ガソリンエンジン
①：ウィンドウウォッシャーとヘッドラ

イトウォッシャー液タンク
②：クーラント（冷却水）タンク
③：ブレーキフルードタンク
④：バッテリー／ヒューズ
⑤：ヒューズボックス

⑥：エアフィルター
⑦：エンジンオイルレベルゲージ
⑧：エンジンオイル注入口
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ディーゼルエンジン
①：ウィンドウウォッシャーとヘッドラ

イトウォッシャー液タンク
②：クーラント（冷却水）タンク
③：ブレーキフルードタンク
④：バッテリー／ヒューズ
⑤：ヒューズボックス

⑥：エアフィルター
⑦：エンジンオイルレベルゲージ
⑧：エンジンオイル注入口

	●エンジンルーム内の点検をする前
に、エンジンが冷えていることを確
かめてください。
	●	エンジンが熱いときは、イグニッショ
ンがオフになっていてもファンが回
りだして、思わぬケガをすることが
あります。
	●エンジンルームから蒸気や冷却水が
噴き出ている場合は、ボンネットを
開けないでください。やけどやケガ
を負うおそれがあります。
	●作業手順が分らない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。
	●エンジンが停止しているのを確認
し、キーを車外に出してください。
また、シフトモードセレクターを N
に入れ、パーキングブレーキをかけ
てください。
	●ディーゼルエンジンは高圧の燃料噴
射装置を採用しています。点検や整
備はシトロエン指定サービス工場に
お申し付けください。
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	●熱くなっているエンジンの部品には
触れないでください。また、熱くなっ
ているエンジンやエキゾーストシス
テムの上に、オイル等の液体をこぼ
さないでください。やけどや火災の
おそれがあります。

エンジンルームのカバー類を取りはず
すときは、止めているクリップを損傷
しないように注意してください。また、
取り付けるときにも注意して取り付け
てください。
カバーがしっかりと取り付けられてい
ないと、走行中にはずれて可動部に巻
き込まれるなどして、故障や事故の原
因になることがあります。

遠方へのお出かけ前だけでなく、日頃
からエンジンオイルの点検をしてくだ
さい。

●エンジンオイルの補給
補充する前に、オイルレベルゲージを抜
き取っておきます。オイルレベルが上限
を超えないようにしてください。補充が
完了した後は、キャップの閉め忘れに注
意してください。

●エンジンオイルの交換
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
ただし、市街地や山岳地の走行が多いと
きには、オイル交換を早めに行います。

	●エンジンを正常な作動状態に保つた
め、エンジンオイルに添加剤を入れ
ることは避けてください。
	●オイルの交換の際は、騒音や排気ガ
ス規制を遵守するためにも、シトロ
エン純正部品のご使用をお勧めしま
す。

●エンジンオイルの点検
1.	 車を水平な場所に停めます。
2.	 エンジンを停止して 30 分以上経過

してからオイルレベルゲージを抜き
取り、布でオイルを拭き取ります。

3.	 元の穴にいっぱいに差し込み、再び
静かに抜いてゲージに付いたオイル
で油量を調べます。

レベルゲージに付着したオ
イルの汚れ具合も点検しま
す。
オイルはエンジンの回転に
よって消費されますので、
次のオイル交換までの間に
オイルを補充しなければい
けないことがあります。
走行 5000 ｋｍ毎にオイ
ルレベルを点検し、必要に
応じて補充してください。

A：上限
B：下限

オイルの消費量が急に増えたり、汚れが
ひどくなったときは、シトロエン指定サー
ビス工場で点検を受けてください。
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●オイルフィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
交換するオイルフィルターは、シトロエ
ンの純正部品をご使用ください。

●燃料フィルター（ディーゼル車）
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
交換する燃料フィルターは、シトロエン
の純正部品をご使用ください。

●冷却水の点検
点検は、エンジンを停止してから1 時間
以上経過して、冷却水が冷えていること
を確認してから行ってください。冷却水
が少ないときは、冷却水を補給します。
冷却水の減りが著しいときは、シトロエ
ン指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。
冷却水の補給には、シトロエン純正クー
ラントを使用してください。

ラジエター内の圧力が低下する前に
キャップをはずすと、高温の冷却水が
噴出し火傷の原因になります。

冷却水の交換は必要ありません。

●ブレーキフルードの量
ブレ ー キフル ード の 量 は、 タ ンクの
MAX レベル付近にあれば適正です。定
期的に量を確認してください。

●ブレーキフルードの交換
ブレーキフルードは、時間がたつと吸湿
し耐熱温度が低く（ベーパーロックが起
こりやすく）なりますので、定期的に交
換してください。
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。

ブレーキフルードが肌に直接触れるの
は避けてください。腐食性が強く、健
康に害を及ぼすことがあります。

ブレーキフルードは車の塗装面を傷め
ますので、付着した際にはすぐに水で
洗い流してください。

●ウォッシャー、ヘッドライトウォッ
シャー液

タンク内のウォッシャー液が少
ないときは、警告音とともに警
告灯が点灯し、メッセージが表

示されます。
シトロエンの推奨品を補給してくださ
い。

●バッテリー
特に寒冷地の使用では、冬になる前にシ
トロエン指定サービス工場でのチェック
をご依頼ください。
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●エアフィルター、室内フィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
市街地やほこりが多いところでの走行が
多いときは、早めに交換してください。
交換はお近くのシトロエン指定サービス
工場にご依頼ください。

●ブレーキパッド
ブレーキパッドは運転の状況により消耗
の度合いが変わります。定期的に点検を
受けてください。ブレーキパッドが摩耗
するとブレーキフルードのレベルも下が
ります。

●ブレーキディスク
ブレーキディスクは消耗部品です。シト
ロエン指定サービス工場で定期的に点
検を受けてください。

●エレクトリックパーキングブレーキ
点検の必要はありませんが、異常が発生
した場合は、シトロエン指定サービス工
場にご連絡ください。

●オートマチックトランスミッショ
ンフルード（ATF）

交換の必要はありません。

●AdBlue®の補充（ディーゼル車）
補充頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
だたし、運転の状況により消費の度合い
が変わります。また、AdBlue®警告が
表示されたら、シトロエン指定サービス
工場で補充をしてください。
AdBlue®の残量がなくなると、エンジ
ンを始動できなくなります。

環境汚染防止のために、使用済みのエ
ンジンオイルやブレーキフルードなど
は、絶対に地面や下水に廃棄しないで
ください。

	●車のパフォーマンスを最大に引き出
すためには、パワーステアリングや
ブレーキシステム同様、シトロエン
が指定する部品を使用することが重
要です。
	●エンジン本体への高圧洗浄は、電
子機器への影響を避けるためにも
絶対におやめください。

電球の交換

	●作業手順がわからない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。
	●電気回路を改造しないでください。

	●電球の表面が冷えてから交換してく
ださい。消灯直後は電球の表面が
高温になっているため、やけどをす
るおそれがあります。
	●交換する電球には、油等の汚れを
付けないでください。もし指紋など
が付着した場合は、乾いた布で拭き
取ってください。
	●ヘッドランプの透明レンズはプラス
チック製です。溶剤を使用したり、
荒い布などで強くこすらないでくだ
さい。
	●高圧洗車機を使用するときは、ヘッ
ドランプ付近に長時間当てないでく
ださい。塗装がはがれるおそれがあ
ります。
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	●交換作業中に電気配線を切断しな
いように注意してください。
	●ヘッドランプを交換するときは、
UVカット仕様の電球を使用してく
ださい。ヘッドランプのレンズ等が
変色するおそれがあります。
	●電球の交換の際は、必ず同じ規格
の新しい電球を使用してください。

低温高湿度のときなど、ヘッドランプ
の透明レンズの内側が曇ることがあり
ますが、異常ではありません。ライト
が点灯すると、数分で消滅します。

●ヘッドランプとフロントフォグラ
ンプ

キセノンディレクショナルヘッドライト装
着車
①：ロービームヘッドランプ（D5S）
②：ハイビームヘッドランプ 

（H7-55 W）
③：	フロントランプ * ／ポジションランプ 

（LED）
④：方向指示器（LED）
⑤：フロントフォグランプ（H11-55 W）

キセノンヘッドランプバルブ（D5S）
の交換は、シトロエン指定サービス工
場にお申し付けください。感電する可
能性があり危険です。

キセノンヘッドランプバルブは、片側
のみが切れた場合でも、左右両方交
換することをおすすめします。

LED ランプの交換はシトロエン指定
サービス工場にお申し付けください。

* 仕様により異なります。
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ハロゲンヘッドランプ装着車
①：ロービームヘッドランプ 

（H7-55 W）
②：ハイビームヘッドランプ 

（H7-55 W）
③：	フロントランプ * ／ポジションランプ 

（LED）
④：方向指示器（LED）
⑤：フロントフォグランプ（H11-55 W）

LED ランプの交換はシトロエン指定
サービス工場にお申し付けください。

ロービームヘッドランプ用電球(ハロゲン
ヘッドランプ装着車／H7-55 W)
1.	 交換する電球のカバーを 1 ／ 4 回転

させてはずします。
2.	 コネクターをはずします。
3.	 クリップをはずします。
4.	 電球を交換します。

バルブが適切な向きに固定されるよう
に正しく取り付けてください。

ハイビームヘッドランプ用電球	
（H7-55 W)
1.	 タブを引いて、交換する電球のカバー

をはずします。
2.	 コネクターをはずします。
3.	 電球を交換します。

バルブが適切な向きに固定されるよう
に正しく取り付けてください。
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フロントフォグランプ用電球	
（H11-55 W）
1.	 電球のカバーの上部を引いてはずし

ます。
2.	 ネジをはずしてランプユニットを取

り出します。
3.	 バルブホルダーを 1 ／ 4 回転させて

引き抜きます。
4.	 電球を交換します。

電球を交換した後は、電球のカバーを
押して車体にしっかりとはめ込んでく
ださい。

●エクステリアサイドランプ／	
ドアミラーウィンカー(LED）

エクステリアサイドランプ／ドアミラー
ウィンカーの交換はシトロエン指定サー
ビス工場にお申し付けください。

●テールランプ（5シーター）

①：方向指示器（PY21 W アンバー）
②：ポジションランプ／リアフォグラン

プ（P21 ／ 5 W）

方向指示器①とポジションランプ②
は、テールゲートを開けたときだけ点
灯します。
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LED 装着車
③：ストップランプ／ポジションランプ

（LED）
④：リバースランプ（W16 W）
⑤：方向指示器（PY21 W）

LED ランプの交換はシトロエン指定
サービス工場にお申し付けください。

LED 装着車以外
③：ポジションランプ（5 W 5）
④：ストップランプ（P21 W）
⑤：方向指示器（WY16 W）
⑥：リバースランプ（W16 W）
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●ストップランプ／ポジションラン
プ／リバースランプ／方向指示器
の交換

1.	 テールゲートを開けます。
2.	 プラスチックカバーをはずします。
3.	 3 個所あるネジ Aをはずします。
4.	 コネクターをはずします。
5.	 クリップ Bを押しながら、ランプを

外側からはずします。

LED 装着車

LED 装着車以外
6.	 バルブホルダーを反時計回りに 1 ／ 4 回転させてはずします。

LED 装着車以外の方向指示器⑤とリバースランプ⑥はペンチなどを使用してはずし
ます。

7.	 電球を交換します。
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●テールランプ（7シーター）

①：方向指示器（PY21 W アンバー）
②：ポジションランプ／リアフォグラン

プ（P21 ／ 5 W）

方向指示器①とポジションランプ②
は、テールゲートを開けたときだけ点
灯します。

LED 装着車
③：ポジションランプ（LED）
④：ストップランプ（LED）
⑤：方向指示器（PY21 W）
⑥：リバースランプ（LED）

LED ランプの交換はシトロエン指定
サービス工場にお申し付けください。

LED 装着車以外
③：ポジションランプ（W5 W）
④：ストップランプ／ポジションランプ

（P21 W）
⑤：方向指示器（WY16 W）
⑥：リバースランプ（W16 W）
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●ポジションランプ／ストップラ
ンプ／ポジションランプ／方向
指示器／リバースランプの交換

1.	 テールゲートを開けます。
2.	 プラスチックカバーをはずします。

3.	 ネジ Aを 3 つはずします。
4.	 コネクターをはずします。
5.	 ハウジングからランプをはずします。

LED 装着モデル

LED 装着モデル以外

6.	 バルブホルダーを反時計回りに 1 ／
4 回転させてはずします。

7.	 電球を交換します。
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●方向指示器／ポジションランプ／	
リアフォグランプの交換

1.	 バンパーの内側からバルブホルダー
を 1 ／ 4 回転させてはずします。

2.	 電球を交換します。

交換ができないときは、シトロエン
指定サービス工場にお申し付けくださ
い。

●ハイマウントストップランプ
（ LED）

ハイマウントストップランプの交換はシ
トロエン指定サービス工場にお申し付け
ください。

●番号灯（W5 W）

1.	 マイナスドライバーをレンズの穴に
差し込みます。

2.	 ドライバーで外側に向かってこじっ
てレンズをはずします。

3.	 電球を交換します。

電球を交換した後は、レンズを押して
車体にしっかりとはめ込んでください。
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ヒューズの交換

ヒューズボックスは、助手席のグローブ
ボックス内とエンジンルームにあります。
ヒューズ交換を行うときは、エンジンを
停止し、すべての電気系統が停止したこ
とを確認してください。

交換する前に、ヒューズが不良となっ
た原因を見つけて処置をしておいてく
ださい。正しい処置をしておかないと、
再発するおそれがあります。

ヒューズは容量によって色分けされてい
ます。必ず同じ色（容量）のヒューズと
交換してください。

正常なヒューズ 切れたヒューズ

	●誤った容量のヒューズに交換した場
合、不具合を引き起こし、火災の原
因となります。
	●次の表に記載されていないヒューズ
の交換をした場合、車の重大な不具
合を引き起こす原因となります。こ
れに関わる作業は、シトロエン指定
サービス工場にお任せください。

ヒューズを交換するときは、助手席の
グローブボックスに備えてある専用ピン
セットを使用してください。

専用ピンセット
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●室内側ヒューズ
室内側のヒューズボックスは、助手席の
グローブボックス内にあります。
ヒューズボックスカバーを手前に引いて
取りはずします。

ヒューズボックス1

ヒューズ位置 容量
機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に

適合する表記をしています。）
F1 40 A リアウィンドウ熱線

F2 20 A 電動ドアミラー

F5 30 A パノラミックガラスルーフ

F6 20 A 12V ソケット

F9 25 A シートヒーター

F10 20 A トレーラーユニット

F11 20 A エアコンディショナーファン

F12 30 A パワーウィンドウ
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ヒューズボックス 2

ヒューズ位置 容量
機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に

適合する表記をしています。）
F7 10 A ラゲッジルーム12V ソケット

F8 20 A リアワイパー

F10 30 A ロック

F17 5 A インストルメントパネル

F18 5 A オートマチックギアボックスギアセレクター

F21 3 A START/STOP スイッチ

F22 3 A
雨滴センサー、照度センサー、ウィンドウスクリーンカ
メラ

F24 5 A パーキングセンサー、360°ビジョン

F27 5 A オートマチックギアボックス

F29 20 A オーディオ

F32 15 A 12V ソケット

F35 5 A
ヘッドランプ照射角度調整、リアウィンドウ熱線、
レーダー

F36 5 A
照明（グローブボックス、センターコンソール、ルーム
ランプ、マップランプ）
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●エンジンルーム側ヒューズ
ヒューズボックスは、バッテリーの横に
取り付けられています。
ヒューズを点検、交換するときは、ラッ
チを後方へスライドさせてからヒューズ
ボックスカバーを開きます。
作業後は、カバーがきちんと掛かってい
ることを確認してください。

ヒューズ位置 容量
機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に

適合する表記をしています。）
F18 10 A 右ハイビームヘッドランプ

F19 10 A 左ハイビームヘッドランプ

F29 40 A ワイパー

車の電気回路は、出荷時に装着されている装備に合わせて設計、製作されています。
推奨していないアクセサリーの取り付け、アクセサリーの不適切な取り付け、ワイヤー
ハーネスの加工などは、他の電装品の正常な作動を妨げたり火災の原因となることが
あります。
シトロエンでは、当社が供給や推奨していない、10mA 以上の電流を消費するアクセ
サリーの取り付けや、当社の指示に従わない装着方法によって発生した車、および機
器の不具合の修理については、その費用を負担いたしません。
エンジンルーム内ヒューズボックスにある大容量ヒューズには手を触れないでください。
整備が必要な場合は、必ずシトロエン指定サービス工場に依頼してください。
アクセサリーその他の電気製品の取り付けは、シトロエン指定サービス工場にご依頼
ください。

ヒューズボックス内に水が入ると、電気系統が故障する原因になります。次のことに注
意してください。
・	ヒューズボックスカバーを正しく取り付けてください。
・	ヒューズボックス内に水などの液体をこぼさないでください。



6-20

お手入れ・メンテナンス

６

燃費の改善について
燃費は、車の設計だけではなく、車の状
態や運転方法によって大きく影響を受け
ます。車を最良の状態に保ち燃費を良く
するためにも、定期的に点検整備を行っ
てください。

●エンジンコンディション
主要部品については、少なくとも年に 1
回は点検を受けてください。

●エアフィルター
フィルターがつまるとエンジンの効率が
悪化します。ほこりの多い環境や市街地
での走行が多いときは、こまめに点検を
受けてください。

●手荷物など
ラゲッジルームに不用な手荷物などが積
みっぱなしになっていると、車両重量が
増加して、燃費の悪化につながります。
ルーフキャリアやスキーキャリアなどの
アクセサリーは、風の抵抗を受けて燃費
を悪化させます。
必要がなくなったら速やかに取りはずし
てください。

●タイヤ
交換するときは、現車と同一サイズでシ
トロエンが推奨する銘柄、グレードのタ
イヤを使用してください。

●運転方法
エンジン始動後に長時間の暖機運転は
必要ありません。
運転時は、ゆっくり発進し、急加速や空
ぶかしを避けてください。
走行中はなるべく高いギアを選択し、一
定のスピードを保つようにしてください。
走行速度が上がると燃費も悪化します。
法定速度を遵守して、スムーズな運転を
心がけてください。
エンジン始動後の数分間は、適正温度
の状態と比較して 2 倍以上燃費が悪化
します。
あらかじめ走行経路を考慮して、無駄な
走行をなくしましょう。
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推奨交換時期
車の使用頻度が高いとき、市街地や高温環境下での使用が多いときは、メンテナンス時
期を早めるようにしてください。

エンジンオイル 1 年または 20,000km ごと

オイルフィルター 1 年または 20,000km ごと

ブレーキフルード 2 年または 60,000km ごと

エアフィルターエレメント 2 年または 40,000km ごと

スパークプラグ（ガソリン車） 2 年または 40,000km ごと

室内フィルター 1 年または 20,000km ごと

燃料フィルター（ディーゼル車） 4 年または 20,000km ごと

●エンジンオイルについて
上記の交換時期は、推奨する化学合成ベースのエンジンオイル（例：TOTAL QUARTZ 
INEO FIRST 0W-30）を使用した場合です。

●AdBlue®の補充頻度について（ディーゼル車）
AdBlue®の補充は、1 年または 10,000km ごとにシトロエン指定サービス工場で行ってく
ださい。

推奨油脂類
エンジンオイル
TOTAL QUARTZ INEO FIRST
(0W-30)

ブレーキフルード
シトロエン純正ブレーキフルード

（DOT4）

クーラント
シトロエン純正クーラント

ターボエンジン車には、必ず指定され
たオイルのみを使用してください。
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推奨点検時期
車の使用頻度が高いとき、通常よりも厳しい状態の使い方をしたときは、メンテナンス
時期を早めるようにしてください。

タイミングキットおよびクーラントポンプの点検 100,000km ごと

補機ドライブベルトキットの点検 初回 3 年、次回から 2 年ごと

クーラント pHの点検 初回 3 年、次回から 2 年ごと
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ホイール（タイヤ）の交換*

●工具入れの取り出し（5シーター）

ジャッキと工具は、ラゲッジルームの中
敷板の下に格納されています。

（工具⑤はグローブボックスの中にあり
ます。）

1.	 中敷板を取りはずします。
2.	 工具入れを取り出します。

●ジャッキと工具

①：ホイールレンチ
②：輪留め
③：ジャッキ *
④：専用ピンセット *
⑤：ホイールレンチアダプター *（盗難

防止用ボルト）
⑥：けん引ボルト／カバーオープナー

●スペアタイヤの取り出し

スペアタイヤは、ラゲッジルームの中敷
板の下に格納されています。

1.	 中央のボルトをゆるめます。
2.	 スペアタイヤを取り出します。

* 仕様により異なります。
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●タイヤの格納

1.	 タイヤを入れます。
2.	 ボルトを少しゆるめ、ホイールの中

央にねじ込みます。
3.	 タイヤが正確に収まっていることを

確認して、きつく締めます。

4.	 工具入れをホイールの中央に戻しま
す。

	●工具類を収納するホルダーは、元の
位置に戻してください。･
ホルダーはラゲッジルームの床の支
えを兼ねていますので、ないと床が
変形します。
	●スペースセーバータイヤを格納する
際は、必ずスペーサーを使用してく
ださい。

●タイヤ交換後の処理
1.	 交換したスペアタイヤの空気圧を確

認してください。
2.	 はずしたタイヤの修理を早急に行い、

スペアタイヤと交換してください。
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●工具入れの取り出し（7シーター）

ジャッキ③とピンセット④は車両の下に
格納されています。
輪留め②とホイールレンチエクステン
ション⑥は右側のラゲッジルームシルの
下に格納されています。
ホイールレンチ①とけん引ボルト⑦は左
側のラゲッジルームシルの下に格納され
ています。

（ホイールレンチアダプター⑤はグローブ
ボックスの中にあります。）

●ジャッキと工具

①：ホイールレンチ
②：輪留め
③：ジャッキ *
④：専用ピンセット *
⑤：ホイールレンチアダプター *（盗難

防止用ボルト）
⑥：ホイールレンチエクステンション
⑦：けん引ボルト／カバーオープナー

●スペアタイヤの取り出し

スペアタイヤは、車両後方の床下（外側）
にプレート付きフックで固定されていま
す。

* 仕様により異なります。
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1.	 ラゲッジルームボードを上げて 3 列
目シートを起こします。

2.	 ホイールレンチ①とホイールレンチ
エクステンション⑥を使用してナッ
トをゆるめ、キャリアケーブルをゆ
るめます（時計回り）。

3.	 スペアタイヤを引き出し、地面に降
ろします。

 

4.	 タイヤを起こして工具入れを取り出
します（A）。

5.	 イラストのようにプレート付きフッ
クをはずします（B）（C）（D）。

6.	 工具入れのカバーをスライドさせて
ジャッキを取り出します。
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●タイヤの格納

1.	 ジャッキを工具入れに格納します。
2.	 ホイールにプレート付きフックを通

します（A）。
3.	 イラストのように、プレート付きフッ

クを工具入れに取り付けます（B）
（C）。

4.	 ホイールを工具入れの中央にかぶせ
ます（D）。

5.	 ホイールの中央にセンターガイドを
取り付けます。

6.	 ホイールを車両後方の下側に入れま
す。

7.	 ホイールレンチ①とホイールレンチ
エクステンション⑥を使用してナッ
トを締め付けます（反時計回り）。

8.	 完全にナットを締め付けた後は、ホ
イールが水平にしっかりと固定され
ていることを確認してください。

交換後の標準サイズのタイヤは車両後
方の床下（外側）に格納できません。

●タイヤ交換後の処理
1.	 交換したスペアタイヤの空気圧を確

認してください。
2.	 はずしたタイヤの修理を早急に行い、

スペアタイヤと交換してください。

* 仕様により異なります。
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1.	 専用ピンセット④を使用して、ボル
トカバーをはずします。*

2.	 ホイールレンチ①でボルトを少しゆ
るめます。
盗難防止ボルトをゆるめるときは、
ホイールレンチアダプター⑤をホ
イールレンチ①に取り付けます。*

●ホイールの取りはずし

硬く平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。シフトモードセレクターを Pに入
れてイグニッションをオフにします。エレ
クトリックパーキングブレーキがかかり、
インストルメントパネルのブレーキ警告
灯とパーキングブレーキレバーのインジ
ケーターが点灯していることを確認しま
す。取りはずすタイヤと対角位置にある
タイヤに、輪止めを当てます。

ホイールカバー装着車は、ホイールレ
ンチ①の柄の部分を使い、タイヤバル
ブ付近から徐々にホイールカバーをは
ずしてからホイールを取りはずします。

●手順

3.	 ジャッキ③を車の下側フレーム A部
分（リアは B部分）にあてがい、軽
くジャッキアップしてジャッキが A
（もしくは B）に確実に収まっている
ことを確認してください。

4.	 タイヤが地面から完全に離れるくら
いまでジャッキアップします。

5.	 ボルトをはずします。なくさないよ
うに注意してください。

6.	 ホイールをはずします。

プラスチック仕上げ部分にはジャッキ
をあてがわないでください。
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●ホイールの取り付け ●手順
1.	 ホイールをハブにはめます。
2.	 ボルトを差し込み、手で止まるまで

回します。
3.	 ホイールレンチ①を使ってボルトを

軽く締めます。
盗難防止ボルトを締めるときは、ホ
イールレンチアダプター⑤をホイー
ルレンチ①に取り付けます。*

4.	 ジャッキ③を完全にゆるめ、タイヤ
を接地させます。

5.	 ホイールレンチ①を使ってボルトを
締めます。
盗難防止ボルトを締めるときは、ホ
イールレンチアダプター⑤をホイー
ルレンチ①に取り付けます。*

6.	 はずしたボルトカバーをそれぞれの
ボルトに取り付けます。*

* 仕様により異なります。
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	●ジャッキアップするときは、必ず輪
止めを使用し、絶対に車の下に入ら
ないでください。バランスが崩れた
場合に車がジャッキからはずれ、落
下するおそれがあります。
	●ホイールボルトとハブのネジ部に注
油したり、他のボルトを使用しない
でください。走行中にネジがゆるみ、
タイヤがはずれるおそれがあります。
	●ジャッキアップするときは、乗員を
全員車から降ろしてください。
	●ジャッキアップ中はエンジンを始動
させないでください。エンジンの振
動により、ジャッキがはずれるおそ
れがあります。
	●指定された場所以外にジャッキを装
着しないでください。車が損傷した
り、ジャッキがはずれるおそれがあ
ります。
	●スペースセーバータイヤを2 本以上
同時に使用しないでください。

	●タイヤを交換するときは、必ず同サ
イズ同種類のタイヤを使用してくだ
さい。他のタイヤを使用すると、安
全走行に悪影響をおよぼします。
	●スペースセーバータイヤの空気圧は
420kPaです。定期的に点検してく
ださい。また、このタイヤ使用時の
最高速度は時速 80kmです。
	●スペースセーバータイヤは一時的な
使用に限られています。常用タイヤ
のパンクなどで使用したときは、早
急にパンクの修理を行い交換してく
ださい。
	●搭載されているジャッキやレンチ、
スペアタイヤは、この車専用です。
他の車に使用したり、他の車のもの
を使用しないでください。

盗難防止ボルトの専用アダプターを使
用するときは丁寧に扱ってください。
急激な力を加えたり、乱暴にレンチを
回すと、ピンを破損することがありま
す。

	●盗難防止ボルトの専用アダプターの
番号を控えておいてください。紛失
した際に、番号から複製を入手する
ことができます。
	●ホイールボルトの締め付けトルクは
10daNm（約 9.5kgm）です。
	●アルミホイールのかわりにスチール
ホイールやスペースセーバータイヤ
を使用するとき、ホイールボルトの
平ワッシャーがリムに接せず遊んで
いても問題ありません。
	●タイヤ交換を行った後は、間接式タ
イヤ空気圧警告システムのリセット
を行ってください。
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パンク修理キット*

●パンク修理キットの場所	
（5シーター）

パンク修理キットは、ラゲッジルームの
中敷板の下に格納されています。

●パンク修理キットの場所	
（7シーター）

パンク修理キットは、助手席シートの下
または 2 列目シートの足元収納ボックス
に格納されています。

	●パンク修理キットはシトロエン指定サービス工場でお買い求めいただけます。
	●タイヤのトレッド部またはショルダー部以外の損傷によるパンクは、パンク修理キッ
トを使用して修理することができません。
	●タイヤに刺さった釘などは抜かずにそのまま応急修理をしてください。
	●修理キットを使用するときは、すべての手順を行ってください。

●パンク修理キットと工具

①：パンク修理キット
②：輪留め（2 個または1 個）*
③：専用ピンセット *
④：けん引ボルト／カバーオープナー

工具はラゲッジルームの中敷板の下（5
シーター）、またはラゲッジルームシル
の下（7シーター）に格納されています。

* 仕様により異なります。
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●各部の名称

A.	� 「SEALANT」／「AIR」切り替えノブ

：SEALANT

：AIR

B.	 オン「I」／オフ「O」スイッチ
C.	 減圧ボタン
D.	 空気圧計 (bars ／ p.s.i)

E.	 収納ボックス

	 ケーブル (12V 電源ソケットアダプ
ター )

F.	 修理剤カートリッジ
G.	 ホース
H.	 注意ステッカー

	●パンク修理キットで修理した後は、
ケースに貼付されている注意ステッ
カーをステアリングホイールに必ず
貼り付けてください。
	●パンク修理キットで修理したタイヤ
で走行するときは、時速 80km以
下で走行してください。

パンク修理キットが異なる場合は、パ
ンク修理キットに貼り付けされている
シールの手順に従って操作してくださ
い。
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●使いかた
1.	 イグニッションをオフにします。
2.	 切り替えノブ Aを「SEALANT」に

合わせます。
3.	 スイッチ Bが 0になっていることを

確認します。

ホースをつなぐ前に、電源を入れない
でください。修理剤が吹き出すおそれ
があります。

4.	 ホース Gを引き出し、キャップをは
ずします。

5.	 ホース Gを修理するタイヤのバルブ
に接続します。

6.	 コンプレッサーの電源コードをセン
ターコンソールの 12V 電源ソケッ
トに差し込みます。

7.	 ケースに貼付されている注意ステッ
カーをはがして、ステアリングホイー
ルに貼り付けます。

8.	 エンジンを始動します。
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	●パンク修理キットはコンプレッサー
で圧力をかけて修理剤をタイヤに注
入します。修理剤の注入中にホース
をバルブから抜かないでください。
ホースの口から修理剤が吹き出すお
それがあります。
	●修理剤にはエチレングリコールなど
が含まれています。目や口に入らな
いように十分注意してください。
	●パンク修理キットはお子さまには使
用させないでください。

5 ～7分以内に 2.0barsまで昇圧
しないときは、パンク修理キットを使
用して修理できません。シトロエン指
定サービス工場にお問い合わせいただ
くか、レッカーの手配をしてください。

パンク修理キットを取りはずすときは、
修理剤が車に付着しないように気をつ
けてください。付着するとシミになる
おそれがあります。

9.	 スイッチ Bを Iにして、空気圧を
2.0barsまで昇圧します。

10.	 パンク修理キットを取りはずして
ホースにキャップを戻し、直ちに
走行してタイヤ内に修理剤を行
き渡らせます。このとき、時速
20～ 60kmで約 5km走行しま
す。

11.	 空気圧を点検して空気の漏れがな
いことを確認します。

12.	 切り替えノブ Aを「AIR」に合わ
せます。

13.	 ホース Gを引き出し、キャップを
はずします。

14.	 ホース Gを修理するタイヤのバル
ブに接続します。
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15.	 コンプレッサーの電源コードをセ
センターコンソールの 12V 電源ソ
ケットに差し込みます。

16.	 エンジンを始動します。

パンク修理キットで修理した後は、約
200km以上走行しないでください。
できるだけ早くシトロエン指定サービ
ス工場でタイヤの修理、交換を行って
ください。

空気圧が適正値にならないときは、パ
ンク修理キットを使用して修理できま
せん。シトロエン指定サービス工場に
お問い合わせいただくか、レッカーの
手配をしてください。

17.	 空気圧が運転席側ドアピラー部に
表示されている適正値になるよう
に調整します。
昇圧：スイッチ Bを Iにする。
減圧：スイッチ Bを 0にしてボタ

ン Cを押す。
18.	 空気の漏れがないことを確認しま

す。
19.	 コンプレッサーを取りはずし、パ

ンク修理キットを元の位置に格納
します。

20.	 時速 80km以下で走行し、できる
だけ早くシトロエン指定サービス
工場でタイヤの修理、交換を行っ
てください。
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●修理剤カートリッジの交換方法

1.	 パイプユニットを左方向へ押します。
2.	 パイプ上部を 1 ／ 4 回転させてカー

トリッジからはずします。
3.	 パイプユニットを引き出し、パイプ

下側を 1 ／ 4 回転させてコンプレッ
サーのパイプからはずします。

4.	 パイプユニットを取り出します。
5.	 コンプレッサーを立て、カートリッ

ジを回して取りはずします。

パンク修理剤の有効期限は、製造後
約 8年です。有効期限はカートリッジ
に表示されています。
例：EXP：04/2029
	 II
	 2029 年 4月まで

	●修理剤は一度しか使用できません。
使用後は、新品の修理剤をシトロエ
ン指定サービス工場でお買い求めく
ださい。
	●使用済みの修理剤カートリッジはシ
トロエン指定サービス工場までお持
ちいただくか、地域条例に従って廃
棄してください。
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●タイヤの空気圧を点検する
コンプレッサーを使用してタイヤの空気
圧を点検することができます。

1.	 切り替えノブ Aを「AIR」に合わせ
ます。

2.	 ホース Gを引き出し、キャップをは
ずします。

3.	 ホース Gを点検するタイヤのバルブ
に接続します。

4.	 コンプレッサーの電源コードをセン
ターコンソールの 12V 電源ソケッ
トに差し込みます。

5.	 エンジンを始動します。
6.	 空気圧が車両の空気圧ラベルに表示

されている適正値になるように調整
します。
昇圧：スイッチ Bを Iにする。
減圧：スイッチ Bを 0にしてボタ

ン Cを押す。
7.	 コンプレッサーを取りはずし、パン

ク修理キットを元の位置に格納しま
す。

●空気圧ラベルの位置

タイヤの適正空気圧を示した空気圧ラベ
ルは、運転席側のピラー部にあります。

タイヤの空気圧を調整したら、必ず
間接式タイヤ空気圧警告システムのリ
セットをしてください。
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バッテリーが上がったとき
万一バッテリーが上がってしまったとき
は、充電器（バッテリーチャージャー）
で充電するか、同じ電圧（12V）のバッ
テリーで始動させます。
接続には、市販のブースターケーブルを
使用します。ケーブルの接続時は、車の
充電系統に損傷を与えないように正しく
接続してください。

●バッテリーの位置

バッテリーはエンジンルーム左側（ボン
ネットを開いて右側）にあります。
充電器のマイナス端子（－）／電源を供
給する車のバッテリーのマイナス端子（－）
に接続した黒いケーブルは、バッテリー
横のボディに接続します。

●ケーブルのはずしかた／	
接続のしかた

1.	 ロックタブ Dをいっぱいまで起こし
ます。

2.	 クリップ Eがバッテリーのプラス端
子（＋）の上部に来るように位置を
合わせ、位置がずれないように、上
からバッテリーに押し当てます。

3.	 ロックタブ Dを倒してクリップ Eを
ロックします。

クリップは正しい位置にないとロック
しません。無理にロックタブを倒さな
いでください。

●充電器を使用して充電

1.	 バッテリー Aの（＋）ケーブルをは
ずし、バッテリーの端子に汚れがな
いことを確認します。

2.	 最初に充電器 Bのマイナス端子（－）
を車体 Cに接続し、次にプラス端子

（＋）をバッテリー Aのプラス端子
（＋）に接続します。

3.	 充電器の取説に従って充電します。
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●他のバッテリーで始動 1.	 バッテリーA（上がったバッテリー）・
B（電源を供給するバッテリー）の
プラス端子（＋）を赤いケーブルで
接続します。

2.	 電源を供給する側の車のバッテリー
Bのマイナス端子（－）に、黒いケー
ブルを接続します。

3.	 未接続の黒いケーブルを、バッテリー
上がりを起こした車両の車体 Cに接
続します。このとき、ケーブルはバッ
テリーのマイナス端子からなるべく
離れた箇所に接続します。

4.	 スターターを回してエンジンを始動
します。

5.	 アイドリング状態になるのを待って
からエンジンを停止し、ケーブルを
はずします。

●バッテリーを再接続したとき
エンジンを始動する前に、イグニッショ
ンをオンにしたまま約1分間保持します。
電子機器の初期化が行われます。
長時間バッテリーの接続をはずしていた
ときは、次の機能の初期化や再設定が
必要な場合があります。
・	 リモコン
・	 電動式サンブラインド

また、ストップ& スタート車では一度バッ
テリーの接続をはずすと数時間は停止
モードになりませんが、これは異常では
ありません。

電子機器に異常を感じたら、シトロエ
ン指定サービス工場にご連絡くださ
い。

お車を1ヶ月以上使用しない場合は、
バッテリーの接続をはずしてください。



7-19

もしものとき

７

	●バッテリーのプラス端子（＋）とマ
イナス端子（－）を逆に接続しない
でください。
	●エンジンの回転中は、バッテリーの
ターミナルから車両ケーブルをはず
さないでください。
	●バッテリーの車両ケーブル（＋）を
接続したまま充電しないでくださ
い。
	●アイドリング状態になる前にバッテ
リーのターミナルからケーブルをは
ずさないでください。
	●ケーブルのプラス端子とマイナス端
子を絶対に接触させないでくださ
い。
	●バッテリーは可燃性のガスを発生し
ますので、バッテリーの近くでは火
気を避けてください。
	●バッテリー液は腐食性の強い希硫酸
です。万一皮膚にバッテリー液がか
かった場合は、大量の水で洗い流し
てください。
	●凍ったバッテリーを充電すると爆発
するおそれがあります。バッテリー
が凍ったら新品と交換してくださ
い。

	●電源を供給するバッテリーは12V
のものを使用してください。
	●黒いケーブル（マイナスケーブル）を
車体に接続する際には、燃料系統や
ブレーキホース／パイプに接触させ
ないでください。
	●ケーブルやエンジンルーム内の回転
部分や可動部分に接触しないよう注
意してください。

	●イグニッションをオフにして4分経
過してからバッテリーの接続をはず
してください。
	●バッテリーからケーブルをはずす前
に、パワーウィンドウを閉めてくだ
さい。
閉めていないと、充電後に再度の初
期化が必要になります。

バッテリーは硫酸や鉛などの有害物質
を含んでいます。環境汚染防止のため、
正しく廃棄してください。
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●バッテリー上がり防止モード
バッテリーの電圧が一定レベル以下の場
合、エアコンやリアウィンドウデフォッ
ガーなどの多く電力を消費する機能が自
動的にオフになります。オフになった機
能は、バッテリーの電圧が回復した後、
自動的にオンに戻ります。

●エコノミーモード
エンジンが停止してからも、オーディオ
機器などへの電源供給を走行直後は最
大 40 分行います。電源が切れると、メッ
セージが表示されます。
エンジンを再始動すると、電源の供給が
再開されます。
すぐにアクセサリーを使用したいときは、
エンジンを始動して数分間まわしてくだ
さい。
エンジンをかけていた時間の倍の間、ア
クセサリーを使用できます。ただし、こ
の時間は 5 ～ 30 分に限られます。

けん引されるとき

●けん引ボルトの場所

けん引ボルトはラゲッジルーム下に入っ
ています。カバーオープナーはけん引ボ
ルトに取り付けられています。

●けん引について

吊り上げずに（４輪が接地した状態）け
ん引されるとき
けん引時は、シフトモードセレクターを
Nにしてください。

前からけん引される場合

カバーオープナーでカバーをはずし、け
ん引ボルトが止まるまでねじ込みます。

* 仕様により異なります。
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後ろからけん引される場合

カバーの下側を押してはずし、けん引ボ
ルトが止まるまでねじ込みます。

吊り上げて（２輪が接地した状態）けん
引されるとき
けん引用の車輪に乗せて移動してくださ
い。

エンジンが始動していない状態でけん
引される車両は、ブレーキペダルが重
く効きが悪くなっています。けん引し
ている前方の車両に追突しないよう注
意してください。また、パワーステア
リングも作動していません。ハンドル
も重くなっていますので注意してくだ
さい。

	●以下のときは、けん引は専門業者に
ご依頼ください。
・	高速道路で走行中に車両が故障
した。

・	シフトモードセレクターが Nに入
らない、ステアリングのロックが
解除できない *、またはパーキン
グブレーキが解除できない。

・	2 輪が接地した状態でけん引され
る。

・	この車専用のけん引ボルトが使用
できない。

	●けん引されるときは、以下の点にご
注意ください。
・	シフトモードセレクターは Nにし
てください。

・	50km 以内の距離を、低速（時
速 30km 以下）で移動してくださ
い。

	●この車より重量の重い車両でけん引
してください。
	●4輪が接地した状態で車両がけん引
されるときは、必ずけん引ボルトを
使用してください。
	●けん引ボルト以外の箇所にけん引
フックをかけないでください。
	●けん引される車両は、ハザードラン
プをオンにしてください。
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AdBlue®（尿素水）の補充
(ディーゼル車)
シ ト ロ エ ン C4 SPACETOURER
は AdBlue®を 使 用 す る こ と で、 排
気ガス中の窒素酸化物を低減します。
AdBlue®は走行すると消費され、減少
します。
AdBlue®の補充は、シトロエン指定サー
ビス工場にお申し付けください。

	●AdBlue®の補充は、シトロエン指
定サービス工場での定期点検整備
毎に行われます。
	●AdBlue®の残量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。･
AdBlue®の補充は早めに行ってく
ださい。

●緊急時にお客様がご自分で
AdBlue®を補充する

AdBlue®の残量がなくなり、エンジン
が始動できなくなったときは、約 3.8リッ
トル以上の AdBlue®を補充すると、エ
ンジンを始動できるようになります。

ガソリンスタンドなどに設置されてい
る補充装置を使用しないでください。
AdBlue®が補充口からあふれるおそ
れがあります。

AdBlue® の補充口がラゲッジルームに
ある場合
1.	 平坦な路面で安全な場所に車を停め

ます。
2.	 エンジンを停止します。
3.	 5 シ ー タ ー は、 ラ ゲ ッ ジ ル ー

ム の 中 敷 板 を 取 り は ず し ま す。 
7 シーターは、3 列目右側シートを
取り出します。
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4.	 黒色のキャップをゆるめ、取りはず
します。

5.	 青色のキャップをゆるめます。

6.	 青色のキャップを取りはずします。
7.	 補充が終わったら、青色と黒色の

キャップをしっかりと締めて戻しま
す。

AdBlue® の補充口がフュエルキャップ
の横にある場合

1.	 平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。

2.	 エンジンを停止します。
3.	 給油フラップを開けます。
4.	 青色のキャップを反時計回りに回し

てゆるめ、取りはずします。
5.	 補充が終わったら、青色のキャップ

を締めて戻し、給油フラップを閉じ
ます。

	●AdBlue®の残量がなくなった場合
は、AdBlue®の補充後、以下の操
作を行ってください。
1.	 5 分以上待ちます。その間、以
下の操作は行わないでください。
・	施錠する
・	運転席ドアを開ける
・	車内にスマートキーを持ち込
む

・	スマートキーをスマートキー
挿入スロットに挿入する

2.	 イグニッションをオンにして10
秒以上待ちます。

3.	 エンジンを始動します。
	●AdBlue®の補充後は、エンジンの
始動に通常よりも数秒間長くかかる
場合があります。
	●AdBlue®は ISO 規格･
（ISO 22241-1）に準拠したものを
使用してください。
	●AdBlue®タンクの容量は約17リッ
トルです。補充口にあふれるまで補
充しないでください。
	●AdBlue®（アドブルー）はドイツ自
動車工業会（VDA）の登録商標です。
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AdBlue®は、無色、透明、無臭で、
身体に触れても無害の尿素水溶液です。
万が一目に入ったり、皮膚に付着した
ときは、きれいな水で洗い流してくだ
さい。違和感がある場合は、すぐに医
師の診断を受けてください。
また、誤って飲み込んでしまったとき
は、コップ1～2 杯の水または牛乳
を飲み、すぐに医師の診断を受けてく
ださい。

	●AdBlue®を補充するときは次のこ
とをお守りください。車両の部品や
塗装などを損傷するおそれがありま
す。
・	AdBlue®以外の尿素水を使用し
ないでください。
・	AdBlue®を水道水などで希釈し
ないでください。
・	AdBlue®を他の薬品と混ぜたり
しないでください。
・	AdBlue®が車両の塗装面に付着
したときは、すぐに水で洗い流し
てください。

	●AdBlue®を保管するときは次のこ
とをお守りください。車両の部品や
塗装などを損傷したり、AdBlue®
の成分が変質して刺激臭が発生す
るおそれがあります。
・	AdBlue®を車内に放置しないで
ください。

・	AdBlue®を指定以外の容器で保
管しないでください。

・	AdBlue®は容器を密閉し、直射
日光の当たらない風通しの良い、
気温が 25℃を超えない場所に保
管してください。

	●AdBlue®は凍結しても、解凍すれ
ばそのまま使用できます。
	●使用済みのAdBlue®の容器は、地
域条例に従って廃棄してください。

燃料切れしたとき(ディーゼ
ル車)
燃料を補給後、以下の操作を行い、燃
料系統内のエア抜きをしてください。
1.	 シフトモードセレクターを Pの位置

にします。
2.	 パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
3.	 ブレーキペダルを踏まずに START/
STOPスイッチを押し、イグニッ
ションをオンにします。

4.	 約 6 秒間待って、イグニッションを
オフにします。

5.	 手順 3 から手順 4 の操作を 10 回繰
り返します。

6.	 エンジンを始動します。

	●エンジンがかからないときは、イグ
ニッションをオフにし、再度エア抜
きをしてください。
	●エア抜きの操作を繰り返してもエン
ジンがかからないときは、シトロエ
ン指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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●識別表示

A　車台番号 (エンジンルーム内 )
B　車台番号（フロントガラス下側）
C　認証ラベル
D　タイヤ仕様と車体塗色コードラベル

タイヤとホイールサイズ、適正空気
圧、車体色などが記載されたラベル
が、運転席側のピラー部に貼られて
います。

車のタイプや車両認識番号は登録証にも
記載されています。
シトロエン純正部品は、シトロエン販売
店でお求めください。
シトロエン車本来の安全性や耐久性を損
なわないためにも、純正の部品やアクセ
サリー類のご使用をお勧めします。シト
ロエン純正部品以外の使用は、保証の
適用外になります。

タイヤを交換するときは、必ず同サ
イズ同種類のタイヤを使用してくださ
い。他のタイヤを使用すると、安全走
行に悪影響をおよぼします。

	●タイヤのサイズによっては、タイヤ
チェーンが装着できません。詳しく
はシトロエン販売店へお問い合わせ
ください。
	●タイヤの空気圧は、走行前少なくと
も月一回の割合でチェックしてくだ
さい。必ずシトロエンが指定する空
気圧に調整してください。

タイヤの空気圧が低すぎると、燃費が
悪くなります。
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●外形寸法

1825
1575

16
30

1585 1575
1825

16
70

1585

890
4440

770

5 シーター

890
4605

875

7 シーター

* 数値は予告なく変更されることがあります。
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アクセサリー類
アクセサリー類は、シトロエン純正部品
を使用してください。取り付けは、付属
の取扱説明書に従ってください。

●ルーフキャリア
キャリアを含めた許容荷重は 80kgで
す。

使用しないときはルーフキャリアを取
りはずしてください。

ルーフキャリアの取り付け（5シーター）
キャリアを取り付けるときは、ルーフの
マークに合わせて取り付けてください。

ルーフキャリアの取り付け（7シーター）
キャリアを取り付けるときは、ルーフレー
ルのマークに合わせて取り付けてくださ
い。
荷物を積んだ後、もう一度キャリアを確
実に固定してください。
ルーフレールは取りはずしできません。
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	●ルーフキャリアはシトロエン純正品
を取扱説明書にしたがって正確に取
り付けてください。
	●シトロエン純正以外のルーフキャリ
アを使用したり、指示通りに取り付
けなかったりした場合、ルーフキャ
リアや荷物が落下し、事故やケガに
つながるおそれがあります。
	●荷物の固定には、細すぎたり、損
傷したひもや不適切なひもは使
用しないでください。荷物を固定
する際には、適切なひもを使用
し、しっかりと固定してください。･
やむを得ず荷物がルーフ部分から突
き出る場合は、適切な目印を取り付
けて周囲に知らせてください。
	●ルーフキャリアに荷物を積む際に
は、ルーフキャリア許容荷重を超え
ないようにしてください。
	●ルーフに重たい荷物や大きな荷物を
積んでいると、車両の重心が変わっ
たり風の抵抗が大きくなり走行に影
響を与えます。速度を控えたり、急
ブレーキ、急ハンドルを避ける等慎
重な運転を心がけてください。

	●キャリアの高さには注意してくださ
い。特に高速走行を行うと、予想以
上に負荷がかかるので思わぬトラブ
ルの原因となることがあります。
	●7シーターでは、荷物を積むときは、
ルーフレールに直接荷物を積んだ
り、ロープで固定せず、キャリアを
使用してください。
	●ルーフキャリアに長い荷物を積む際
は、エレクトリックテールゲートを
オフにしてください。

テールゲートには自転車キャリアを絶
対に取り付けないでください。
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●フロアマット*

運転席側のフロアマットを取り付けると
きは、フロアマットを正しい位置に合わ
せ、クリップで留めてください。フロア
マットがしっかり固定されていることを
確認してください。

	●車両側に装備されている固定フック
に適したフロアマットのみ使用して
ください。また、2 枚以上のフロア
マットを重ねて使用しないでくださ
い。ペダル操作の妨げになります。
	●シトロエン指定以外のフロアマット
の使用は、ペダル操作の妨げになる
だけでなく、クルーズコントロール
／スピードリミッター機能の使用の
妨げにもなり、重大な事故につなが
るおそれがあります。

* 仕様により異なります。
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オーディオ／ハンズフリー通話 
（タッチスクリーン）

基本操作･･････････････････････････････････････････ 8-14
ラジオ･････････････････････････････････････････････ 8-16
USB/Bluetooth･･･････････････････････････････････ 8-18
画像ファイルの表示･････････････････････････････････8-20
ハンズフリー通話･･･････････････････････････････････8-21
通話をする･････････････････････････････････････････8-22
Apple CarPlay････････････････････････････････････8-27
Android Auto･････････････････････････････････････8-28
プロファイルの設定･････････････････････････････････8-29
FAQ（良くある質問）････････････････････････････････8-31

安全上の理由から、各種設定など複雑な操作は、車両を停止し、イグ
ニッションをONにした状態で実施してください。

	●接続するオーディオ機器によっては
動作が異なる場合があります。
	●このオーディオには盗難防止機能が
付いています。他の車両では使用で
きません。
	●利用可能な Bluetooth の機能、お
よびその表示内容は、携帯電話の
種類とその設定、および契約内容に
よって異なります。詳細はお客様が
お使いの携帯電話会社へお問い合
わせください。
	●Bluetooth® は Bluetooth SIG, 
Inc. の商標です。
	●Apple、iPhone、Apple CarPlay、
および Siri は、米国およびその他
の国々で登録された Apple Inc. の
商標です。
	●iPhone の商標は、アイホン株式会
社のライセンスに基づき使用されて
います。
	●Android Auto は、Google LLC. 
の商標です。
	●MirrorLink® は Car Connectivity 
Consortium LLC. の商標です。
	●タッチスクリーンのシステムのバー
ジョンアップやオプションのナビ
ゲーションの接続によって、操作や
表示、アイコンのデザイン、色など
が変更されることがあります。
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タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアをタッチすると前のページに
戻ります。

●音量の操作
音量の操作は音量調整ツマミ②で行な
います。
音量調整ツマミ②を押すと、音量のオン
／オフが行なえます。
その間、USB などの再生メディアは停
止しています。

基本操作

オーディオの操作はタッチスクリーンか
ら行います。

①：	このボタンをタッチする
と、ラジオや USB メディ
アの再生・設定画面に移動
します。

●各画面共通のアイコン
各画面では、以下のようなアイコンが表
示されます。

前のページに戻ります。

設定を有効にします。
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●ステアリングスイッチ ①：音声認識機能起動ボタン
接続する携帯電話などの音声認識機能を使用して電話を発信
します。

②：音量調整ボタン
ボリュームが増減します。

③：ラジオ選局／メディア選曲ダイヤル
登録したラジオ放送局やメディアのトラック選択に使用しま
す。

④：LISTボタン 
音楽の再生リストやラジオの放送局リストなどを表示します。

⑤：SRCボタン 
入力ソースを切り替えます。

⑥：設定ダイヤル
ダイヤルを回して設定項目を選択します。押し込むと、設定
項目を決定できます。

⑦：TELボタン
発着信履歴や連絡先などの表示、ハンズフリー通話の受話お
よび終話などに使用します。

オプションのナビゲーションや、TVが表示されているときは、
LISTボタン④、SRCボタン⑤または TEL ボタン⑦を押す
前にナビゲーション以外の画面にしておいてください。

11

2233

44

5

6

7
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●入力ソースの切り替え

1.	 をタッチします。

2.	 タッチスクリーンのソースをタッチ
します。

3.	 入力ソースをタッチします。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グの SRCボタンを押しても行えます。

ラジオ

●ラジオモードへの切り替え
1.	 をタッチします。

2.	 タッチスクリーンのソースをタッチ
します。

3.	 ラジオを選択します。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グの SRCボタンを押しても行えます。

●FM／AMの切り替え
1.	 をタッチします。

2.	 タッチスクリーンのオプションを
タッチします。

3.	 をタッチして AM または
FM ラジオを選択します。

●手動サーチ

タッチスクリーンのカーソルを左右に動
かすと受信周波数が変わります。
またはカーソルの上の現在受信している
放送局周波数をタッチし、タッチスクリー
ンから周波数を入力して OKをタッチし
ます。
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●自動サーチ

タッチスクリーンのカーソルの端にある
< または > をタッチすると、自動サーチ
が開始され、受信可能な放送局が見つ
かったところで止まります。

自動サーチで合わせたい放送局に止ま
らない場合は、電波状況が弱いなど
が考えられます。手動サーチで放送局
を設定してください。

●プリセットへの登録
自動サーチまたは手動サーチでサーチし
た放送局を各プリセットに登録します。

1.	 タッチスクリーンのプリセットを
タッチします。

2.	 を長くタッチします。

をタッチしてもプリセットへ
の登録ができます。プリセッ
ト済みの放送局はアイコンが

白色で表示されます。

●登録した放送局の呼び出し
1.	 タッチスクリーンのプリセットを

タッチします。

2.	 呼び出したいプリセット番号をタッ
チします。

ステアリングのラジオ選局／メディア
選曲ダイヤルを上下に回しても登録し
た放送局の呼び出しができます。

●受信可能放送局リスト
タッチスクリーンのリストをタッチする
か、ステアリングの LISTボタンを押す
と受信できる放送局のリストが表示され
ます。
リスト中の放送局を選択するには、タッ
チスクリーンの放送局リストをタッチす
るか、ステアリングのラジオ選局／メディ
ア選曲ダイヤルで放送局を選択して、押
し込みます。
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USB/Bluetooth

●USBポートへの接続

まず、USB ポートにオーディオ機器や
音楽ファイルが記録された USB メモ
リーを接続します。

●Bluetooth接続
Bluetooth での接続を行うには、機器
のペアリング／接続をします。手順は、「電
話機との接続（ペアリング）」の項を参照
してください。

●USB／Bluetoothモードへの切
り替え

1.	 をタッチします。

2.	 タッチスクリーンのソースをタッチ
します。

3.	 入力ソースをタッチして選択します。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グの SRCボタンを押しても行えます。

	●接続するオーディオ機器の仕様によ
り認識できないことがあります。
	●認識可能なファイルフォーマット
は WAV、WMA（9 の み）、AAC、
OGG、MP3です。
接続するオーディオ機器の仕様によ
り再生できないことがあります。
	●再生可能なMP3 のサンプリング周
波数は32kHz 以上です。
	●ファイル名などの表示できる文字数
や種類には制限があります。
	●USB ポートに、オーディオ機器以
外の USB 装置やハードディスクな
どを接続しないでください。オーディ
オが故障するおそれがあります。
	●ストリーミング再生は電話機の機能
に依存します。
	●音質は、電話機からの送信品質に
よって決まります。
	●オーディオファイルの再生・停止な
どは、電話機で操作しなければなら
ない場合があります。
	●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。
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●再生と停止
メディアを接続すると自動的に再生が始
まります。
再生と停止は、タッチスクリーンのプレー
ヤーをタッチし、画面右上の再生／停止
ボタンをタッチして行います。音量調整
ツマミを押しても再生と停止ができます。

●選曲
ステアリングのラジオ選局／メディア選
曲ダイヤルを回すか、タッチスクリーン
のプレーヤーをタッチし、< または > を
タッチすると前後の曲に変わります。
タッチスクリーンの < または > を長く
タッチするか、カーソルを動かすと巻き
戻し／早送りできます。

●再生リストの表示
再生リストは以下の手順で表示させま
す。

1.	 ステアリングの LISTボタンを押し
ます。

2.	 ステアリングのラジオ選局／メディ
ア選曲ダイヤルを回してフォルダま
たは曲を選択します。

3.	 ステアリングのラジオ選局／メディ
ア選曲ダイヤルを押し込んで決定し
ます。

	●再生リストはタッチスクリーンのト
ラック リスト（セレクション）やラ
イブラリをタッチしても表示させる
ことができます。
	●接続するオーディオ機器の仕様によ
り、ステアリングの LISTボタンで
再生リストを表示できない場合があ
ります。

●再生オプション
以下の再生オプションを設定できます。
・	 ランダム再生
・	 リピート再生

1.	 をタッチします。

2.	 タ ッ チ ス ク リ ー ン のオプショ
ンをタッチして再生オプションを表
示させます。
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●オーディオの設定
再生時の音質などのオーディオの設定を
行うことができます。

1.	 をタッチします。

2.	 タッチスクリーンのオプションを
タッチします。

3.	 をタッチしてオーディオの
設定画面を表示させます。

オーディオの設定項目一覧

項目名 説明

トーン プリセットから音質を選択できます。ユーザー設定を選択した場合
は、任意の音質に設定できます。

バランス リスニングポジションに合わせた前後左右の音量バランスを調整し
ます。

サウンド 操作音の音量や、車速感応式自動音量補正機能を設定します。

呼出音（着信音） 着信音量を設定します。

●同じ画面に表示される音声の設定は日本国内では使用できません。
●接続する機器の仕様により呼出音（着信音）の設定ができないことがあります。

●ナビ／TVのレベル調整*

ナビやテレビの音量は、音量調整ツマミ
で調整します。

画像ファイルの表示
1.	 をタッチします。

2.	 をタッチします。

3.	 表示したい画像が格納されている
フォルダをタッチします。

4.	 画像をタッチして表示させます。

	●表示できるファイルは、gif、jpeg、
bmp、pngです。
	●接続する機器の仕様により表示でき
ないことがあります。
	●動画の再生はできません。
	●同じ画面に表示される SMSのアイ
コンは日本国内では使用できませ
ん。

* 仕様により異なります。
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ハンズフリー通話

●ハンズフリーの通話・設定画面
への移動

タッチスクリーンのこのボタン
をタッチして、ハンズフリーの
通話・設定画面に移動します。

●ステアリングスイッチ

22

33

1

①：	TELボタン
着信があった場合に、短く押すと着信を受け付けます。長く押すと着信を拒否できま
す。
通話中に短く押すと、メニュー（終話、保留、リダイヤル、マイクOFF）を表示します。
通話中でないときに短く押すと、メニュー（連絡先、発着信履歴）を表示します。

②：	音量調整ボタン
通話音量を調整できます。

③：音声認識機能起動ボタン
接続する携帯電話などの音声認識機能を使用して電話を発信します。
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通話をする

●電話機との接続（ペアリング）
1.	 電話機の Bluetooth 機能をオンに

して、外部から検索可能な状態に設
定します（電話機の説明書を参照）。

2.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

3.	 タッチスクリーンの TELをタッチし
ます。

4.	 をタッチします。

5.	 をタッチして Bluetooth 機
器の検索を行います。

6.	 リストから接続したい電話機を選択
します。

7.	 タッチスクリーンと電話機に表示さ
れたペアリングコードを確認し、タッ
チスクリーンの Yesをタッチしま
す。電話機側でも同様に操作します。 
ペアリングに失敗した場合は、イグ
ニッションを OFF にしたり、電話
機の電源を OFF にするなどして、
再度接続を試みてください。

	●初回接続時は、 にタッチした後、
にタッチして Bluetooth 機器の

検索を開始します。
	●電話機名の代わりに電話機の機種
名が表示される場合があります。
	●画面に表示されるMirrorLink ™
は日本国内では使用できません。

安全上の理由から、Bluetooth ハン
ズフリーシステムのペアリングは、車
両を停止し、イグニッションを ONに
した状態で実施してください。

	●電話機として一度に接続できる機器
は1台だけです。
	●利用できる機能はネットワーク、
SIMカード、および使用する電話機
の仕様（互換性）により異なります。
	●エンジンを始動するたびに自動再接
続を可能にするには、電話機側での
設定が必要な場合があります。
	●ペ ア リ ン グ は、 電 話 機 か ら
Bluetooth デバイスを検索して開始
することもできます。
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●電話をかける

発信
1.	 タッチスクリーンのこのボ

タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンのキーパッドを
タッチして、タッチスクリーンから
電話番号を入力します。

3.	 タッチスクリーンの発信をタッチし
て発信を開始します。

電話機から直接発信することも可能で
す。その場合、安全のため車を駐車し
てから発信してください。

発着信履歴からの発信
1.	 タッチスクリーンのこのボ

タンをタッチします。

2.	 タ ッ チ ス ク リ ー ン の発着信履
歴をタッチします。

3.	 リストをタッチして発信を開始しま
す。

	●発着信履歴は、ステアリングの
TELボタンを短く押し、ステアリン
グの設定ダイヤルで選択して表示す
ることもできます。
	●発着信履歴には、接続した電話機に
より車両経由で行った発信と受信が
含まれています。
	●電話機により、発着信履歴からの発
信ができない場合があります。

連絡先からの発信
1.	 タッチスクリーンのこのボ

タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンの連絡先をタッチ
します。

3.	 リストをタッチします。

4.	 表示された電話番号をタッチして発
信を開始します。

連絡先は、ステアリングの TEL ボタ
ンを短く押し、ステアリングの設定ダ
イヤルで選択して表示することもでき
ます。
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音声認識機能を使用した発信
1.	 音声認識機能起動ボタンを押します。
2.	「○○○に電話」などと話します。

あらかじめスマートフォンの音声認識
機能をオンにしてから操作してくださ
い。

●電話を受ける
1.	 受信通話があると、着信音が鳴り、

タッチスクリーンに表示されます。
2.	 ステアリングの TELボタンを短く押

すか、タッチスクリーンの  をタッ
チして通話を受けます。

	●着信を拒否するには、タッチスクリー
ンの  をタッチするか、ステアリン
グの TELボタンを長く押します。
	●着信を保留にするには、タッチスク
リーンの  をタッチします。
	●受話後、プライベート通話をタッチ
すると、ハンズフリー通話から電話
機での通話に切り替わります。
	●受話後、マイク OFFをタッチすると、
通話相手に自分の声が聞こえなくな
ります。

●電話を切る
電話を切るには、タッチスクリーンの終
話をタッチするか、ステアリングの TEL
ボタンを短く押し、ステアリングの設定
ダイヤルを回して終話を選択して、押し
込みます。

●着信音量の設定
1.	 タッチスクリーンのこのボ

タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンのオプションを
タッチします。

3.	 をタッチします。

4.	 タッチスクリーンのカーソルを左右
に動かして着信音量を調整します。

接続する機器の仕様により着信音量
の設定ができないことがあります。
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●連絡先の並べ替え
連絡先を苗字または名前で並べ替えでき
ます。

1.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンのオプションを
タッチします。

3.	 をタッチして苗字または名
前で並べ替えます。

日本語はひらがな、またはカタカナで
登録された連絡先のみ並べ替えできま
す。

●連絡先の検索
タッチスクリーンで名前を入力して連絡
先の検索ができます。

1.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンの連絡先をタッチ
します。

3.	 をタッチします。

4.	 タッチスクリーンから検索したい連
絡先の名前を入力します。

5.	 表示された連絡先候補の中から連絡
先を選択します。

日本語はひらがな、またはカタカナで
登録された連絡先のみ検索できます。

●応答の保留の設定
着信をしたら自動的に保留に切り替わる
設定ができます。

1.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンのオプションを
タッチします。

3.	 をタッチして応答の保留を
オンにします。
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●接続設定の変更
Bluetooth による電話機との接続には、
ハンズフリー接続およびオーディオ接続
が含まれます。通常はどちらの機能も自
動的に接続されます。

電話機によっては、どちらかひとつの
接続しかできない場合があります。

1.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンの TELをタッチし
ます。

3.	 をタッチして Bluetooth 機
器のリストを表示します。

4.	 接続設定を変更したい
Bluetooth 機器のこのボタ
ンをタッチします。

5.	 ボックスにチェックをしてプロファ
イルを選択します。

6.	 OKをタッチします。

●電話機との接続（ペアリング）を
切断する

1.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンの TELをタッチし
ます。

3.	 をタッチして Bluetooth 機
器のリストを表示します。

4.	 Bluetooth 機器のリストをタッチし
て接続を切断します。再度タッチす
ると、接続が再開されます。

●電話機との接続（ペアリング）を
削除する

1.	 タッチスクリーンのこのボ
タンをタッチします。

2.	 タッチスクリーンの TELをタッチし
ます。

3.	 をタッチして Bluetooth 機
器のリストを表示します。

4.	 	Bluetooth 機器のリスト右
上のアイコンをタッチしま
す。

5.	 接続を削除したい
Bluetooth 機器のこのアイ
コンをタッチします。

6.	 Yesをタッチして接続を削除しま
す。
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Apple CarPlay 
Apple CarPlay に対応した iPhone は、
USBで接続してiPhone のアプリをタッ
チスクリーンに表示することができます。

安全上の理由から、Apple CarPlay 
の操作は、車両を停止し、イグニッショ
ンを ONにした状態で実施してくださ
い。

●USBで接続する
iPhone をセンターコンソールの USB
ポートに接 続します。Apple CarPlay 
に対応したアプリが表示されます。

	●iPhone を接続する前にあらかじめ
iPhone の Siri 機能をオンにしてく
ださい。
	●USBで接続した後、タッチスクリー
ンの他のメニューを表示している状
態からApple CarPlay の画面を表
示するには、タッチスクリーンの
を押します。
	●プライバシー機能のメッセージが表
示されたら OKにタッチしてから再
接続してください。

●Siriを起動する
Apple CarPlay は Siri による音声操作
が可能です。ステアリングの音声認識機
能起動ボタンを押すと Siri を起動でき
ます（Siri が搭載された iPhone を接続
している場合のみ）。

	●走行中は Apple CarPlay の動作が
制限される場合があります。
	●接続する iPhone の仕様により認識
できないことがあります。
	●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。
	●Apple CarPlay を使用するには、
Apple CarPlay 対応の iPhone と
アプリが必要です。
	●Apple CarPlay の使用中は、
Bluetooth の接続ができません。
	●iPhone で Apple CarPlay の機能
を制限している場合は、制限を解除
してください。
	●Apple CarPlay の使用にはパケッ
ト通信料がかかります。
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Android Auto 
Android Auto に対応したスマートフォ
ンは、USB で接続してスマートフォンの
アプリをタッチスクリーンに表示するこ
とができます。

安全上の理由から、Android Auto 
の操作は、車両を停止し、イグニッショ
ンを ONにした状態で実施してくださ
い。

●USBで接続する
1.	 スマートフォンをセンターコンソー

ルの USB ポートに接続します。
2.	 スマートフォンおよびタッチスク

リーンにメッセージが表示されるこ
とがあります。メッセージに従い操
作します。Android Auto に対応し
たアプリが表示されます。

	●スマートフォンがロックされている
場合は、ロックを解除してから再接
続してください。
	●USBで接続した後、タッチスクリー
ンの他のメニューを表示している状
態からAndroid Auto の画面を表
示するには、タッチスクリーンの
を押します。
	●プライバシー機能のメッセージが表
示されたら OKにタッチしてから再
接続してください。

●音声認識機能を起動する
Android Auto の音声認識機能を使用
するには、ステアリングの音声認識機能
起動ボタンを押します。

	●スマートフォンを USB で接続し、
Android Auto の 設 定 を 完 了 す
ると、スマートフォンが自動的に
Bluetooth 接続されます。
	●走行中は Android Auto の動作が
制限される場合があります。
	●接続するスマートフォンの仕様によ
り認識できないことがあります。
	●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。
	●Android Auto を使用するには、
Android Auto 対応のスマートフォ
ンとアプリが必要です。
	●Android Auto の使用にはパケット
通信料がかかります。
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プロファイルの設定
タッチスクリーンの設定を、個別のプロ
ファイルとして 3 つまで、または1 つの
共有プロファイルとして記憶できます。
プロファイルには、アンビエンス（カラー）
などの設定を記憶できます。

●プロファイルを設定する
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるこのボタンをタッ
チします。

2.	 をタッチします。

3.	 設定したいプロファイルに合わせて
タッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルをタッチし
ます。

4.	 をタッチします。

5.	 タッチスクリーンからプロファイル
の名前を入力します。

6.	 OKをタッチして入力内容を保存し
ます。

7.	 をタッチしてプロファイル
をオンにします。

共有プロファイルは名前の設定はでき
ません。

●プロファイルの呼び出し
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるこのボタンをタッ
チします。

2.	 をタッチします。

3.	 呼び出したいプロファイルに合わせ
てタッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルをタッチし
ます。

4.	 をタッチします。 
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●プロファイルの初期化
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるこのボタンをタッ
チします。

2.	 をタッチします。

3.	 初期化したいプロファイルに合わせ
てタッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルをタッチし
ます。

4.	 をタッチします。

5.	 をタッチします。

6.	 Yesをタッチします。プロファイル
が初期化されます。

安全上の理由から、プロファイルの設
定は、車両を停止し、イグニッション
をONにした状態で実施してください。
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FAQ（良くある質問）
ナビゲーション（地図／設定）の操作については、別冊の取扱説明書をお読みください。

質問 回答 対応方法

ラジオの受信感度が徐々に悪くなり、
記憶させた放送局が表示されず、す
べて同じ周波数が表示されてしまい
ます。

周囲に放送局がなく、電波を受信すること
ができません。

その場所から移動してください。

周囲に電波を遮るものがあり、電波を受信
することができません。

アンテナが故障しています。 シトロエン指定サービス工場にお問い合わせくだ
さい。

プリセット設定を選択したあと、低音・
中・高音の個別設定を行うと、プリセッ
ト設定がユーザー設定になってしまい
ます。

プリセット設定と低音・中・高音の個別設定
は同時に行えません。

どちらか片方で音質の調整を行なってください。

USB メモリを接続してから、長い時
間反応がありません。

USB メモリを最初に接続すると、メディア
に含まれる曲名やアーティスト名を読み込む
ために少し時間がかかります。

USB メモリの音楽の再生に時間がか
かっています。

音楽ファイル以外のファイルの読み込みに
は、時間がかかることがあります。

該当のファイルを削除してください。また、ディレ
クトリの階層を浅くしてください。

自動再生が始まりません。 一部の機器は自動再生に対応していません。 機器の側で再生を行なってください。

ラジオや USB などの入力ソースに
よって音質が異なります。

ボリュームや低音・中・高音などの音質設定
は、入力ソースごとに保存されています。

入力ソースごとに最適な設定を行ってください。

エンジンを切っても、しばらくのあい
だオーディオが動作しています。

エンジンを切ってもしばらく動作しますが、
走行直後は最大 40 分で自動的に電源が切
れます。

引き続きオーディオを使用したい場合は、エンジ
ンを掛けてください。
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質問 回答 対応方法

Bluetooth で電話機を接続できませ
ん。

電話機の Bluetooth 機能がオフになってい
るか探索可能な状態になっていません。

Bluetooth 機能を ON にしてください。または、
探索可能な状態にしてください。

Bluetooth で接続した電話機の音量
が小さくて聞き取れません。

受話音量はオーディオ本体と電話機の両方
で調節できます。

電話機の音量を上げる、または、オーディオの音
量を上げてください。

電話帳に同じ宛先が複数載っていま
す。

SIM カードと電話機本体の両方に同じ宛先
が載っています。

SIM カードまたは電話機本体の電話帳のみを表示
させてください。

電話帳の並び順がアルファベット順に
なっていません。

電話機での並び順設定が優先されています。 電話機側で並び順を変更してください。

Apple CarPlay、Android Auto を
使用できません。

接 続に使 用しているケーブルによっては
Apple CarPlay、Android Auto が有効に
なりません。

ご使用のスマートフォンに付属のケーブルを使用し
て接続してください。

SMS（ショートメールなど）が受信
できません。

SMS（ショートメールなど）の送受信には
対応していません。

曲名や曲の時間が表示されません。 携帯電話の種類によっては、表示されない
ことがあります。

Bluetooth 接 続 し た iPhone を
USB ポートにも同時に接続しました
が、音楽ファイルを再生できません。

iPhone を電話機としてハンズフリー接続し
た場合、自動的にストリーミング機能が優
先して USB 再生はできません。

一度 USB ケーブルを外して再度接続することで、
USB 再生が優先されるようになります。

再生中の音楽の曲名などが正しく表
示されません。

バージョンにより表示されない場合があり
ます。

別の文字を使用してタイトルやフォルダ名を変更し
てください。



編集発行　Groupe PSA Japan 株式会社　2021/06



PMOM - C4S21J

https://www.citroen.jp/




